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ロムニア帝国興亡記Ⅱ




─風車れきしを回す風─

BOOK☆WALKER special edition








舞阪　洸







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「歴史を学ぶという意味は暗記するということではない。思考することである」




　これは筆者の師である歴史家、アンドレアス・ジェニュインの言葉であるが、蓋けだし名言であろう。

　書物に記されたことをただ単に覚えるのであれば、歴史は過去に起きた出来事を羅ら列れつしただけの表層的な学問に過ぎない。

　しかし、記述の裏側に隠かくされた知られざる事実を推おし量れば。

　記述の奥底に潜ひそむ明かされざる決断の理由を探さぐれば。

　歴史は人間の本質へと迫せまる有意な学問へと変わる。




　人の決断には、それなりの理由がある。

　理由が生じるには、それなりの経けい緯いがある。

　置かれた環かん境きようと、人の思おも惑わくと、流れや勢いと、そして個人の資質と性格と。

　人は岐き路ろに立たされたとき、そういった様々な要素に左右されて決断を下くだす。

　下して道を選び、未来へ向かって歩き出す。

　けれど、選んだ道が未来へと繋つながっているのかどうか、誰だれにもわからない。

　それが人生というものだ。

　つまり歴史とは、無数の人生の集合体なのである。

　歴史を学ぶとは人生を学ぶことである。

　ならば、歴史の本質に迫れれば、人生の本質にも迫れるということだ。

　過去の人間が、どうして間ま違ちがった決断を下したのか。

　あるいは、どうして正しい決断を下せたのか。

　それを知れば、読者諸しよ賢けんの人生に必ずや益をもたらすであろう。

　そう思い、筆者は物語に仮か託たくして歴史を説いてみるのだ。

　あるいは解いてみるのだ。




　雄ゆう渾こんで。

　偉い大だいで。

　壮そう大だいで。

　人間くさくて。

　生々しくて。

　欲望に塗まみれ。

　野心に溢あふれ。

　義務に囚とらわれ。

　打算を働かせ。

　悔かい悟ごと後こう悔かいに彩いろどられ。

　熱ねつ狂きように満ち。

　理性と本能が鬩せめぎ合う。

　愚おろかしくも賢かしこい、あの特別な世界帝てい国こくの時代に生きた人々の思考と決断に迫ってみようではないか。

　願わくばこの物語が読者諸賢を楽しませ、歴史の理解の一助となり、読者諸賢の人生を豊かで実り多いものにしてくれんことを願う。




「よりよい人生を生きるためには、よりよい選せん択たくをする必要がある。よりよい選択をするために、人は過去の歴史から学ぶ必要がある。歴史という学問は、君の人生を豊かで実り多いものにするための鍵かぎなのだ」




　これは筆者の師、アンドレアス・ジェニュインが、講義の際、学生たちに伝えた言葉であるが、筆者もこの言葉を読者諸賢に贈おくって、ではそろそろ本編に入っていこう。




　父であり帝国の創始者である皇こう帝ていロムニエゥス一世が急死したという衝しよう撃げきの報に接したサイファカール皇おう子じが、如い何かにして「その他大勢」から「群ぐん雄ゆうの一角」へと成り上がっていったのか。

　彼がそこに至るまでは、重大な岐路と重要な決断の連続であった。

　それを探り理解することがサイファカールを知ることであり、同時に歴史を学ぶということである。







　中世の終わりの知の岸辺に立ち、寄せては返す歴史の波は濤とうを見つめながら、ジェイコブスン・Ｊ・スーニッシャーの記しるす。
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　　　　１




　送り出した百名以上もの伝令の最初の帰き還かん者は三日後であった。もちろん帝てい都とまで駆かけた者ではない。戻もどったのは隣となりの州へ遣つかわされた者だ。

　東辺境州の東とう端たんには高こう峰ほうの連なる長大な山脈があって、その先は帝国の域外だ。境界を接している州は、北と西と南に一つずつ。西側がアンブロウ州で、サイファカールたちが駆け抜ぬけてきたところだ。北側がシェヘールバル州で、南側がペリージア州。

　そのうちペリージア州とアンブロウ州に遣やった伝令がいち早く戻ってきたのである。




　　　　２




　戻った使者から返書を受け取ったサイファカールは、すぐに主立った面々を評ひよう定じようの間まに召しよう集しゆうした。

　集まったのはサイファカール皇子が帝都から連れてきた親衛隊長のフレイヤ、教育官のステラステラ、食しよつ客かくのリ・インとネムネモ、官かん僚りようのシュラトゥ。アル＝アラに来る途と中ちゆうで家臣に加えた元エスファール王国将軍グラゥクスは顔を出しているが、侍じ女じよ（的な存在）のソフィとゼフィは控ひかえ室に待機である。

　辺境州側からは元州長官のザネッティ──今は副長官──以下、アル＝アラ軍団軍団長リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ（略りやく称しようリリィ）、副軍団長シュメイル、同じく副軍団長ヨーコ、レフラフティ、ギ・ジュカ、セイヤが顔を出している。

　都合十三名がだだっ広い評定の間に置かれた大きな長ちよう卓たくを挟はさんで座り、サイファカールに注目していた。




「これがペリージア州を預かるドゥールドォール将軍からの返書だ」

　上座に座ったサイファカールが一通の羊よう皮ひ紙しを掲かかげ、一同を見回した。

「えぇと、ギ・ジュカ、皆みなに読んでやってくれる？」

「承知いたしました、サイファカール様」

　サイファカールが左ひだり隣どなりに座っているフレイヤにそれを渡わたすと、彼女はサイファカールの背後を回って、卓の反対側にいるギ・ジュカのところへ羊皮紙を持っていった。ちなみに、この世界ではまだ紙は流通していない。王おう侯こう貴族でも紙を使うことは希まれで、正式な文書であっても、羊皮紙が使われることのほうが多い。

　立ち上がったギ・ジュカは、丸められた羊皮紙をわざとらしさ漂ただよう態度でフレイヤから恭うやうやしく受け取ると、眼前で広げた。

「では、お読みいたします」

　男なのか女なのかよくわからない見た目──容よう貌ぼうも衣服も──のギ・ジュカは、男なのか女なのかよくわからない声こわ音ねで返書を読み始めた。




「サイファカール様におかれましては、まことにご健勝のご様子、何よりでございます。また、今回は皇帝陛下のご崩ほう御ぎよという不測の事態に際し、真っ先に私わたくし儀ぎへご連れん絡らくを戴いただきましてありがとうございます」




　ギ・ジュカはいったん言葉を切って返書を下げ、出席者の様子を確かめるように周囲に視線を走らせた後、改めて返書を持ち上げ、再び読み始めた。




「サイファカール様が当州の様子を心配してくださったこと、ありがたく存じます。が、今のところ当州に問題は生じておりません。サイファカール様のご助力を仰あおぐ必要はございませんので、どうかご安心ください。いずれ皇太子様が亡なき陛下の跡あとを継つげば、国内の動どう揺ようは自然と収まり、帝国は以前にも増して平和と繁はん栄えいを謳おう歌かすることでありましょう。それまではサイファカール様も努ゆめ々ゆめ、軽挙は慎つつしまれますように。




ペリージア州長官、ロムニエゥス一世陛下に大恩ある将軍ドゥールドォール・ドットーリオがこれを記しるす」




　読み終えたギ・ジュカは、サイファカールに向かって丁てい寧ねいに一礼すると、傍かたわらに控えていたフレイヤに丁寧に返書を返し、静かに腰こしを下ろした。

　ギ・ジュカに比べて些いささかぞんざいとも思える態度でそれを受け取ったフレイヤは、長卓を回ってサイファカールの下へ歩み寄り、今度は恭しく皇子に返書を渡した。

　返書を卓たく上じように置いたサイファカールは、ギ・ジュカが着席し、フレイヤが自分の席に戻るのを待って口を開いた。

「というのが返書の内容なんだ。つまりドゥールドォール将軍には、帝国の主あるじになろうという野心はない。それどころか、自立するつもりもないということだね。皆みなは返書の内容を聞いてどう思った？」

　というサイファカールの問いに真っ先に応こたえたのはザネッティである。サイファカールの前任者で、現在は州の副長官となっているから、序列としては第二位の彼が最初に応えるのは立場的には適かなっている。

「己おのれの分を弁わきまえた、そつのない返書ですね」

　すかさずリリィがツッコんできた。

「そつがないというより、面おも白しろみがないというべきじゃな。いや……むしろ気骨がないというべきか？　ロムニエゥス一世陛下の下もとで将軍にまで登り、一州を任された男とは思えぬ手て堅がたさじゃな」

　リリィの明け透すけな物言いに、サイファカールは思わずくすりと笑ってしまう。

「けれどね、リリィ、そういう手堅い男だから陛下も一州を任せたのかもしれないよ？」

「……ですかのう」

「不満そうだね」

「いやまぁ、隣の州の長官に不満も満足もないんですじゃが。それより、この手堅い男がサイファカール様の行動を阻そ害がいしようとはせぬものですか？」

「当面は問題ないと思うな」

「その根こん拠きよは奈辺に？」

「彼はかなりの年ねん齢れいなんだよ。もう五十くらいになるんじゃなかったかな」

　と言ってサイファカールはザネッティを見やった。

「ええ、たしか五十一か五十二か……だったはずですな」

「だから己の分を弁えているというより、己の肉体の限界を感じているといったほうが、より正確な表現になるのかな。彼にはもう新たなことに挑ちよう戦せんする気き概がいはないんだよ。州の長官という望外の地位に登り詰つめた現状を守りたいんだ。だから彼は動かない。他の者にも動いてほしくない。皇太子が跡を継いで、帝てい国こくが平へい穏おん無事のまま維い持じされるのが、彼にとっては最良の未来なんだろうね」

「ですがサイファカール様」

　とステラステラが疑義を挟んできた。

「皇太子殿どのが跡を継ぐにしても、ドゥールドォール将軍をそのまま州の長官にしておくかわからないではありませんか」

「そうなんだけど。でも、急死した陛下の跡をなんとか襲おそったとなると、新皇こう帝ていの基き盤ばんは盤ばん石じやくとは言えない。そんなとき、地方の実力者をいきなり更こう迭てつはし難にくいだろ」

「なるほど。つまりサイファカール様は、新皇帝に更迭されない程度には将軍が州をしっかり掌しよう握あくしていると考えていらっしゃるのですね」

　というステラステラの指し摘てきに、ザネッティやリリィが、ほう？　という目を彼女に向けてきた。

（サイファカール様の教育官というだけあって頭は切れるようじゃの、あの女。もっとも陛下から付けられたそうじゃから、向こうの親衛隊長や食しよつ客かくの女のように、皇子のために命を懸かける……とまで思うておるかどうかはわからぬが）

　一方のザネッティは、隣に座るリリィにちらっと視線を向け、もう一度、ステラステラのほうへ視線を戻した。

（ああいう頭がよくて美人で暴力を振ふるいそうにない女は俺の好みだな）




　ばきり、ぼきり。




　隣の席から不ふ吉きつな音が響ひびいてきた。

　華きや奢しやな指に似合わぬ音で指の関節を鳴らしながら、リリィがザネッティに迫せまった。

「何か言いたいことがあるのか、副長官様よ。あるなら、はっきり言うたらどうじゃ？」

　ザネッティはリリィのほうを見ようとしないまま激しく首を左右に振る。

「なんもねえ、なんもねえ」

「さようか。まぁ儂わしもおまえ様が州の長官じゃったときは大いに不満に思っていたから、おあいこじゃがな」

　ザネッティは思わず顔を巡めぐらせ、思いきりツッコんでいた。

「ねえって言ってるだろ。っていうか、はっきりと言い切りやがって！」

「裏表がないのが儂の売りじゃからのう」

「売るな、そんなモン。っていうか、誰だれも買わねえわ」

　リリィはそっと左手を持ち上げ、卓上に置いていたザネッティの右の手首を握にぎった。

　ザネッティの手首の太さに比べてかなり小さいリリィの左手は、彼の手首を半周もしていない。

　しかし。

　彼女の小さな指がザネッティの腕うでに食い込んで、めきりと音を立てた。リリィの腕には、その可愛かわいらしい見た目とは裏腹の握あく力りよくが備わっているらしい。今度はフレイヤ、リ・イン、ネムネモ、グラゥクスといった面々が、ほう？　という顔でリリィのことを見つめた。

「うぎゃぁぁぁぁ。骨が折れる骨が折れる骨が折れるぅぅ。全身の骨が砕くだけるぅぅぅ」

　あまりに情けないザネッティの悲鳴に、リリィは思わず手を離はなし、離した手で彼をびしっと指さしてツッコんだ。

「阿あ呆ほうかっ。手首握られただけで、なんで全身の骨が砕けるんじゃっっ」

「おまえが馬ば鹿か力ぢからだからだよ、この糞くそ戯たわけっ！」

「それがおまえ様の遺ゆい言ごんか？　冴さえない遺言じゃったのう。安心せい。おまえ様が公金をちょろまかして作ったへそくりは、儂が有意義に使うてやる」

「な、なんでおまえがそのことを……」

「へえぇ、そうなんだ」

　それまで面白そうな顔で二人のやりとりを見守っていたサイファカールがリリィの言葉に反応した。

「あ！」

　ザネッティが固まった。彼は額に脂あぶら汗あせを浮うかべ、逃にげ場を探すように周囲を見回したが、もちろん逃げ場など、どこにもあるはずがない。

「い、いや、違ちがうんです、サイファカール様。この馬鹿が言ったことは……」

　眉まゆを吊つりあげたフレイヤが勢いよく腰を浮かせた。

「すぐに横領の罪で捕ほ縛ばくいたしましょう、皇子様。なんでしたら、この場で即そつ刻こく、斬ざん首しゆにしても……」

（なんで金をちょろまかしたくらいで斬首なんだよ！　おまえ、暴力幼女よりも危ねえ奴やつだな！）

　ザネッティは立ち上がったフレイヤに向かって、内心でツッコンだ。あくまで内心で。

「落ち着いて、フレイヤ」

　サイファカールはフレイヤに対して座るようにと合図する。

「あ、はい、わかりました、が」

　フレイヤが不承不承という体ていで腰を下ろすと、サイファカールはにこやかな笑えみを浮かべたままザネッティに向き直った。

「あぁ、気にしなくていいよ、ザネッティ。州の金をやり繰くりして多少へそくりを作ったくらいで君を責めるつもりはない」

　ザネッティは盛せい大だいに安あん堵どの息を吐はくと同時に、叫さけぶように言った。

「さ、さすがサイファカール様、度量が大きい！」

「で。いくらぐらい貯ため込んでいたの？」

「いや……その……」

「正直に言ってね？」

「そ……それがですね……」

　内心で葛かつ藤とうしていたザネッティだが、もう誤ご魔ま化かしようがないと諦あきらめたようで、正直にその金額をサイファカールに告げた。年間の州予算の四し半はんに匹ひつ敵てきするような金額だった。さすがのサイファカールも呆あきれ顔になる。

　サイファカールだけでなく、彼が連れてきた面々──ステラステラ、フレイヤ、リ・イン、ネムネモ、グラゥクス──も呆れた顔でザネッティを見やったが、一人、シュラトゥだけは仲間を見るときのような親近感溢あふれる眼まな差ざしだった。

「それを査察官に気づかれずに？」

「はぁ、まぁ、なんといいますか」

「凄すごいね、君」

「あ、いえ、その」

「意外と遣やり手なんだね」

「いや、まぁ、それほどでも」

「その金をどうしようとしたの？」

「えぇと……」

　ザネッティが言い淀よどんでいると、横からリリィが口を出してきた。

「長官を馘くびになったときに備えて貯めておっただけですじゃよ、サイファカール様」

　するとセイヤも、そうそう、と頷うなずいた。

「騎き馬ば民族が攻せめ込んできたら、その金を持って逃げるつもりだったんだよねぇ」

「逃げるって、それだけの金貨を抱かかえて逃げられるもの？」

「いえいえ、この男、各地の両りよう替がえ商しように資産を分散して預けたり、余よ所そで荘しよう園えんを経営していたり、中央世界との交易に投資してたりするんですよ」

　セイヤがそう言うと、うむうむ、とリリィが頷いた。

「根が小心者のこの男は、いつ馘になってもいいように、普ふ段だんからおさおさ怠おこたりなく対策を練っておるのですじゃよ」

（ふうん。たしかに小心者かもしれないけど、査察官に気づかれないままその金額を貯め込んで、あちこちに分散投資しているってのは、それだけで凄いことだけどな）

　サイファカールは感心すると同時に、一つ手て応ごたえを掴つかんでいた。

（お金を扱あつかう人間は、このくらい用心深いほうがいいんだよね。むしろ最悪の場合を考えているくらい臆おく病びようなほうが。ここでの懸けん案あんの一つが、財務を誰に任せるかってことだったんだけど……）

　ステラステラは切れ者だが、お金を扱った経験はない。フレイヤ、リ・イン、ネムネモは言わずもがなだ。シュラトゥは書類作りや書類に書かれていることの帳ちよう尻じりあわせは得意だが、金かね勘かん定じようそのものはあまり得意ではない。辺境州の側で誰かを見み出いだすしかないと思っていたサイファカールだが、探すまでもなく適任者は目の前にいたわけだ。

（これは幸さい先さきがいいんじゃないかな）

　軍事の面に関して言えば、サイファカールには親衛隊長のフレイヤがいる。旧エスファール王国の将軍、グラゥクスもいる。二人は実際に兵を率いていた。フレイヤは部隊を率いて戦った経験こそないが、ロムニア王国と戦っていたグラゥクスは実戦経験も豊かだ。リ・インやネムネモも、鍛きたえれば一隊の長として活かつ躍やくできるだけの資質を持っているとサイファカールは思っている。東辺境州側にも、リリィやヨーコ、シュメイルといった一いつ騎き当千の兵つわものがいるようだ。だから軍事面に関しての心配は要いらない。

　内政に関しては自分が行えばいい。その際に必要になる文書や命令書作りはシュラトゥに任せられる。文書の内容ならステラステラが考えてくれるだろう。

　外交交こう渉しように関してはギ・ジュカが使えそうだ。

　サイファカールは、すでにこのとき、自分の政権を担になう人物と、彼らに何をやらせればいいかということをしっかりと把は握あくしていた。このように他人の資質を見み抜ぬく目が人並み外はずれて優すぐれていることが、サイファカールの大きな特長だといえる。新たな部下に接してまだ数日しか経たっていないというのに、サイファカールは各人の特とく徴ちようや資質、才能を完全に見抜いていたのだ。

（辺境の州にしては意外に多た士し済せい々せいというか、才能溢れるというか、面おも白しろい面子メンツが揃そろっているね。これはツイているかも）

　とサイファカールは心強く感じていた。

　もっとも、そのサイファカールにしてもセイヤに関してはまだ使い道がはっきりとしなかったのだが。そしてレフラフティに関しては、どういう人物なのか未いまだによくわかっていなかったのだが。




　ザネッティが、自分に対する辛から口くち評価を口にしたセイヤやリリィに対して不満そうな顔を向けた。

「だから。いいじゃないかよ、べつに用心深くたって。おまえらもいざというときの備えを怠ってると、いざというときに泣きを見るぞ？」

「悪いとは言うておらんがの。ただ、そのいざというときの備えを州の金で行っていたのはどうなのじゃ？　と思わないでもないがの」

「……おまえらだって似たり寄ったりのこと、してただろうが！」

　リリィとセイヤは小さく仰のけ反った。

「開き直りおったぞ、こやつ」

「見苦しいわねぇ」

「だいいち儂らは州の金でこぢんまりと飲み食いしておっただけで、おぬしのように個人的に大金を懐ふところに入れたわけではないわ」

「そういうのをどこかの諺ことわざで『五十歩百歩』って言うんだよ。五十歩逃げた奴が自分のことを棚たなに上げて百歩逃げた奴を笑うのは、どっちもどっちだって言ってんだ。だから俺もおまえらも同罪なんだよ。わかったか」

「そうよなぁ。ならば儂らも、ぬしと一いつ緒しよに処しよ刑けいされればよいのかや？」

「いや……よくはねえが」

　ザネッティは、ちらっとサイファカールのほうを窺うかがった。

「さっきも言ったけど、君たちが公金に手をつけていたことには目を瞑つぶるよ。多かれ少なかれ、地方の州の長官は、あるいは地方の街の執しつ政せい官は、みな同じようなことをしているんだしね」

「で……ですよねぇ」

　安堵の息と共に胸むねを撫なで下ろしたザネッティだが、今度は他の幹部たちに向かって胸を張った。

「どうだ、おまえら。サイファカール様のお墨すみ付つきを戴いただいたぞ！」

「偉えらそうに」







[image: ]







「お墨付きなわけないでしょ。黙もく認にんしていただいただけでしょ。馬鹿じゃないの」

　リリィとセイヤがこき下ろすと、それまで無言だったヨーコまでもが乗ってきた。

「虎とらの威いを借る虱しらみとはザネッティ様のことを言うのでしょうな」

「おいぃ、ヨーコ！　てめえなんてこと言いやがる!?　それを言うなら狐きつねだろ！　虱って、いくらなんでも貶おとしめすぎだろ！」

「そうじゃぞ、ヨーコ。虱では虎も気がつかんから、威の貸しようがない。せめて蠅はえや蚊かくらいは言うてやれ」

「やっぱおまえが最低だな、リリィ！」

　互たがいの悪口を言い合う州の幹部たちを目まの当たりにして、リ・インやフレイヤ、ネムネモが辟へき易えきした顔になる。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなのかネ、こいつらハ」

「どうでありましょう。もしかするとダメなのではありませんか？」

「切り捨てたほうが皇子様のために、なる」

　などと言って頷き合う。

　どうにも収しゆう拾しゆうがつかなくなってきたところを見計らってサイファカールが手を叩たたいた。

「はい、皆みんなそのくらいにして。会議を先に進めようか」

　すると罵ののしり合っていたザネッティやリリィ、セイヤがぴたりと鎮しずまった。

「う～ん、司会役を立てたほうがいいかな。ステラ、頼たのむよ」

　顔を巡めぐらせたサイファカールがそう言った。

「はい、サイファカール様、承知いたしました」

　ステラステラが眼鏡の弦つるを押し上げて立ち上がる。

「サイファカール様にご指名を戴きましたので、わたくし、ステラステラが議事進行役を務めさせていただきます」

　フレイヤやリ・イン、ネムネモ、シュラトゥは大きく頷き、東辺境州側の出席者たちはそれぞれ肩かたをすくめたり、お好きにどうぞと手を振ふったりした。
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　立ち上がったステラステラは一同を見回して宣言する。

「では本題に戻もどります」

　全員が改めて頷いたり手を挙げたりするのを確認すると、ステラステラは少し体の向きを変え、サイファカールのほうを見やった。

「まずはドゥールドォール将軍の返書についてですが。サイファカール様はとくに問題はないとお考えなのですね」

「現状ではね。あとで返書を送る必要はあるけど、とりあえず彼のことは置いておこう」

「ならば、次に移りましょう」

　そう言ってステラステラは、サイファカールの前、卓たくの上に置かれたもう一通の返書に視線を向けた。

「アンブロウ州の長官でありサイファカール様の御ご尊そん兄けいであるロキシーヌ様からの返書は、どのようなものでしたでしょうか、サイファカール様？」

　サイファカールは返書を取り上げたが、今度はギ・ジュカに読ませることはせず、自分でそれを広げた。

「兄上からの返事はこれだけだったよ」

　そう言ってサイファカールは、それを読み上げた。




「サイファ、おまえは皇太子に帝てい国こくをまとめ上げる器量があると思うか？」




　サイファカールが返書を卓上に戻すと、怪け訝げんそうな顔でザネッティが手を挙げた。

「ザネッティ殿どの」

　ステラステラの指名を受けたザネッティは、怪訝そうな顔のまま、皇子に問うた。

「えっと……それだけなんですか？　他には何も？」

「そう、これだけ」

　腕うで組ぐみをしたリリィは眉まゆを寄せ、ふぅむと唸うなった。見た目が可愛い子供なので、彼女がそういう仕草で難しい顔をしても、あまり深刻そうな感じがしない。

「どうやら第四皇子殿は、皇太子殿が陛下の跡あとを継ついで第二代皇帝になることには反対のようじゃのう」

　というリリィの言葉に、シュメイルやヨーコ、レフラフティが目を見開いて顔を振り向けた。ギ・ジュカやセイヤも驚おどろきの色を露あらわにしたが、ザネッティだけは、俺が長官じゃなくなってよかったわ、と密ひそかに胸を撫で下ろした。

　サイファカールの側でもフレイヤやリ・インが息を吞のんだ。普段からあまり表情を変えないネムネモも眉を顰ひそめているので、かなり驚いているのだろう。グラゥクスは、面白くなりそうじゃねえか、と内心で腕うでを撫ぶす。ステラステラはリリィと同じような推測をしたので驚かなかった。

　そしてサイファカールは、平然とリリィの推測を認めた。

「みたいだね」

「ということは……ロキシーヌ様は兵を挙げるおつもりでしょうか」

　というステラステラの言葉に、誰だれもがぎょっとした顔をサイファカールに向けた。それらの視線を平然と受け流し、サイファカールは頷うなずいてみせる。

「たぶん兄上は起たつんじゃないかな」

　ざわりと、場がざわめいた。

　これは難しい事態になったと、誰もが困こん惑わくし、眉を顰める。

　隣りん州の長官である第四皇子が兵を挙げれば、サイファカールとしても様子見を決め込むわけにはいかなくなる。彼を討うつにせよ、味方するにせよ、東辺境州も兵を動かさざるを得なくなる。

　軍団長のリリィが真っ先に反応した。

「サイファカール様は、どうされるおつもりですかの？　仮に第四皇子殿が起ち上がるのなら、これを討っておけば、皇太子殿への覚えはめでたくなりますが？　あるいは」

　と言ったリリィは、見た目に似合わぬ鋭するどい目つきになった。

「第四皇子殿の決起に便乗してしまう手もあるやもしれませんの」

「おい、リリィ、おまえ、なんてこと言いやがる！」

　ザネッティは目を吊つり上げてリリィを𠮟しつ責せきしたが、サイファカールが彼を抑おさえた。

「かまわないよ。腹蔵ない意見を聞かせてもらったほうが僕としてはありがたい」

「だそうじゃ、ザネッティ様よ」

「……でありますか。承知いたしました」

　不満そうな顔でザネッティは口を噤つぐんだ。

「ステラ、君はどう考える？」

「どう、というのは、ロキシーヌ様が決起された場合、我々はどう対処するべきか……ということでございますね？」

「まぁ、そういうことだね」

（まぁそういうこと？　サイファカール様にしては曖あい昧まいな言い方ね）

　と感じたステラステラだが、今は問いに対する答えのほうが重要だ。すぐに思考を切り替かえ、脳内であれこれと点検してみる。

　結論はすぐ出た。

「そのあとのことは置くといたしまして。ロキシーヌ様が皇太子殿でん下かに弓引くようなことになれば、やはり討つべきかと思うのですが」

　サイファカールは、なるほど、と頷いたが、ステラステラの考え自体には否いなとも諾むべとも言わなかった。

「ザネッティ、君はどう思う？」

　サイファカールに名指しされ、彼は小さくため息を吐つく。

（こういう重大な決断は俺の趣しゆ味みじゃねえんだがな。まぁ最終的に決めるのは俺じゃないからいいか。どうせ、その他大勢の意見の一つだ）

　と気を取り直して、自分の考えを述べることにする。

「俺も……いえ、自分もステラステラ殿どのの意見に賛成ですね。少なくとも今は皇太子殿下に従うという姿勢を見せておいたほうがいいと思うのです」

　サイファカールは、そうか、と言ったが、やはり諾だく否ひは示さなかった。

「リリィ、君はどうかな？」

「二人の意見に賛同ですじゃな。敢あえて付け加えるなら、ロキシーヌ殿下が反旗を翻ひるがえした直後に攻せめ入って、速そつ攻こうで討ち取ってしまわれるのがよろしいかと。中央の介かい入にゆうが間まに合わぬくらいの速さで……ですじゃ」

　そう言ってリリィはサイファカールの顔を窺う。

（さて、今ので儂わしの真意は伝わったかの）

　リリィの視線を受けて、サイファカールはにやりと笑った。

「リリィ、君は僕に、どさくさに紛まぎれてアンブロウ州を奪とってしまえと言うのかい？」

　ザネッティが、うげっ!?　と仰のけ反った。

　彼だけではない。フレイヤやリ・イン、シュラトゥ、グラゥクス、ギ・ジュカ、シュメイル、レフラフティなども仰け反ったり目を見開いたりして驚きを体現していた。

　一方、リリィは内心で満足そうに頷いた。

（儂の真意を簡単に読み取ったか。この皇子、やはり出で来き物ぶつじゃわ。世間に流る布ふしておる噂うわさと本物は大違ちがいじゃな）

　サイファカールを認めつつ、しかしリリィは首を横に振った。

「いえいえ。儂はそのような危ないことを言うてはおりませんぞ。単に戦術的に速戦即そつ決けつがよろしかろうとご助言差し上げただけですのでな」

「白しら々じらしいんだよ、てめえは」

　ザネッティが険しい目つきで睨にらんできたが、リリィはどこ吹ふく風と受け流す。

「はて？　ザネッティ様が何を言うておるのか、儂にはとんとわかりませんのう」

「それが白々しいと！」

　険しい目つきでリリィを睨んでいたザネッティだが、やがて彼女から視線を外し、目つきを改めてサイファカールに向き直った。

「サイファカール様、この好戦的な幼よう……女おんなの言うことを真まに受けたらいけません。こいつは好戦的で交戦好きの軍いくさ馬ば鹿かですから」

　グラゥクスが、ほう？　という顔になってリリィを見やった。

（たしかに、軍団長を務めるだけあって、小っこい形なりの割にはできそうだが）

　彼の視線に気づいたリリィは、目を細めてグラゥクスに視線を向けた。

「どうかしたか、そこの図ずう体たいのでかいの。儂に見とれとるようじゃが？　ん？　もしや、儂に惚ほれたか？」

　グラゥクスは、いや、と言ってフレイヤを指し示した。

「俺には嫁よめがいるからな」

「ほほう？」

　リリィがグラゥクスの指先を目で追うと。

　がたっっ。

　椅い子すを撥はね除のけて立ち上がったフレイヤが、びしぃっ！　とグラゥクスを指さした。

「わたしは全然まったく欠片かけらも微み塵じんもあなたの嫁ではないでありますが！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。そのうち嫁になる」

「永遠に永と久わに未来永えい劫ごうならないでありますよ！」

　フレイヤがグラゥクスをキツい目で睨みつけるその隣で、リ・インが必死になって笑いを抑えていた。

「はいはい、皆みなさん、また話が逸それていますよ」

　議事進行役のステラステラが割って入ったので、フレイヤは慌あわてて腰こしを下ろす。

　いつの間にか話が逸れてしまい、振ふり上げた拳こぶしの下ろしどころを失ったザネッティも、やれやれと首を振りながら椅子に深く座り直す。

（相変わらずリリィの奴やつは危ないことを言いやがる。だが、今のやりとりでわかったこともある。サイファカール皇子は絶対にぼんくらなんかじゃねえ。むしろ、油断のならないお方だ。俺も少し気を引き締しめてかかったほうがいいかもしれねえな。もっとも、帝国が大混乱に陥おちいろうかっていうこんな時期だ、どうせ下したに付くなら油断ならないような人物がいい。もしこの皇子が生き残れないようなら）

　ザネッティはちらっとサイファカールに視線を向けたが、自分を見ている彼と目が合ってしまい、慌てて視線を逸らせた。

（な……なんで今の流れで俺を見てるんだ？　俺、何か不ま味ずいこと言ったか？）

　腋わきの下を冷ひや汗あせがどっと流れ落ちるザネッティだった。

「他に誰か、意見のある人はいるかな？」

　サイファカールは穏おだやかな声でそう言って、居並ぶ面々をゆっくり見回したが、とくに誰からも意見は出ない。

（自分でものを考え自分で判断するのは、今の三人、ステラステラとザネッティとリリィくらいってことか）

　サイファカールが敢えて意見を求めたのは自分が迷っているからではない。誰がしっかりとものを見て考えられるか、的確な判断ができるか。そのことを知りたかったからだ。

　参さん謀ぼう役を任せるとすれば、この三人だろうなとサイファカールは改めて思った。

（フレイヤとリ・イン、ネムネモ、グラゥクスは部隊長として兵を率いてもらう。シュラトゥは内政や外交の実務面を担当してもらう。それは既き定てい路線だ）

　サイファカールは帝てい都とから率いてきた直臣の実力と向き不向きは完全に把は握あくしている。途と中ちゆうで加えたグラゥクスも、旧エスファール王国の元将軍だけあって、軍事面での才能は間違いないものがある。

（アル＝アラここの幹部たちの実力と向き不向きを把握するまで少し時間がかかるかと思っていたけど、予想外にわかり易やすかったな。裏を返せば、ここの幹部たちが僕の予想よりずっと優ゆう秀しゆうで有能だったという証あかしだね。まぁ一人、二人、まだ掴つかめていない者もいるけど）

　アル＝アラの幹部は犯罪者同然に東辺境州に送り込まれたという話だったから、かなり手こずるかもしれないとサイファカールは考えていたが、意外とすんなりまとめることができたことに彼は手て応ごたえを感じていた。




　適材を適所に置くという面に関しては、サイファカールの才能はずば抜ぬけていた。ステラステラは彼のことを「人ひと誑たらし」と評したが、むしろ他人の適性を見抜き、適材を適所に配置できることこそ、帝てい国こくを巡めぐる長く厳しい戦いを最後まで戦い抜けた最大の要因だったと言えるのかもしれない。




（とはいえ、彼らがすんなり僕の意に従ったのは、皇帝陛下の急死という大事件があったからこそ、だけどね。僕が実力で彼らをまとめたわけじゃない。そこのところは勘かん違ちがいしないようにしておかないと）

　そして、このようにつねに自分を戒いましめることができるのもサイファカールの大きな強みだった。

「とくに意見もないようだから、今後の方針を決めるためにも、ここで改めて現状の把握をしておこう」

　そう言ってサイファカールが一同を見み渡わたすと、全員、サイファカールに顔を向け、彼の口くち許もとに視線を据すえた。

　場の流れからいって、誰だれもがサイファカールは第四皇子ロキシーヌ討とう伐ばつに動くものだと予想していた。その場合の問題は、ロキシーヌのほうがサイファカールより兵力的に勝まさっていることだ。

「僕はまだ当地の現状を把握し切れていないし、アンブロウ州の内情も詳くわしくは知らないからね。ザネッティ、説明してくれる？」

「承知いたしました」

　立ち上がったザネッティは、東辺境州とアンブロウ州についての説明を始めた。




　　　　４




「まずは東辺境州の動員兵力ですが、ご承知のように一個軍団だけであります」

「ああ、それは聞いている。兵員も四千程度にまで落ち込んでいるんだってね」

「そうなんです。情けない話ではありますが、中央から兵員補ほ充じゆうの許可がなかなか下りなくて、ですね……」

　言い訳がましくザネッティがそう言うと、サイファカールは笑って応えた。

「許可は僕が陛下から戴いただいたから問題はないよ。とはいえ、今回の騒そう乱らんには間に合いそうもないのが問題だけど」

　そこで言葉を切ったサイファカールは、で？　とザネッティの顔を見つめる。

「アンブロウ州の動員兵力は？」

「四個軍団が常じよう駐ちゆうしています」

「二万か」

「それだけではありません。ロキシーヌ様は皇族ですから、ご自分の親衛隊も持っていらっしゃいます。二、三千ほどいたはずです」

　サイファカールは自分の隣となりに座っているフレイヤに顔を向けると、彼女はそれで間違いありませんという意を込こめて頷うなずいた。

　サイファカールが視線を自分に戻もどすのを待って、ザネッティは説明を再開させた。

「もしもロキシーヌ様が決起されるなら、臨時の募ぼ兵へいを行うでしょう。アンブロウ州にはそこそこの規模の街が幾いくつかあります。州の人口も多いです。一ひと旗はた揚あげようと募兵に応じる者も少なからずいるはずで、総勢三万程度の兵力は確保できると思われます」

　サイファカールは独ひとり言ごつように、

「三万か……」

　と漏もらした。

「最大限に見積もれば、四万近くになるかもしれません」

「皇太子に反旗を翻ひるがえすなんていう一か八かの賭かけに出るんだ。たしかに、あとのことなんて考えないで根ね刮こそぎ動員するかもしれないね」

　無言でザネッティとサイファカールのやりとりを聞いていた誰もが、三万、四万という数字の持つ意味に気が重くなる。何な故ぜなら、東辺境州はどう足あ掻がいても、それに対たい抗こうするだけの兵力を用意することなど不可能だからだ。

「肝かん心じんの東辺境州なんだけど。街らしい街といえば、ここ、アル＝アラしかないし、州の人口も少ないし、募兵したところで兵力の上積みはそれほど期待できないんだよね？」

「申し訳ありません。そのとおりです」

　ザネッティに頭を下げられ、サイファカールが苦く笑しようする。

「君のせいじゃないけど」

「というわけで、仮に万一、ロキシーヌ様が決起された場合、これを討うつためには四千対三万という兵力差を埋うめる必要があることになります」

　的確な現状把握と分ぶん析せきだった。

　この一事を以もつてしても、ザネッティの有能さはわかる。また、そうでなくては、査察官の目を誤ご魔ま化かして大金を横領するなどという芸当ができるはずもない。

「なるほどね。おおよそは把握できたよ。そこでもう一度、皆みなに訊きいてみよう」

　サイファカールは、またもや居並ぶ面々を見回して言った。

「帝国の分ぶん裂れつを阻そ止しするために、僕たちはどう行動するべきだと思う？」

　サイファカールの本音は「分裂の阻止」ではなく、「自らが再統一する」ことだったが、この場でそれを言ってしまうわけにはいかない。たとえその意図が明らかだったとしても、口に出して言ってはいけないのだ。口に出した瞬しゆん間かんに、サイファカールも謀む反ほん人となってしまうから。謀反人となってしまえば、どれほど多くの兵力を抱かかえていても帝国の再統一は難しい。彼はそう思っている。

「ザネッティ？」

「お味方をしないのであれば、討つしかないのではありませんか？　兵力差をどうするかという問題はありますが」

「リリィは？」

「繰くり返しになりますがの、討つべきじゃろうと思いますぞ。速戦即そつ決けつで。主力を率いて進軍する謀反人を後方から急きゆう襲しゆうするなら、兵力差の多た寡かは埋まるのではありますまいか。募兵に応じた新兵は、戦せん況きようが少しでも不利になれば、すぐに逃にげ出しますからの。それに相手は謀反人ですじゃ。後ろから襲おそっても、誰も卑ひ怯きよう者ものだとは言いますまい？」

（ああ。いいところに目をつけたね）

「ヨーコは？」

「サイファカール様のご決断に従います」

（自分では考えない、か）

「シュメイルは？」

「ヨーコに同じくでございます」

（この二人は典型的な部隊長だな）

「ギ・ジュカは？」

「もう少し様子を見たほうがよろしいのではないかと愚ぐ考こうする次し第だいでございます」

（アル＝アラの幹部の中では慎しん重ちようなほうか）

「レフラフティは？」

「陸戦に関しては俺は能なしなんで、とくに意見はないっす」

　すると、横からセイヤが口を出した。

「陸戦に関して、も！　じゃないのぉ？」

　むっとするレフラフティだが。

「ああ、そうだった。俺は陸戦だけじゃなく、あらゆることに関して能なしなんで、どうぞおかまいなく」

　と投げ遣やりに言った。

（適当というか、いい加減というか。こんな奥地へ飛ばされたのもわかる気がするけど、でも……読み切れない人物だなぁ、レフラフティ）

「で、セイヤは？」

「あたしですか？　星読みしたところ、巨きよ星せいが墜おちたあとは雄ゆう星せい並び立つ……という兆きざしが出てましたから、そうですねぇ、サイファカール様も雄星の一つになっていただきたいですねぇ」

「ふぅん。それって、皇太子がすんなり陛下の跡あとを継つげないってことなのかな？」

　セイヤは蕩とろけるような笑えみをサイファカールに向けてきた。

「さて、どうでしょう。あたしには、そこまで具体的なことはわかりませんが」

（星読みの魔ま女じよか。どこまで信用したらいいものか）

　と思いつつ、サイファカールは顔を直臣たちのほうへ向ける。

「フレイヤは、どう？」

「謀反人はすべからく討ってしまうべきかと思うであります」

（相変わらず真まっ直すぐだね）

　内心で苦く笑しようしつつ、サイファカールはその隣へ目を向ける。

「リ・インとネムネモは？」

「我のような馬ば鹿かに意見を聞くなんて皇子も焼きが回ったのではないカ？」

　あまりに明け透すけなリ・インの物言いに、アル＝アラ側の幹部たちは、ぎょっとした顔を向けてきた。だが、サイファカールは怒おこる様子も呆あきれる様子もない。

「じゃあ、リ・インは意見なしということでいいのかな？」

「我が王子の役に立つときは頭を使うときではないネ。この腕うでを使うときネ」

　隣でネムネモが、こくこくと頷いた。

「そのときは頼たよりにしているよ。じゃあ、シュラトゥ？」

「俺も軍事に関しては能なしなんでね。判断はサイファカール様にお任せしますわ。討つにせよ討たないにせよ、俺は戦いくさに参加できないですしね」

「グラゥクスは？」

「戦なら任せろと言いたいところですが、生あい憎にくと俺が率いていた兵は百五十程度だ。その兵力じゃ、大きなことは言えねえ……言えませんな」

「じゃ、最後にステラステラ」

「ロキシーヌ様が決起されるのであれば、という条件付きでございますが、討つべきかと思います」

「そうか。うん、皆みんなの考えはだいたいわかった」

　そう言って頷いたサイファカールは、改めて一同の顔を見渡した。全員がサイファカールの口許に視線を集中させ、皇子の言葉を聞き漏らさないように耳を欹そばだてる。ところが、彼の口から出た言葉は誰にとっても意外なものだった。

「僕は兄上に会って話をしてこようと思う」

「……え？」

「……はい？」

「な……!?」

　ステラステラ、ザネッティ、リリィは驚おどろきの顔を歪ゆがめ、その他の者の多くは呆あつ気けに取られた顔でサイファカールを見つめている。

「あ、あの……サイファカール様？」

「なんだい、ステラ？」

「お会いになる兄上様というのは、皇太子様のことでは……ありませんよね？」

「もちろん違ちがうよ。皇太子と会おうとしても、物理的に無理だろう？」

「で、ございますね。ですが、そうなりますと……なんのためにロキシーヌ様とお会いになるのですか？」

　不思議そうな顔でステラステラはそう訊いたが、他の出席者も同じ思いだったろう。

「あとで誹そしられないため……かな」

「はい？」

　ステラステラは小首を傾かしげた。彼女だけでなく、他の出席者でサイファカールの言わんとすることがわかった者はいなかった。

「僕も、ロキシーヌを討つべしという皆みなの意見には賛同する」

「おお」

　と場がざわついた。

　ここで「皆」と言ってしまうのがサイファカールの上う手まいところだ。実際に「第四皇子討つべし」と主張したのはリリィとザネッティ、ステラステラだったが、サイファカールが「皆」と言ったので、この場の総意がそうであったかのような流れになってしまった。

「討つなら速戦即決という意見も、そのとおりだと思う」

　リリィが、それみたことかとザネッティに向かって薄うすい胸を張ったので、彼は、小さく舌打ちする。

「ということは」

　そのリリィがザネッティからサイファカールへと顔を向けた。

「サイファカール様は『お味方をする』と申し出て油断を誘さそい、ロキシーヌ殿でん下かの軍団が後こう顧この憂うれいなしとアンブロウ州を離はなれたところを見計らって隣りん州に雪な崩だれ込む……というわけですじゃな？」

　それはおおよそ自分が献けん策さくした内容なので、リリィは得意満面といった顔だった。

　しかし。

「だいたいそんな狙ねらいだけど、味方をするといって騙だますつもりはないよ」

　とサイファカールに言われ、リリィは不思議そうな顔になる。

「では……何のためにお会いになるのか？」

「不在証明のためというのが、いちばん近いかな」

「不在証明ですじゃと？」

　リリィは首を捻ひねり左右に居並んだ仲間の顔を順じゆん繰ぐりに見やったが、やはりサイファカールの言葉の意味がわかった者は誰だれもおらず、首を振ふったり肩かたをすくめたりするだけだ。

「つまりサイファカール様、まずはロキシーヌ様の決起をお止とめするのですね？」

　というステラステラの声にリリィは、はっとして振り返った。

「実際に止めはしない。でも、世間には、あのとき僕が止めたんだろうと思ってほしいということだね。軍団の主力を率いて帝てい都とに向かった兄上の州をこそ泥どろのように奪うばうのは、たしかに楽だけど、こそ泥のような奴やつと周囲から誹られれば、その後がやり難にくくなるんだ。わかる？」

　誰からも、わかったという声は上がらなかった。

「つまり、世間の評判は皆が思っているより重要なんだよってことさ。空っぽになったアンブロウ州をこそ泥のように奪うのは狡ずるいと世間の人々は思うだろう。それだけでもこの先がやり難くなるのに、もし僕が『味方をする』と言って兄上を騙し、楽々とアンブロウ州を奪とったら、世間の人は僕を卑怯者と非難するだろう。それでは将来の味方を減らしてしまうからね」

　とサイファカールが詳くわしく説明しても、聞いている者には今ひとつピンと来なかった。

　楽に奪えるなら楽に奪ったほうが楽ではないか。兵の犠ぎ牲せいだって少なくて済むのだから、その先を考えるなら、そちらの利益のほうが大きいのではないのか。そう思う者が大半だっただろう。

　その者たちの気持ちを代弁するように、フレイヤが訊きいた。

「皇子様」

「なんだい、フレイヤ？」

「一つお聞かせいただきたいのですが、よろしいでありましょうか」

　彼女は元々がサイファカールの親衛隊長だったため、こういうときに遠えん慮りよは要いらない。サイファカールとしても、部下からの意見、質問は嫌いやがらないところを見せるためにも、ここでの彼女の質問は歓かん迎げいだ。

「もちろんいいよ。何が訊きたいの？」

「相手の隙すきを衝ついて楽に勝つのは悪いことではないと思うのであります。とくに我々は、ただでさえ兵数が少ないのでありますから、兵の犠牲を最小限に抑おさえるのはとても重要なことと思われます。ですが皇子様は、そのような楽な奪とり方をしない……と仰おつしやるのでありますね？」

「今回はね」

　とサイファカールは頷うなずいた。

「今は兵数が少ないからこそ、この先、味方になるであろう兵の数を減らすようなことはしたくないんだ。一度、卑怯者の烙らく印いんが押されてしまえば、その評価はずっとついて回るからね。そうだろう、ステラステラ？」

「え……ええ。たしかにサイファカール様が虚うつけ者であるという評判は帝てい国こく中に広まり、確固として定着してしまいましたね」

（それはサイファカール様が虚け者であるという演技をし続けたから、という要素が大きいのですけど）

「そうなんだよ。僕を虚け者だと思う者の大半は、実際には僕のことを知らない。なのに僕を虚け者だと断定する。そういう評価はなかなか覆くつがえらない。世間の評判、評価というものはそれほど厄やつ介かいなものなんだ。だからこそ、帝国の混乱を抑え分ぶん裂れつを阻そ止しするという大仕事の前に、僕は世間からの誹りを受けたくはないんだ」

　サイファカールは熱弁を奮ったが、やはり大半の者が抱いだいたのは、わかったようなわからないような、という感想だった。それでも、はっきりとわかったこともある。それは、サイファカールは自分たちよりもずっと先まで見ている、ずっと先まで考えているということだった。

「この後、帝国は大いに混乱し分裂するだろうから、それを阻止する。それが無理なら、分裂した帝国を再統一する」

　というサイファカールの言葉は信じられなくても、彼なら自分たちをもっと豊かな場所まで連れていってくれるのではないかと期待した。少なくとも、現状の閉へい塞そくした環かん境きようから連れ出してくれそうだと予感した。それはつまり、この人に付いていこうと、彼ら、彼女らに思わせたことに外ほかならない。

　このとき、サイファカールは東辺境州の長官として、元からアル＝アラにいた幹部たちの上に名実ともに君臨したと言ってよかった。




　　　　５




「じゃが、サイファカール様」

　今度はリリィが疑義を呈ていした。

「何かな、リリィ？」

　サイファカールは他者の意見を聞くことのできる男だった。それだけなら他にも大勢いただろう。彼がそれらの者たちと決定的に違っていたのは、聞いた上で、なおかつ的確に取捨選せん択たくできることだった。

「あなた様が第四皇子殿どのをお止めして、それで第四皇子殿が決起を思い留とどまってしまった場合は……どうなさるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　サイファカールは、リリィに向かってにっこりと笑ってみせる。

「第四皇子は皇太子のことが大だい嫌きらいだから、こんな好機を見み逃のがすはずがないんだ。それに僕は止める振りをするだけ。拒きよ絶ぜつされるのは織り込み済み……というのが実態かな」

　爽さわやかな笑えみを浮うかべたままそんなことを言うサイファカールを見て、リリィはぞくりと震ふるえた。

（こ……この皇子……もしかするとその本質は見た目よりもずっと黒いのではないか？）

「僕が止めたところで、兄上は思い留まろうとしないだろうね。けれどそれでいいんだ。僕が兄上と会って話をしたという事実さえあれば、世間は、僕が止めようとしたと思ってくれる。というか、そういう噂うわさを積極的に流すからね。そうすれば、アンブロウ州に攻せめ込んだとしても、アンブロウ州を奪ってしまったとしても、やるべきことをやったあとの話だから、卑ひ怯きよう者ものと誹られることはない」

　何人かが、うっ、と頭を引いた。ステラステラやフレイヤなどはジト目になって、サイファカールに非難がましい視線を向けている。

（面おも白しろい。いや、面白いではないか、この皇子。もしかすると儂わしは。儂らは。当たり籤くじを引いたのやもしれんの）

　リリィは心中に沸わき上がる期待感に、堪たまらず笑い声を漏もらしてしまった。

「くっくくく」

「どうかしたかな、リリィ？」

「いえいえ、皇子様の策略があまりにどす黒くて素す敵てきなので感心してしまっただけでございますじゃよ」

　サイファカールは心外だと言わんばかりに頬ほおを膨ふくらませ、

「そんなに黒くはないよね？」

　と帝都から連れてきた家臣たちを見み渡わたしたのだが。

　ステラステラとフレイヤはさっと顔を背そむけ、リ・インとネムネモは引き攣つった笑みを浮かべ、シュラトゥは議事録を書いているような振りをして広げた羊皮紙に何かを書きつけ、グラゥクスは困った顔で頭を掻かくばかりだった。

「あれえ？　おかしいなぁ」

　サイファカールは腕うで組ぐみをして首を捻ひねる。

「このくらい、誰でも考えるよ？」

（そんなことはありません！）

　ステラステラやフレイヤは思わずツッコみそうになったが、なんとか声に出すのは我が慢まんした。もっとも、サイファカールの思考や読みが、誰もが考えるような水準に留まらないからこそ彼女たちは皇子に付き従っているわけだから、黒いことがマイナス評価に繋つながるわけではない。

（むしろそこがサイファカール様の魅み力りよく的なところよね……って、いえいえ、魅力的とか、わたしは何を言っているのかしら。わたしまでサイファカール様に誑たらし込まれたら陛下に申し開きが……）

　そこまで考えて、ステラステラの思考は停止した。

（そう……でした。陛下は身み罷まかられた……のでした）

　今となっては誤報という可能性は皆かい無むである。また、そうでなくてはサイファカールの行動は皇こう帝ていに弓引く行こう為いになってしまう。サイファカールの活かつ躍やくを期待するなら、皇帝は死んでいてくれないと困る。

（ですが……いえ、もうわたしも認めなくてはなりませんね。ロムニエゥス一世陛下は亡なくなられたということを。認めた上で、帝国を維い持じするため、あるいは再統一するために動くサイファカール様をお助けしなくては。そのためにも）

　ステラステラは自分がしっかりしなくては、と強く思った。

　アル＝アラの幹部連を見渡したところ、武力に秀ひいでた者は多いが、参さん謀ぼう役として頼たよりになりそうな者は見当たらなかった。

（リリィという、あの少女のような見た目の軍団長が少しは頼りになるくらいでしょうか。ザネッティ殿は、頭はよさそうですが、今ひとつ頼りない気がしますしね）

　一方、サイファカールの直臣の側も事情は似たり寄ったりだ。

　フレイヤもリ・インもネムネモもグラゥクスも一いつ騎き当千の兵つわものだが、思考力や洞どう察さつ力に多くは期待できない。シュラトゥは有能な官かん僚りようだが、大きな視野で物事を見て自分で判断し行動しろと彼に言うのは無い物ねだりだ。自分がしっかりものを見て、しっかり考え、サイファカールに的確な助言をしなくてはと、ステラステラはその思いを強くした。

（とはいえ、わたしは軍事に関しては素人しろうと。サイファカール様も、実戦の経験はほとんどありませんし。経験豊かな参謀役がいてくれれば心強いのですが……いえ、それはまだ先の話ね。今はそれよりも）

　ステラステラは、感じている懸け念ねんを確かめることにした。

「サイファカール様」

「何かな、ステラ？」

「ロキシーヌ様とお会いになるのは危険ではありませんか？　のこのことやって来た弟を討うち取って、東辺境州の軍団を自軍に組み入れようと考える可能性もある……のではありませんか？」

「そう、あるね」

　ステラステラの指し摘てきに、サイファカールはあっさりと頷いた。

「ただ、兄上は僕のことを虚け者だと思っているから、そこにつけ込む隙はある」

「だとしても、です。会って話がしたいというサイファカール様の申し出を、易やす々やすと受けるでしょうか？」

「それに関しては大丈夫。使者を送って会見を申し込むのではなくて、僕が直接、会いに行くから」

「え……ええ？」

「僕が顔を見せれば、兄上も追い返そうとはしないだろ？」

「ええぇえぇ──っ!?」

　ステラステラだけでなく、居合わせた全員が大きく仰のけ反った。中には椅い子すごと後ろにひっくり返りそうになる者すらいた。

「ってことで、フレイヤ、グラゥクス、リ・イン、ネムネモ、リリィ、ヨーコ。君たちに供を頼たのみたい」

　名を呼ばれたフレイヤは即そく座ざに体勢を立て直し、弾はじかれたように立ち上がった。

「不ふ肖しよう、このフレイヤ、命に替かえて皇子様をお護まもりいたします」

　リ・イン、ネムネモ、グラゥクスも次々と立ち上がった。
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「任せるがいいネ」

「お任せくださ、い」

「こいつは面白くなって来やがったな」

　リリィとヨーコも立ち上がった。

　女子にしては高身長のフレイヤや巨きよ漢かんグラゥクスに対たい抗こうするつもりか、リリィは皇太子の面前だというのに椅子の上に立って胸を張った。といっても、椅子は彼女専用の座面の低い椅子だ。そうまでしても、グラゥクスの頭の位置とリリィの頭の位置があまり変わらないのが、なんというか、異様な光景だった。

「任せてくれてよいですぞ、サイファカール様よ。なんじゃったら、会見の場で儂が謀む反ほん人を討ち取ってやってもよいですがの？」

「いや、そこまではしなくていいから。それじゃ、こちらが悪者になってしまう」

「む。さようか」

　リリィはひょいと椅子から飛び降りて一礼した。

「ならば、おとなしく護衛するだけに留めておきますかの」

　一方、ヨーコは無言で頭を下げただけだった。

「じゃ、大急ぎで支し度たくをして出かけようか。兄上が州都を出る前に訪問しないとならないからね。留守中のことはザネッティ、君に任せるよ」

「あ、はい。謹つつしんで留守をお預かりします」

「それと、シュメイル。リリィとヨーコを連れていってしまうから君に頼むけど、密ひそかに戦いくさ支度を進めておいてほしい。戻もどったらすぐに軍団を動かせるようにね」

　ヨーコと共にアル＝アラ軍団副団長を務めるシュメイルは丁てい寧ねいに頭を下げた。

「承知いたしました、サイファカール様」

「グラゥクス」

「なんです、サイファカール様？」

「君の部下から二十人くらい選んでくれるかな。兵装は要らない。山さん賊ぞくのときの出いで立ちでもかまわない。ただし、武装は忘れずに」

　グラゥクスは分厚い胸むな板いたを叩たたいた。

「お任せくださいや」

「フレイヤやリ・イン、ネムネモも、帝てい国こくの兵装をする必要はないよ。今回はどちらかというと地味な恰かつ好こうをしてもらったほうがいいな。ただし、リリィとヨーコは正式な兵装で来てもらおう」

「わかったネ」

「承知、です」

「承知ですじゃよ」

　ヨーコは例によって無言で頭を下げただけだった。

「ステラ、このあと戻ってくる伝令がもたらす報告や返書を簡潔にまとめておいてくれないか。僕は兄上に会って目的を果たしたら、すぐにここへ戻るつもりだから。戻り次し第だい、返書の内容を確かく認にんしたいんだ」

「承りました」




　サイファカールの指示で適所に置かれた適材たちが動き出し、こうしてサイファカールの帝国再統一の事業は始まった。サイファカールの実兄で、アンブロウ州を任されている第四皇子、ロキシーヌとの駆かけ引きが、その第一歩だった。
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　　　　１




　アンブロウ州の州都ロクサス──以前は違ちがう名前だったが、第四皇子ロキシーヌは州の長官として赴ふ任にんする際、父であるロムニエゥス一世にねだって州都を改名していた──の皇おう子じ宮きゆうに参上したサイファカールは、謁えつ見けんの間まに姿を見せたロキシーヌに向かって大げさに両手を広げてみせた。

「やぁ、兄上、お久しぶり。息災の様子で何よりです」

「おまえは本当に困った奴やつだな」

　第四皇子ロキシーヌは苦く笑しようを浮うかべて弟に歩み寄る。母親が違うせいか、顔の造ぞう作さくはあまり似ていない。背もサイファカールより高く、受ける印象はかなり違っていた。

「先さき触ぶれもなくいきなり現れたから、警護の兵どもが大混乱に陥おちいったじゃないか。来るなら来るで、まずは先触れを寄よ越こして連れん絡らくするのが常識だろ」

（先入観とは恐こわいものじゃな。第四皇子殿どのはサイファカール皇子が虚うつけ者だと信じ切っておるわけか。じゃが）

　サイファカールに付き従って謁見の間に入ったリリィは、あからさまに視線を向けないよう注意しながら、ロキシーヌのことを観察し、そして結論づけた。

（なるほど。先せん帝ていの息子むすこである以上、馬ば鹿かではない……か）

　一方、兄から非常識さを注意されたサイファカールは、申し訳なさそうな顔で頭を下げるのだった。

「あ～、そうですね。おかげで城門のところで追い返されそうになりました」

「ったく。偶ぐう然ぜん、おまえを見知っていた隊長が居合わせたからよかったものの。おまえが追い返された場合、追い返した奴は、皇族を追い返したってことで、あとからその責任を追つい及きゆうされることもあるんだぞ。おまえはそういう地位にいるんだ。子供じゃないんだし、少しは周りのことを考えろ」

「すみません。お騒さわがせしました」

「まぁ、いいんだけどな。これで兵どももおまえの顔を覚えたろうから、次はすんなりと通れるだろうよ」

　そう言って高笑いをしたロキシーヌだが、すぐに笑いを収めて真顔になった。

「サイファ、おまえが東辺境州に飛ばされたって聞いて心配していたんだ。アル＝アラへ行く途と中ちゆう、どうして俺のところへ寄らなかった？」

「それが……」

　サイファカールは言葉を切ってロキシーヌの背後に控ひかえている将官に目をやった。

「気にするな。俺の腹心たちだ。ここでの話が外に漏もれる心配はない」

　ですか、と頷うなずいて、サイファカールは言葉を継ついだ。

「命を狙ねらわれていたので、一刻も早く東辺境州へ駆け込む必要があったんですよ」

　ロキシーヌの眉まゆが、ぴくりと動いた。

「皇太子の手の者か？」

「証しよう拠こはないのではっきりとしたことは言えませんけど、たぶん」

　実際は宰さい相しようカルガリの独断で皇太子は与あずかり知らないことだろうとサイファカールは想像しているが、ここで正直にそれを言う必要はない。

　ロキシーヌは吐はき捨てるように言った。

「こそこそと裏で動き回って陛下のご機き嫌げん取りばかりをしてきた姑こ息そくな野や郎ろうがやりそうなことだな」




　第四皇子ロキシーヌは二十二歳。軍事的な才能は皇子の中でも一、二を争うという評判を周囲から取っている。だからこそロムニエゥス一世は、東方の重要州であるアンブロウ州の守りを彼に任せたわけだが、逆に言えば、帝都に置いておくのは危険だと皇帝が考えていたという見方もできる。

　ロキシーヌは身長が三分の二ヤルド以上あり、なかなかの偉い丈じよう夫ふだ。自信ありげな表情や全身から溢あふれ出す覇は気きなどは、父であるロムニエゥス一世を彷ほう彿ふつとさせる。よく言えば野性味溢れる、悪く言えば少し粗そ野やな印象だ。じっさいのところ、ロキシーヌはロムニエゥス一世ほど用心深くもなく、思し慮りよ深くもなかった。好き嫌きらいもはっきりしていて裏表もない。その質は直情径行、腹芸という言葉とは無む縁えんの皇子だった。極論すれば、ロムニエゥス一世の軍事方面の才能だけを受け継いだ皇子……と言ってもいい。

　そんなロキシーヌは、軍事面では自分より格下だと皇太子のことを見下している。第一皇子が皇太子の地位を得られたのは、彼が単に長子であることと、第一皇子とその取り巻きが皇帝におべっかを使って取り入ったからだと断じていた。

　それを憚はばかることなく口にしてしまうので、自然、皇太子派との軋あつ轢れきを生む。ロムニエゥス一世もロキシーヌの扱あつかいに困り、地方の州の長官に任じて帝都から遠ざけたという側面もあっただろう。

　理由はともあれ、皇帝から遠ざけられたという境きよう遇ぐうにおいては、サイファカールとロキシーヌは似たもの同士ではあった。だからロキシーヌはサイファカールに親近感を抱いだいていたのかもしれない。

　元々、虚け者で剽ひようげたところのあるサイファカールのことを、ロキシーヌは嫌きらっていなかった。虚け者で剽げ者というのはサイファカールが演じていた虚きよ像ぞうだったが、ロキシーヌはそれを見み抜ぬけるほどの洞どう察さつ力を持っていない。

　とはいえ、第四皇子も馬鹿ではない。サイファカールの本質を見抜けないまでも、サイファカールが軍事面では一定以上の才能を持っていることは見抜いていた。そんな事情も手伝って、二人の関係は以前から割と良好だった。というより、サイファカールは世間も認める虚け者で、なおかつ自分より王位継けい承しよう権が下位だから、ロキシーヌのほうはとくに競争相手と見ていなかった、というのが本当のところかもしれない。




「まぁ座れ。場合が場合だけに、あまりゆっくりと話をしていられないが、せっかく来てくれたんだ、幾いくつか訊きいておきたいこともある。酒でも飲むか？」

「いえ、僕は酒は嗜たしなみませんし」

「そうか。では茶でも淹いれさせよう」

　そう言ってロキシーヌは長卓の上座に腰こしを下ろす。

　サイファカールがロキシーヌの左手側の椅い子すに腰を下ろすと、付き従っていたフレイヤ、リリィの二人も腰を下ろした。

　第四皇子の謁見の間であるから、サイファカールの個人的な食客であるリ・インやネムネモは入れられない。

　グラゥクスとヨーコも雰ふん囲い気きが剣けん吞のんすぎるというサイファカールの判断で、控えの間に留め置かれていた。

　ヨーコはつねに抜ぬき身を提さげているような危あやうい雰囲気を醸かもし出しているし、グラゥクスはただそこにいるだけで相手に圧あつ迫ぱく感を与あたえてしまうのだから。

　そこでサイファカールは、自身の親衛隊長フレイヤ──帝都で親衛隊は解散していたが、アル＝アラで新たに創設するつもりだから、とりあえず彼女に親衛隊長を名乗らせている──と、アル＝アラ軍団の軍団長リリィだけを伴ともなって謁見の間に入ったのだった。

　さすがに第四皇子の前に出るということで、フレイヤもリリィも煌きらびやかな鎧よろいを装着していた。もっとも、剣や槍やりなどの武器は預けてしまったので、二人はほぼ丸まる腰ごしだ。

　フレイヤとリリィの反対側にロキシーヌの腹心が四人、腰を下ろす。

　ロキシーヌの背後には帯たい剣けんした親衛隊員が十人ばかり控えていた。ロキシーヌが斬きれと命じれば、彼らは躊ちゆう躇ちよなくサイファカールに斬りかかってくるだろう。十人程度なら武器を持っていなくともフレイヤとリリィでどうにでもなるが、控えの間には完全武装の親衛隊員が大勢詰つめていると思うべきだった。

　ロキシーヌは自分に気を許してはいるが、言動には注意を払はらわなければならないと自じ戒かいするサイファカールだった。
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　お茶が入るのを待って、ロキシーヌが口を開いた。

「で、おまえ、わざわざ何しに来たんだ？　改めて赴任の挨あい拶さつに……っていうような時機でもないしな」

「それがですね」

　サイファカールは少し言い淀よどむ態度を見せてから上体を乗り出して言った。

「こんな事態になると、東の高原地帯にいる騎き馬ば民族が襲おそってくるかもしれないじゃないですか」

「バルガリ峠とうげの通行を遮しや断だんしてないのか？」

「しましたよ、もちろん。でも、こんな大事件、いずれ帝国の外にも漏れますって」

「まぁ……そうだな」

「陛下の崩ほう御ぎよを知った蛮ばん族ぞくどもが復ふく讐しゆうのいい機会だとばかりに押し寄せる可能性が高いと思うんです」




　サイファカールが「復讐」と言ったのは、東域諸国連合軍に勝利して西方世界ウエスタ・ムンドの大半を手に入れたロムニエゥス王は、その後、ゴロブドイ山脈を越こえて遠えん征せいの途とにつき、高原地帯の騎馬民族と一戦を交え、これをさんざんに討うち破っていたからである。




「まぁ……そうなるか」

「弱体化したとはいえ、騎馬民族全体で二十万、三十万の騎兵を抱かかえているという噂うわさです。一方、アル＝アラ軍団は四千しかいません。連中の何割かが押し寄せてきただけで、かなり危ない事態になります」

「おまえも大変だな。で……何が言いたいんだ？」

　サイファカールは阿おもねるような笑えみを浮かべて言った。

「あのですね、少しばかりアンブロウ州の兵を貸してはいただけませんかね」

「阿あ呆ほうが！　貸せるわけないだろう！」

　ロキシーヌに怒ど鳴なられ、サイファカールは悲しそうな顔になる。

「駄だ目めですか」

　第四皇子は少し同情の色を浮うかべたが、彼の答えが変わることはなかった。

「残念だが無理だな。こんな状じよう況きようじゃなかったら少しくらい融ゆう通ずうしてやってもいいんだが、生あい憎にくと俺は、これから大きな仕事を為なさなきゃならないんでな。兵は一兵でも多くほしい。むしろおまえに借りたいくらいだわ」

　サイファカールがすっとぼけた顔で、

「大きな仕事って、なんですか？」

　と訊いたので、脇わきで聞いていたリリィは思わず噴ふき出しそうになる。

（危ない、危ない。笑ってしまいそうになったわ）

　必死で堪こらえ、なんとか噴くのは我が慢まんした。

（なかなかの役者だのう、サイファカール皇子は。もっとも演技では、ギ・ジュカの足あし下もとにも及およばぬがの。とはいえ、ロキシーヌ殿でん下かを騙だます程度であれば、なんの不安もない水準じゃな）

「決まってるだろ」

　ロキシーヌは、ふん、と鼻で笑ってから言葉を継いだ。

「皇太子に嫁よめ入いれして皇家の縁えん戚せきになったのをいいことにやりたい放題、専横が目に余る君くん側そくの奸かん、宰相カルガリを誅ちゆうするんだ」

「ええ!?」

　とサイファカールが驚おどろいたのは、半ば演技で半ば本心だった。自分に対する周囲の評判など気にしないロキシーヌのことだから、行動を起こす際には、皇太子を討つ！　と高言するのかと思っていたのだ。であれば、仮にロキシーヌが皇太子を破ったとしても帝国の正当な後こう継けい者しやとは見なされ難にくい。しかし、だ。敢あえて君側の奸を除くと言うのなら、彼が皇太子を倒たおした後のことまでを視野に入れていることに外ほかならない。

（これは……意外と油断がならないな。いやでも、兄貴がいきなりそんな深しん謀ぼう遠えん慮りよを働かせるとも思えない。誰だれか優ゆう秀しゆうな参さん謀ぼうが付いたのかな。従えている四人の幹部はいずれもが見知らぬ顔だけど……）

　顔を動かさないまま居並んだ四人を一いち瞥べつしたサイファカールだが、すぐに思い直す。

（いや。今は誰が献けん策さくしたのかを考えるよりも大事なことがある）

「まさか兄上は兵を挙げると仰るのですか!?」

　まさかも何も、サイファカール自身もそのつもりだし、ロキシーヌが兵を挙げるという前提でここまで出で張ばってきたのだが、彼はそんな真意を微み塵じんも感じさせない顔と態度で兄に迫せまった。

　驚きを見せるサイファカールに対し、ロキシーヌは機き嫌げんよさそうに笑う。

「そうとも。カルガリを放ほうっておいては帝国のためにならないからな。まずは奴やつを除いて政道を正すのが喫きつ緊きんの課題だな」

（間ま違ちがいない。ロキシーヌがこんな言い方をするはずがないから、これは誰かの入れ知ぢ恵えだろうね）

　サイファカールの心中など知らぬまま、ロキシーヌは弟を自陣じん営えいに誘さそう。

「どうだ、サイファ。おまえも俺の軍に加わらないか？」

「ですが……僕のところは一個軍団だけです。兄上のところも四個軍団でしょう？　帝都まで攻せめ上ってカルガリを誅するには兵力が足りないと思うんですけど」

「心配するな。帝都周辺に配されている軍団長の何人かとは意を通じている。皇太子派に与くみさない州長官もいるしな。俺とおまえが組めば、必ず帝国内に同調者が出るさ。いや、一大勢力になれるだろうよ。そうなれば外務卿きようや軍務卿辺りは様子見に走るかもしれない。帝都周辺にいる軍団の幾つかは離り脱だつするかもしれない。そこまで行けば、俺たちの勝利は間違いないぜ？」

　そう簡単にはいかないことをサイファカールは知っている。けれど、その可能性が皆かい無むではないこともまたわかる。問題はロキシーヌが、そんな先までを考えているという事実だった。

（焚たきつけて自じ滅めつを誘えばいいと思っていたけど、僕も方針を変へん更こうする必要が出てきたね。ロキシーヌは早いうちに潰つぶしておいたほうがよさそうだ。仕方ない。少し危ない橋を渡わたることになるけど、あの方法で行くか）

　サイファカールは頭の中で手順を組み立てながら、素知らぬ顔で返事をした。

「ですが……僕はアル＝アラを離はなれるわけにはいきませんし。アル＝アラの守りがいなくなれば、それこそ騎馬民族が大手を振ふって帝国領内に雪な崩だれ込んできます。そんなことになったら、東辺境州だけじゃなく、アンブロウ州まで蛮族に荒あらされる虞おそれがあります」

「……そうだな」

「カルガリがどうの、皇太子がどうのと言っている場合じゃなくなりますよ」

　ロキシーヌはため息を吐ついて頷うなずいた。

「おまえの言うとおりだ。騎馬民族どもを帝国内に入れるわけにはいかない」

「だから僕はアル＝アラから動けません。残念ですけど」

「いや……そうだな、アル＝アラの守りはおまえに任せよう。連中を一歩たりとも帝国に入れないよう頑がん張ばってくれ」

　と真ま面じ目めな顔で言ったロキシーヌは、そこで表情を崩くずすと、あははと笑った。

「俺が政道を正したら、おまえの頑張りには大いに報むくいるつもりだぞ」

「ありがとうございます」

　サイファカールは感激の面おも持もちで頭を下げる。

（……い、いかん。これ以上、猿さる芝しば居いを見せられたら、本当に噴いてしまうやもしれん。そろそろ終わりにしてくれんかの。しかし）

　リリィは右みぎ隣どなりに座っているフレイヤの顔を盗ぬすみ見たが、彼女は先ほどからまったく表情を変えていない。サイファカールとロキシーヌが何を言っても、まったく反応を見せないのがリリィには意外だった。

（こやつ、意外と動じない女じゃの。真面目そうな奴じゃから、こんな噴ふん飯ぱん物ものの猿芝居、茶番劇を見せられれば、なんらかの反応がありそうなもんじゃが……まさか、寝ねているのではあるまいな）

　もちろん寝てはいない。しかし、リリィの臆おく測そくも強あながち的外れではなかった。




　フレイヤは自分が親衛隊長でしかないことをよく弁わきまえていた。親衛隊長であって、それ以上でもそれ以下でもないというのが彼女の信念だ。だからフレイヤは、この手の席では敢えて話を聞かないことにしている。物理的に耳を塞ふさぐのは無理だから、聞いた話が右の耳から左の耳へと抜ぬけていく……というのがより実態に近いだろうか。

　若くしてサイファカールの家臣となり、その腕うでを見込まれて親衛隊長を任されて以来、フレイヤは重要な会談の席に同席することが多くなった。そこで彼女が編み出したのが、敢えて話を聞き流し頭に留とどめない、という技術だった。この場でも、その技術が遺い憾かんなく威い力りよくを発揮していたのである。

　リリィのように、人の話、人の思おも惑わく、人の思考に興味を持つ者にとっては、フレイヤの態度と技術は理解できないものだろう。だからリリィは、サイファカールとロキシーヌのやりとりを聞いていながら少しも反応を示さない彼女のことを、物に動じない女だと感じたのである。




「では、僕はそろそろ。兄上の義挙の邪じや魔まをしても悪いですし」

　サイファカールは「義挙」と言った。なるほど、宰さい相しようカルガリを除いて政道を正すのであれば、義挙という言葉が相応ふさわしい。それだけであれば。

　もちろん、それだけであるはずがない。カルガリを除くことに成功すれば、ロキシーヌの次の標的は皇太子になるに決まっている。だからサイファカールが義挙という言葉を使った裏には多少の皮肉が込こめられているわけだが、それに気づいたのはリリィだけだっただろう。

「このあとどうするつもりだ、サイファ？」

「兄上に援えん軍ぐんを断られてしまったので、とりあえずアル＝アラ軍団だけで守りを固めます。あとは……騎き馬ば民族が陛下の崩御を知るのがなるべく遅おそくなるように祈いのります」

「奴らが知る頃ころには、俺が帝てい国こくの混乱を抑おさえてやるさ」

「お願いしますよ」

　とサイファカールは兄に向かって頭を下げる。

「任せておけ」

　頭を上げたサイファカールは、自信のなさそうな顔で宙を見上げ、ぽつりと呟つぶやいた。

「それまでに連中が押し寄せるようなことになれば……ペリージア州のドゥールドォール将軍に助けを乞こうしかないかなぁ」

「ドゥールドォールか。あいつは頭が固いからな、扱あつかいには注意したほうがいいぞ。騎馬民族の侵しん入にゆうを許したりすれば、州の長官失格だなんて言い出しかねないぜ」

「うぅ……そうですね。なるべく助けを借りないように頑張りますよ」

「頼たのんだぞ。俺の州の安全にも関かかわるんだからな」

「できるだけのことはやってみます……けど」

「大だい丈じよう夫ぶだ。おまえにならできるさ。俺は他の奴らと違う。おまえがやればできる男だってことは知ってるからな」

「そんなふうに言ってくれるのは兄上くらいですよ」

　サイファカールがそう言うと、ロキシーヌは機嫌よさそうに笑って立ち上がった。

「じゃあな。本当に頼んだぞ」

　サイファカールも立ち上がる。

「頑張ります」

　偉い大だいなる帝国の創業者、ロムニエゥス一世の血を引く兄弟は固く握あく手しゆをして別れた。
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　アンブロウ州の州都ロクサスを発たったサイファカール一行は、馬や馬車を飛ばしに飛ばしてアル＝アラへと急いだ。

　馬車にはサイファカールとリリィが乗り、それ以外の者──フレイヤ、リ・イン、ネムネモ、ヨーコは馬に跨またがり、馬車を護まもるように隊形を組んでいる。その前方にはグラゥクスと彼の配下の騎馬二十騎が駆かけていた。




　馬車に揺ゆられながらサイファカールは何事かをじっと考え込んでいる。そんな彼の様子を窺うかがいながら、リリィもあれこれと考えた。

　帝国を襲おそった不幸──ロムニエゥス一世の死とか、偉大な主あるじを失った帝国の行く末とか、帝国を継つぐのは誰だろうとか、後継者争いの中で必然的に起こるであろう大きな戦いとか、自分の、自分たちの主となった皇子サイファカールのこととか。

　様々なことがリリィの頭を過よぎっていって、どうも考えはまとまらなかった。

（上う手まく集中できんな。皇子殿どのに退たい屈くつ凌しのぎの相手でもしてもらいたいところじゃが、話しかける雰ふん囲い気きでもなし。仕方ない、おとなしくしているか。こんなことなら儂わしも馬に乗ればよかったかのう）

　リリィは扉とびらに付いた覗のぞき窓の覆おおいを押し下げ、見るともなしに外の景色に見入った。

　一方のサイファカールは、自分の思考に集中している。こういうときのサイファカールの集中力は見事なものだった。彼はいま頭の中で様々な仮想演算を繰くり返し、策を組み立ててはご破算にし、ご破算にしては別の策を新たに組み立てていた。

　そしてサイファカールの中で、一つの方針が、一つの方策が、一つの流れが固まった。

（これなら、当面はなんとかなるかな）

　彼が用意した策は一つだけではない。ある策は別の策の導入であり、別の策の結果はさらに他の策の布石となる。幾いくつもの策が連係し有機的に結びつき、全体として大きな流れを生じ、狙ねらった目標地点へと導いてくれる。

　サイファカールは壮そう大だいな構想を描えがける希有な才能の持ち主であると同時に、壮大な構想を実現する現実的な手段も考えられる男だった。

（アル＝アラへ戻もどったら、シュラトゥとギ・ジュカに命じて……それからリリィに軍団を動かすよう命じて……あとは……）

　サイファカールは、もう一度、一連の手順を脳内で検討する。

（大きな問題はないかな。まぁ大きくない問題は至る所に転がっているんだけど、そこは乗り越こえるしかない。いちばん大きな問題は……この策を皆みんなに納なつ得とくさせることかな）




　走り続けた馬車と騎馬はロクサスを出た翌々日にはアル＝アラへと戻った。

　かなりの強行軍だったが、乗馬の腕には自信のある者ばかりだったので、脱だつ落らく者しやは誰だれも出なかった。




　アル＝アラへと走り込んだサイファカールは、自身の方針と構想を伝えるべく、到とう着ちやく後すぐに主立った者に召集をかけた。
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　その日の夜、アル＝アラの政庁舎──。




　石造り三階建ての堅けん牢ろうな建物にある評ひよう定じようの間まに幹部たちが集結していた。

　部屋の中央に置かれた大きな長卓の上座に就ついたサイファカールの左手に居並ぶのは、帝てい都とから連れてきたフレイヤ、ステラステラ、リ・イン、ネムネモ、シュラトゥ、そして途と中ちゆうで家臣に加えたグラゥクス。

　一方、サイファカールの右手に並ぶのはアル＝アラの幹部連で、皇子に近い席からザネッティ、リリィ、ヨーコ、シュメイル、ギ・ジュカ、レフラフティ、セイヤである。

　すでにお馴な染じみの、合わせて十三人の幹部が会議に出席していた。




　この十三人のことを、後こう代だいの史家の中には「始まりの十三人」などと呼ぶ者もいるが、なかなか洒落しやれた呼こ称しようではないか。そこで筆者もそれに倣ならい、彼ら、彼女らのことを「始まりの十三人」と呼んでおこう。




　始まりの十三人を前にしたサイファカールは、まず第四皇子との会見の詳しよう細さいをリリィに報告させた。

　ロキシーヌとの会見に同席していたのはリリィとフレイヤで、この手の報告はフレイヤにさせるより、リリィに任せたほうが聞く者にわかり易やすいだろうという判断からだ。そもそもフレイヤは、聞いているようで聞いていないも同然だったから、他の者に説明しろと命じても彼女が困ってしまうだろう。サイファカールは、自分の立場を踏ふまえたフレイヤの聞いているようで聞いていない技術というものを承知していたし、評価もしていたのである。

（もっとも、いずれはフレイヤにも自分で考え、自分で判断するようになってもらいたいんだけど。でも、それはもう少し先でいいかな）

　というのが今のサイファカールの思いだった。




　サイファカールの指名を受けたリリィは、いつものように尊大な態度で会見の模様──話の内容だけでなく、サイファカールやロキシーヌの態度にまで触ふれていた──の報告を始めた。

　ザネッティからは、

「だから、どうしておまえが偉えらそうにしてるんだよ」

　という小声のツッコミが入ったが、一ひと睨にらみで彼を黙だまらせたリリィは説明を続けた。話し方こそ尊大だったが、要点を押さえた説明はわかり易く、二人の皇子のやりとりをかなり正確に再現していた。

「ギ・ジュカが同席していれば、もっと忠実に再現できたのじゃろうがな」

　最後にそう言って、リリィは報告を締しめた。

　リリィが腰こしを下ろすと、サイファカールが立ち上がる。

　報告に聞き入っていた留守居組が顔を上げ、サイファカールに視線を向けた。

「ということで、兄上の決起の意志は確かめられた。そこで僕らは兄上を討うってアンブロウ州を押さえることにする」

　サイファカールは自信ありげな顔で、そう言い切った。

「あのう、サイファカール様？」

　と遠えん慮りよがちに手を挙げたザネッティは、サイファカールとは対照的に不安そうな表情である。

「何かな、ザネッティ？」

「彼ひ我がの兵力差はどうやって解消するんですか？　やっぱり相手の背後を急きゆう襲しゆうして……という方法です？」

「いや。その戦法を採とったとしても味方には多くの犠ぎ牲せいが出るだろうからね。ただでさえ少ない兵力をこれ以上減らすのは得策じゃない」

「ですよねぇ」

「それに、こちらが軍団を動かせば相手の物見に察知されるだろう。いくら兄上が能天気でも、背後を警けい戒かいしてないはずがないだろうし。それに、兄上の話を聞いていて思ったんだけど、どうも先の展望とか戦いくさの構想とか、兄上らしくないんだ。誰か参さん謀ぼう役がいて兄上に助言しているね。となれば、物見を出して周辺諸州の動向を探っていないはずがない。兄上の軍団を攻こう撃げきしようとしてこちらの軍団をアンブロウ州に進めれば、察知される可能性が高い。察知されてしまえば主力への奇き襲しゆうは不可能だ」

「よろしいでしょうか、サイファカール様」

　とギ・ジュカが手を挙げた。

「いいよ。何かな？」

「となれば、先回りして伏ふく兵へいを置いておくしかないように思えますが」

　というギ・ジュカの指し摘てきに、サイファカールは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「うん、その方法はあるね」

「その方法」をすぐに思いついた者がいることをサイファカールは喜んだものの、しかし、皇子は首を横に振ふった。

「でも、今回の場合、時間的に間に合いそうにないんだ」

「はて？」

　ギ・ジュカが首を傾かしげると。

「なるほど。アンブロウ州の軍団はすぐに進発して先を急ぐだろうから、先回りは難しい……ということですじゃな？」

　とリリィが指摘した。

（この見た目は少女の軍団長、やっぱり戦術に関しては観察眼と思考力があるな）

　サイファカールは心強く思った。

「そういうこと。こちらも急ぎに急げばなんとかなるかもしれないけど、それだけ急ぐと、行動はどうしたって察知される。移動を悟さとられないように慎しん重ちように行動していれば間に合わない。つまり追いかけていって背後を急襲という手も、先回りして兵を伏ふせておいて奇襲という手も使えない」

　とサイファカールが断じると、普ふ段だんからあまり口数の多くないヨーコが口を開いた。

「となると、正面から堂々とぶつかるしかないということですか？　まぁ、それはそれで面おも白しろいと思いますが」

「いやいや」

　サイファカールは怜れい悧りな表情を崩くずさないヨーコに向かって右の掌てのひらを振ってみせる。

「それではこちらの犠牲が大きくなりすぎるよ。たとえこの一戦に勝てたとしても、後の作戦行動に差し障さわりが出るから、正面から激げき突とつという戦法は採りたくないね」

　全員が、はて？　という顔で首を捻ひねった。

「追いかけての奇襲も先回りしての奇襲も無理。正面衝しよう突とつなど以もつての外ほか。となると、俺た……我々はどうすればいいのでしょうか？」

　とザネッティが訊きいた。

「アンブロウ州の軍団とは戦わない……という基本方針で行こうと思う」

「……はい？」

　全員が怪け訝げんそうな顔で首を捻った。アル＝アラ組だけでなく、サイファカールの直臣組も揃そろって首を捻っていた。ステラステラでさえ、サイファカールが何を狙っているのかがわからなかった。

「……戦わないんですか？」

　とザネッティが恐おそる恐る訊いてきた。

「うん。戦わなければ、こちらの兵に犠牲が出ないからね」

「戦わないで勝てるんですか？」

「戦せん闘とうで勝利はできなくても、結果として勝てればいいわけだから、勝てるよ」

　ザネッティは情けない顔で助けを求めて視線をリリィに向けたが、彼女は肩かたをすくめただけだった。

　するとリ・インが立ち上がり、上体を反らせ、大きな胸を大きく張って言った。

「皇子」

「なんだい、リ・イン？」

「頭の悪い我にもわかるように、もう少し噛かみ砕くだいて具体的に説明してくれないかナ？」

　というリ・インの言葉に何人かが大きく頷いた。とくにフレイヤとグラゥクスが激しい勢いで首を縦に振っていた。

「今から僕の策を一通り説明していくから、そう焦あせらないで」

「難しいのは駄だ目めだからナ？」

　とリ・インに念押しされ、サイファカールは苦く笑しようを浮うかべて頷いた。

「あ～、そうだね。できるだけ噛み砕いて説明するよ、リ・イン」

「ならばいいのだがネ」

　リ・インが腰を下ろすと、サイファカールは苦笑を浮かべたまま一同の顔を見回す。

「兵員に限界がある僕たちにとって、現状、犠牲を出さないということが最優先課題だ。そこでロキシーヌの部隊とは戦わず、州都ロクサスを奪うばってしまおうと思う。州都を奪ってしまえば、ロキシーヌ軍団には帰る場所がなくなる。兵たちの動どう揺ようは大きく、中には逃にげ出す者も出るだろう。そうして彼の軍団を弱体化してしまえば、彼はもう先へ進めない。かといって本ほん拠きよ地ちにも戻もどれない。僕らが居座っているからね。立ち往生してしまえば逃げ出す兵士はさらに増えるだろう。そのうち帝てい国こく軍か、あるいは周辺諸州の軍に攻撃されてちりぢりばらばらになるのが関の山さ」

　一気にそこまで話したサイファカールは、いったん言葉を切って、どう？　とばかりに全員を見回した。みな呆あつ気けに取られた顔でサイファカールを見つめている。

「いや、すまん、皇子様よ」

　リリィが右手で額を押さえながら声を絞しぼり出した。

「幾いくつか訊きたいことがあるのじゃが」

「なんなりと」

「そうじゃな。まずは……ロキシーヌ皇子殿どのが全軍を率いて中央に向かうとしても、州都ロクサスには多少の守備兵を残すじゃろう。千、二千が残っているだけでも、吾われらの兵力で攻せめ陥おとすのはかなり厳しくなるのではないじゃろうか」

「そこは大だい丈じよう夫ぶ」

「いや……大丈夫と言われても……」

　尊大不ふ遜そんな態度を崩さないリリィも、困った顔になっている。

「僕は首都を攻め陥とすつもりはないから」

「は？」

　リリィの可愛かわいい顔が「困こん惑わく」から「わけがわからん」にランクアップした。

「攻め陥とさずに奪うと仰おつしやるかや？」

「そう。そこでシュラトゥの出番というわけさ」

「あ？　はぁ？　え？　お、俺っすか？」

　軍事作戦では出番がないと思っていたから、いきなり名を呼ばれたシュラトゥは狼狽うろたえながら自分で自分を指さした。

「そう。僕はロキシーヌ第四皇子からロクサスの街の留守居役を頼たのまれ、兵を率いて馳はせ参じた……ということにする」

「あ……ああ！」

　シュラトゥはサイファカールの狙ねらいが読めた。なぜ自分を名指ししたのかわかった。

「つまり、俺に命令書を偽ぎ造ぞうしろってことなんすね!?」

　出席者が全員、目を見開いて大きく仰のけ反ったが、サイファカールは平然と頷いた。

「そういうこと。君の偽造署名があれば、命令書は本物同然だからね。しかも、僕はついこのあいだ州都を訪おとずれてロキシーヌと会見したばかりだ。そのときの話し合いで兄上から留守を任されることになったと言い張れば、留守番部隊の隊長も拒こばめないだろう？　とはいえ、それだけじゃ弱いので、命令書を偽造するわけだけど」

　呆気に取られた皆みんなに構わず、サイファカールは話を続ける。

「兄貴の手紙を持ってきている。もちろん署名入りだ。できるよね、シュラトゥ？」

「ええ、見本があれば問題ありませんわ。一日もいただければ」

「これが終わったら手紙を渡わたすよ。文面を考える時間がほしいから、それができるまで、手紙を見て研究しておいて」

「承知しましたっす」

　さて、とサイファカールはみんなに向き直る。

「全軍でロクサスに入城するのは不ま味ずいから、四、五百くらいが入って、主力は街の外に待機という形になるな。で、その夜、入った兵で皇子宮を襲おそって留守居役の幹部や役人を捕ほ縛ばく、同時に別働隊を城門に差し向けて城門を開け、外にいる主力を導き入れる。そうなれば、街に一千残っていようと二千残っていようと問題はない。入った主力で留守部隊を急襲して武装解除してしまう」

　サイファカールは、ね？　と言って、にっこりと笑った。

「これなら味方にほとんど犠牲を出さずにロクサスの街を乗っ取れるだろ？」

　一人を除いて誰だれもが呆気に取られ、誰もが感心し、誰もが驚おどろいた。

「も、もしかしてサイファカール様よ」

　リリィは震ふるえる声でそう言って、震える指でサイファカールを指さした。

「そこまで計算して第四皇子殿に会いに行ったのですかや？」

「まぁ、そうだね」

「先さき触ぶれを送らず、いきなり城門まで行って、入れろ、入れないと押し問答をしたのも、自分の存在と顔をロクサスの警護兵に印象づけるためじゃったのか……」

「そうそう、そういうこと」

　サイファカールは茶目っ気たっぷりに片目を瞑つぶってみせた。

（なんという計算高さ。そして……なんという腹黒さじゃ。もっともこの場合、腹黒いというのは褒ほめ言葉じゃがの）

　というリリィの感想は、大方の者に共通したものだった。

　唯ゆい一いつの例外はステラステラだ。

（ここに来てとうとうサイファカール様の才能が発現されつつある。サイファカール様が本領を発揮し始めている）

　彼女は内心で喜び、この先の展開に大いに期待した。

「というわけで」

　出席者たちの思いに気づいているのかいないのか、サイファカールは淡たん々たんとした態度で話を続けていく。

「僕はロキシーヌからロクサスの街の留守を任されてもおかしくない立場にいるのだから、それを利用する。ここまではいいかな？」

　誰からも返事はないが、それは反対の意思表示ではなく、呆気に取られて声を上げることもできずにいる、といったほうがいいだろう。

「さて、リリィ」

　サイファカールの目が光った。

「なんですかな、皇子様？」

「街に入れるのは、せいぜい四、五百というところだろう。それ以上を入れようとすると、さすがに相手も警けい戒かいする。その兵数でロクサスの皇子宮を制圧できるかな？」

「サイファカール様の読みでは、皇子宮に何人くらいの兵が残っていることになるのですじゃ？」

「そうだね。街に一千残すとすれば、皇子宮内部に詰つめているのは二、三百ってところ？　二千を残すのなら、五、六百になる？」

「その程度であれば制圧できなくはないと思いますがの」

「よし。じゃあ、こうしよう」

　サイファカールは改めて一同を見回した。

「シュメイル、君は主力を率いて街の外で待機。夜中になるのを待って城門間近まで接近。合図があったら、あるいは城門が開いたら、間かん髪はつを容いれずに城内へと侵しん入にゆう。城門や城じよう壁へきを警護している兵を捕縛制圧して城門を掌しよう握あくする。その後、主力を街中へ進め、各所へ警備部隊を配する」

「承知しました」

「グラゥクス、君は君の部下から百名選んでくれ。城内へ入れる部隊のうちの百とする」

「承知しましたぜ」

「リリィ、ヨーコ、フレイヤで百ずつを率いてもらおう。グラゥクスの百と合わせて四百だね。とりあえず、これが皇子宮と兵舎の制圧部隊。五百入れられるのなら、一部隊を百二十にしておけばいいかな」

「承知じゃ」

「承知いたしました」

「不ふ肖しよう、このフレイヤ、必ずや皇子様のご期待に添そう覚かく悟ごであります」

　リリィ、ヨーコ、フレイヤの三人が背筋を伸のばして返事をした。

　我は？　という顔でリ・インが自分を指さしている。

「リ・インとネムネモには僕の警護に当たってもらおうか。入れられる兵数に限りがある。兵は制圧のために投入してしまうからね」

「そうだネ。まぁ任せるがよいヨ。皇子には指一本触ふれさせるものではないのヨ」

　リ・インが胸を叩たたくと、見事に盛り上がった胸が見事に揺ゆれ、隣となりのネムネモと卓たくの向かい側にいるリリィやヨーコが、む！　と眉まゆを顰ひそめた。

「するってぇと」

　ザネッティが右手を挙げた。

「俺……自分やギ・ジュカ、セイヤなんかはアル＝アラで留守番……ってことになるんですかね？」

「いや。君には一いつ緒しよに来てもらおうと思う」

「え？」

「君だけじゃなく、ステラステラやシュラトゥにも。あと、ソフィとゼフィにもね」

「あの二人も……ですか？」

　とステラステラが不思議そうな顔になった。リ・インやネムネモも怪け訝げんそうな顔だ。

「二人は僕の付き人として、ロクサス滞たい在ざい中の世話をしてもらうという名目で一緒に来てもらう。侍じ女じよを連れて行けば、ロクサスの留守居役も油断するだろ？　まず最初に、僕とあの二人で城門警護役の兵と交こう渉しようすることにするよ」

「な……なるほど」

　ステラステラは感心した顔で低く唸うなった。

「侍女を連れて立てば、害意はなさそうに見えますね。それどころか、こんな大事な任務に可愛かわいい侍女を連れて来るなんて、サイファカール皇子は噂うわさに違たがわぬ虚うつけ者だな、などと思われるのは確実ですね」

「相変わらず手厳しいな、ステラは！」

「いえいえ、ですからこれはわたしが言っているのではなく、ロクサスの兵士たちがそう言うであろうということを予測しているだけですので」

　サイファカールは、にやりと笑ってステラステラに言葉を返す。

「ソフィとゼフィだけじゃなくて、君にも侍女服を着てもらうよ、ステラ」

「は……はい？」

「僕は、こんな大事な任務に可愛い侍女を連れていく虚け者だからね。侍女は多いほうがいい。だから君にも可愛い侍女役をやってもらおうかな」

「え……いえ、ですが……え？　か、可愛い？」

「どう？　やってくれる？」

「そ、そうでございますね、まぁ、やれと言われれば、やってやれなくもないような気がしないでもないのですが……」

　ステラステラが顔を赤くしてしどろもどろになるのを見て、リ・インが小さく噴ふいた。

「ステラステラが侍女！　これは見み物ものだネ」

「ああ、リ・インとネムネモにも頼むからね」

「はいィ？　な、何をかネ？」

「だから。可愛い侍女役を、だよ」

「わわわわ我もカ!?」

「そうだよ」

「じ、侍女役を？」

「可愛い侍女役を」

　リ・インは突とつ然ぜん、大声で笑い出した。

「うははハ。もちろんやってやるネ。なぁに任せておくがよいヨ。我われがふつうに侍女服を着てふつうにしてればふつうに可愛い侍女に見えるからナ。な、ネムネモ？」

「そう、だね。うん、だいじょうぶ、きっと見える、と思いたい」

「あとでソフィに言って侍女服を用意させるから。着付けとか立ち居い振ふる舞まいとかを教わっておくように。ロクサスの街の兵や幹部の注意を引きつけてもらいたいから、せいぜい可愛く装よそおって」

「うぅぅ、承知いたしました」

　ステラステラが眦まなじりを決して返事をしたが、対照的にリ・インは楽しそうな表情だ。

「任せておくネ。可愛い侍女として皇子様にご奉ほう仕ししてやるからネ」

「わたし、も、頑がん張ば、る」

「えぇと、サイファカール様」

　ザネッティが不安そうな顔を隠かくさずに手を挙げた。

「何かある、ザネッティ？」
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「全員を連れて行ってしまうと、アル＝アラが空っぽになりますけど、いいんですかね？　軍団もいない、留守居役もいないでは、何かあったとき対応が取れません。万が一、騎き馬ば民族どもが動き出しでもしたら……」

「ああ、その対策は考えているよ」

「さ、さすがですね」

　ザネッティは安あん堵どの息を吐はきながら言った。

「で？　どんな策をお考えなんです？」

「アル＝アラをドゥールドォール将軍に預けてしまおうかと思ってね」

　ザネッティが椅い子すから跳とび上がった。

「は……はいぃ!?」

　他の面々も驚いているが、今度の驚きは並なみ大たい抵ていのものではなかった。

「え？　いや……え？　ど、どうしてそんなことを!?」

　ザネッティは狼狽うろたえている。

「どうしてって、ここが空っぽになったら困ると言ったのはザネッティじゃないか。僕もそう思うよ。だから、誰か信しん頼らいのできる人物に預けたほうがいいだろう？」

「…………」

「ドゥールドォール将軍なら信頼できる。兵を入れたついでにアル＝アラを頂ちよう戴だいしてしまおうなんて思わないだろうし。僕と違ってね」

　そう言って、サイファカールはにやりと笑った。

「で、ですが、アル＝アラを預かってくれと言って、はいわかりましたと引き受けるものでしょうか？」

　とステラステラが訊きいた。彼女も大いに困こん惑わくし、大いに戸と惑まどっている。

「将軍は真ま面じ目めだから引き受けてくれるんじゃないかな。だって僕たちは、反乱を企くわだてている第四皇子を討とう伐ばつするために出かけるんだから。その間、アル＝アラを守ってくださいと頭を下げれば、彼なら断らないと思うな」

「しかしじゃ、サイファカール様よ」

　リリィはまだ納なつ得とくできないといった顔だ。

「仮に引き受けたとしても、儂わしらが怪あやしい動きを見せれば、アル＝アラを返そうとはせんじゃろうに。そして第四皇子を討うった儂らは、アンブロウ州を乗っ取るわけですじゃろ？　そうなったら、返すどころかドゥールドォールが儂らを攻こう撃げきしてくるやもしれんのでは？　州都を乗っ取られたロキシーヌ皇子の軍団が立ち往生するというのなら、吾らもまた立ち往生してしまう……ことにはならんですかのう？」

「それに関しても大だい丈じよう夫ぶ。幾いくつか予防策を張っておくから」

　と言うサイファカールの言葉に、全員が改めて彼に注目した。

「いったい、どんな策を用意すると仰るのですかの？」

「まずは、帝てい国こく領外との交通の遮しや断だんを解除しよう」

「……は？」

　リリィがぽかんと口を開け。

「いやいやいや、サイファカール様、それは不ま味ずいでしょう!?」

　ザネッティは焦あせりの色も露あらわに身を乗り出した。

「バルガリ峠とうげの封ふう鎖さを解いたりしたら、皇こう帝てい陛下が崩ほう御ぎよされたことを蛮ばん族ぞくどもに知られてしまうじゃないですか！」

「そう、それでいいんだ」

「は……はい？」

　ザネッティは阿あ呆ほうのように口を開け、目をぱちくりさせた。

「そんな大事件は、いずれ知られる。どうせ知られるのなら、こちらが望む時機に知られたほうが使えるからね」

（何を言ってるんだ、この皇子？　いずれ知られるのはそのとおりだろうが、いま知られるのは最悪だろ？　だって、俺たちは軍団を率いてアンブロウ州へと出張るんだからな。そうなりゃアル＝アラの守備兵はいないも同然じゃねえか）

　ザネッティは疑わしそうな表情を隠そうともせずにサイファカールを見やった。

　彼だけではない。その表情、態度から、他の幹部連も同じようなことを思っているのは間ま違ちがいない。

　一方、サイファカールの直臣たちはと見れば。

　フレイヤはしきりに首を捻ひねり。リ・インは考えるのを放ほう棄きしているのか、周りをきょろきょろと見回して。ネムネモは俯うつむいたままで。シュラトゥは天てん井じようを見上げたまま動かず。グラゥクスは太い腕うでを組み顔を顰しかめて低く唸り。

　サイファカールの意図、狙ねらいがわかっていないのはアル＝アラ側の幹部と同様だった。

　ステラステラも必死に考えていた。わかりませんと両手を挙げるのはサイファカールの教育官としての矜きよう持じが許さない。しかし、この時機に蛮族に皇帝の崩御を知られてもいいと皇子が言う理由がわからない。

　どう考えても、いま知られるのは不味いはずだった。その理由はザネッティと同様で、第四皇子を討つために軍団を動かせばアル＝アラは空になってしまうからだ。

（皇帝のご崩御だけでも蛮族は動くかもしれないのに、その上アル＝アラが空だと知れば、奴やつらは必ず動くでしょう。なのにサイファカール様は……いえ、待って！）

　ステラステラは、あることに気づいた。

（アル＝アラは空じゃない？　ということは、蛮族が襲おそってきたとしても……いえ、でも、まさか……）

　その可能性に気づいたステラステラが恐おそる恐るサイファカールの顔を窺うかがうと、サイファカールと目が合った。彼がにやりと笑ったので、自分の推測が間違っていないのではと、ステラステラは確信した。

（なんということを考えるのかしら、サイファカール様は。なんという危あやういことを）

　サイファカールの実父、ロムニエゥス一世も平気で危ないことを考え、平然と危ない橋を渡わたってきた男だ。けれどサイファカールの危うさは、父皇帝とは少し種類が違うように思える。

（いえ、質が違うと言うべきかしら。一世陛下の危うさは豪ごう快かいな危うさ。でもサイファカール様の危うさは、そう、細心で緻ち密みつな危うさとでも言うべきかしら。おかしな喩たとえではあるけれど、そうとしか言いようがないわ）

　ステラステラは、そんなサイファカールの危うさに魅み力りよくを感じている自分に気がついて身み震ぶるいした。




「えぇと……どうも俺には……自分にはサイファカール様のお考えがよくわからないのですがね」

　ザネッティが些いささか投げやりな声こわ音ねで言った。

「とはいえ、サイファカール様は明確な狙いの基もとに構想を立ててらっしゃるようですし。なら、自分たちがとやかく言うことじゃあない。やるなら、まぁ、やりましょうや」

「ザネッティ様よ」

「なんだ、リリィ？」

「自分が責任を取らんでいいとなると、これまでとは打って変わって前向きじゃのう？」

「う、うるせえ！　俺は実は前向きな男なんだよ！」

　ジト目になったリリィは、そうかものう、と嘲あざけるように言った。

「前を向いたまま後ずさりするとか、得意じゃったな」

「だから！　余計なこと言わなくてもいいんだよ！　せっかく俺が前向きなこと言ってるのに、台無しにする気か!?」

「いやいや、そうは言うておらんよ。儂もサイファカール様の真の狙いがまだよく掴つかめておらんが、やるならやってみようというおまえ様の言葉には賛同するぞ？」

「だったら、ごちゃごちゃ言うな」

「ごちゃごちゃは言うておらんわ。ぬしの豹ひよう変へんぶりを揶や揄ゆしただけじゃ」

「それがごちゃごちゃだと言ってるんだよ！」

「あはははは、面おも白しろいね、君たち」

　サイファカールが笑い出したので、さすがに二人も口を噤つぐんだ。

「あ、いえ、サイファカール様のお話をほったらかしにして言い合いを始めてしまって、どうも申し訳ありません」

　ザネッティがへこへこと頭を下げると、またもやリリィが横から茶々を入れてきた。

「ぬしの謝罪する姿は、じつに様になっておるのう」

「うるせえんだよ、この扁へん平ぺい胸むねのちんちくりんが！」

「ほほう、さようか。まぁ、ぬしの言うことにも一理あるような気がせんでもないがの」

　と言いながら、指の関節をばきり、ぼきりと鳴らすリリィの姿は、見た目が可愛かわいい子供なだけに、どうにも違い和わ感がある。

「じゃが、儂のことを扁平胸だの垂直だの絶ぜつ壁ぺきだの真っ平らだの抉えぐれ胸だのと言うて生き残っている奴はおらんがの？」

　ザネッティは慌あわてて自分の口を押さえたが。

「もう遅おそいわ。ぬしは地じ獄ごくで己おのれの軽挙を悔くいるがいいぞ？」

　腰こしを浮うかしかけるリリィにサイファカールが声を駆かけた。

「はい、リリィ、そこまで」

「む？」

　一いつ瞬しゆん、不満そうな顔になったリリィだが、サイファカールに止められては、それ以上のことはできなかった。

　浮かせた腰を椅子に下ろし、

「サイファカール様のおかげで命拾いしたのう、ザネッティ様よ」

　と呟つぶやいた。

（こ、この暴力幼女、本気で俺を殴なぐるつもりだったな!?　危ねえ危ねえ。こいつに本気で殴られたら、本気で死んじまうわ）

　内心で思いきり胸を撫なで下ろすザネッティである。だったら突つっかかっていかなければいいと思うのだが、なぜかリリィ相手だと、ザネッティに限らず、余計な一言を言ってしまうことが多い。やはり見た目が可愛らしい女子だからだろうか。

　それはさておき。

　また話が逸それ始めたので、議事進行役を買って出ようとステラステラが立ち上がった。

「えぇと、話を本題に戻もどしたいと思うのですが」

　それまで面白そうに、あるいは興味深そうに、あるいは辟へき易えきした様子で、ザネッティとリリィの喧けん嘩かを見ていた者たちは、真面目な顔に戻って頷うなずいた。

「サイファカール様のご提案、つまり、手て薄うすになるアル＝アラの守りをドゥールドォール将軍にお願いするという案件ですが、これに関しては、実行に移すに当たって何か問題がございますか？」

　ステラステラは一同を見回したが、誰だれからも意見は出なかった。

「では、サイファカール様」

　ステラステラに促うながされ、サイファカールが立ち上がる。

　彼もステラステラ同様、一同を見回してから、徐おもむろに口を開いた。

「ギ・ジュカ。ドゥールドォール将軍への使者は君に頼たのみたい」

　立ち上がったギ・ジュカは、大おお仰ぎような態度で腰を折り頭を下げた。

「承知いたしました、サイファカール様」

　ギ・ジュカの顔の造作は綺き麗れいに整っていて、女性のようでもあるが、体型的には男性のようにも思える。けれどギ・ジュカは、ゆったりとした長なが裳もの下に筒つつ袴ばかまという出いで立ちで体の線がはっきりとしていないから、男性だとも言い切れない。何よりサイファカールは、見た目は可愛い女子なのに本当は男子、という実例を間近で見知っている。

（ゼフィの場合は、あまり喋しやべらないから声で判断できないんだけど。でもギ・ジュカは声や話し方でも区別ができないな）

　そんなことを思いながら、サイファカールはギ・ジュカに補足すべき事こと柄がらを伝えた。

「先方に渡す文書はすぐに用意する。話してもらう内容は後ほど詳しよう細さいに伝えるから、あとで僕の執しつ務む室まで来てくれないか」

「それも承知であります、サイファカール様」

「次にリリィ、ヨーコ、シュメイル」

　指名されて三人が立ち上がった。

「繰くり返しになるけどリリィとヨーコでロクサスへ連れて行く者の選せん抜ばつを。皇子宮や街中の制圧部隊だから、精せい鋭えいを選んでね」

「承知ですじゃ」

「承知しました」

「シュメイルは残りの兵員に出しゆつ撃げきの用意をさせておいてほしい」

「承知いたしました」

「グラゥクス」

「はい」

　巨きよ漢かんのグラゥクスがのそりと立ち上がると、急に室内が狭せまくなったように思える。

「君もロクサスへ連れて行く者の選抜を急いでくれ。選抜が終わったら、主立った部下をフレイヤやリ・イン、ネムネモ、リリィ、ヨーコ、シュメイルたちに引き合わせておいて。互たがいに顔を知らないままだと、今後の作戦遂すい行こうに支障が出るからね」

「承知でありますよ、皇子様」

「では、各自、準備に取りかかってもらおうかな」

　とサイファカールが言うと、セイヤが手を挙げた。サイファカールが召しよう集しゆうした会議だというのに、例によってセイヤは極ごく小しようの衣い装しようしか身に着けていない。

「あたしにはやることがないのかしら？」

「今すぐにはないね」

「そうです？　だったら皇子様の御ご寝しん所じよへ行って、いろいろとお世話しちゃおうかしら」

「いや僕、寝所には夜にならないと行かないからね？」

「ですから。夜にですよ。それはもういろいろとね？」

　セイヤが妖よう艶えんな笑えみを向けると、フレイヤ、リ・イン、ネムネモが色めき立った。

「皇子様の御寝所は、不ふ肖しよう、このフレイヤが寝ねずの番をするでありますから、いろいろな世話は無用であります」

　と言ってフレイヤがセイヤを睨にらみつけ。

「そうだネ。おまえはなんとなく危なそうだから皇子に近づくでないヨ」

　と言ってリ・インが上体を反らし、胸を張り。

「いろいろな世話なんて、まだわたしもしていない、のに」

　とネムネモが呟いた。

「は？」

　フレイヤとリ・インが疑わしそうな顔を向けてきたので、ネムネモは、さっと顔を逸らせた。

　サイファカールは敢あえて三人──フレイヤ、リ・イン、ネムネモ──のほうを見ないでセイヤに話しかける。

「今はないけど、頼みたいことはあるよ」

「なんですか？　脱ぬげと言われれば脱ぎますよ？」

（いや、君、もうほとんど脱いでるよね）

「そういうことじゃないよ。というか、そちら方面に話を振ふるのは、いろいろと危なくて面めん倒どうだから止めて」

　自分をガン見しているフレイヤやリ・イン、ネムネモの視線の圧力を感じながら、サイファカールはセイヤに向かって手を振った。

「ドゥールドォール将軍が援えん軍ぐんを率いて、アル＝アラここに入城したら、彼の動向を見張っておいてほしいんだ。できる？」

「ああ。お安いご用ですよ？　なんだったら脱ぎますか？」

　フレイヤ、リ・イン、ネムネモの目に凶きよう暴ぼうな光りが宿った。

「お願いだからそこから離はなれて」

　げんなりした顔になるサイファカールに向かってセイヤはくすくすと笑った。

「まぁそれは冗じよう談だんですけどね。ドゥールドォール将軍の動向を見張るくらい、どうということはありませんよ」

「もし何か異変が起きたときは、あるいは起きそうなときは連れん絡らくをもらいたいんだけど、それはどうしよう？」

「そのときは、レフラフティを走らせますよ」

　いきなり名前を呼ばれ、レフラフティが目を見開いた。

「俺かぁ？」

「幹部で残ってるの、あんたしかいないじゃん」

「いや、そうだけど」

「文句言わずに走れ」

「俺、船を走らすのは得意だけども、馬を走らすのは苦手で……」

　言い訳をしているレフラフティに対して、セイヤが凄すごんだ。

「つべこべ言ってると、尻しり穴あなに帆ほ柱ばしら立てて川に浮かべるぞ？」

「わ、わかった。やるよ」

「ちゃんと連絡役をこなしたら、風ふ呂ろを覗のぞかせてやるから」

「ふはははは」

　高笑いを発して立ち上がったレフラフティは、ぐっと右の拳こぶしを握にぎりしめる。

「俺に任せな。馬の一頭や二頭、どうとでも操あやつるぜ」

　ザネッティ、リリィ、ギ・ジュカ、シュメイルなどが、駄だ目めだこいつは、といった顔で天を仰あおいだ。

「ああ、そっちの女子連中に予あらかじめ言っておくけど」

　とセイヤが呼びかけてきたので、フレイヤやリ・イン、ネムネモが、む？　と身構えた。

「この男、レフラフティの趣しゆ味みは覗きだから、みんな入浴するときや厠かわやに行くときは気をつけるようにね？　こいつ、いつであろうとどこであろうと覗くからさ」

　三人は、うげっ、といった顔で大きく上体を引いた。

「てめえ、俺の嫁よめの入浴を覗いたら、挽ひき肉にくにしてやるからな」

　グラゥクスが太い腕うでを水平に伸ばしてフレイヤを指さしてきたので、彼女は慌あわてて眼前で両手を左右に振った。激しく振った。

「ですから。全然まったくこれっぽっちも嫁ではないのでありますが」

　すると、ぼそりとレフラフティが呟いた。

「じゃあ、覗いても平気だな」

「いえいえいえ。それも全然まったくこれっぽっちも平気でないでありますが。というか、覗きに来たら、わたし自身の手で斬きり捨てるでありますが」

「我はそこまで酷ひどいことはしないナ。おまえの大事な黄金製の二個の宝ほう玉ぎよくを握り潰つぶすくらいで許してやるかラ、覚かく悟ごして覗きに来るがいいナ」

（おまえがいちばん酷いわ！）

　男性組が内心で盛せい大だいにツッコんだ。

（もう。どうしてこいつらは大事な話の最中にこうも見事に本筋から外れていくのかしら。離れていくのかしら）

　ステラステラは憤いきどおりを感じながら、出席者たちを睨みつける。

「話を元に戻しますが！　よろしいですか!?」

　ステラステラのキツい目つきと険しい表情に、全員がかくかくと頷いた。

「サイファカール様、他に何か準備をしておくことはございますか？」

「とりあえずはそのくらいだけど、ステラ、留守中に伝令はどのくらい戻もどってきた？」

「あ、はい、十人ばかり戻っております。今日の分はまだですが、昨日までの分の報告書はまとめてございます」

「では、それを見せてもらおうか。今日の分は口頭で聞くよ」

「承知してございます。報告書はここへお持ちしますか？」

「いや。執務室へ戻るから、そこで読もう。ということで」

　サイファカールは立ち上がり、一同を見回した。

「みんな準備を急いでね」

「はい」

「おう」

「承知しました」

　各人各様の返事を返し、全員が立ち上がった。

「では、シュラトゥとギ・ジュカとステラは僕の執務室へ」
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　執務室へ戻ったサイファカールは、まずはシュラトゥに兄からの手紙を渡わたし、次にギ・ジュカに対してドゥールドォール将軍に謁えつ見けんする際の話の持っていき方や将軍への接し方などの具体的な指示を与あたえると、準備を急ぐようにと言って二人を帰した。




　大きな執務机の向こうの大きな椅い子すに座ったサイファカールは椅子の背もたれに背中を預け、さて、と言って机の前に立つステラステラを見やった。

「戻った伝令に関する報告書を見せてもらおうかな」

「これでございます」

　持参した報告書の束たばをステラステラが机の上に置くと、サイファカールは報告書を手に取り、ぺらぺらと捲めくっていく。

　ざっと一通り読み流すと、彼はそれを机の上に戻した。

　サイファカールは低く唸うなり、小首を傾かしげる。

「今のところ大きな動きはなしか。まぁ、使者が戻った近きん隣りん地域限定の話だから、それも当然か。まだ使者が戻っていない地域ではなんらかの動きがあるのは確実だな」

（親おや父じ殿どのの事故死の詳細も、まだわからない……と）

「皇太子様が陛下の跡あとを継ついでロムニエゥス二世となることを宰さい相しようカルガリが各州に通達しておりますが」

「それは想定の範はん囲い内だからね。むしろ当然の動きさ」

「ですが、皇太子様があっさり皇位を継いでしまえば、帝てい国こくはさして混乱することもなく落ち着くのではありませんか？」

「あっさりとは継げないよ。君も見たとおり、早さつ速そくロキシーヌが皇太子が跡を継ぐことを阻そ止ししようと動いている。まだ報告は入ってきていないけど、他の地域でも同様のことが起きているのは確実だね」

「……ですか」

「それにね、ステラ。仮に継げたとしても帝国は治まらない。各地の勢力が自立し、帝国は四し分ぶん五ご裂れつになるだろうと思う。そうなれば、二世皇帝が治めるのは、旧王国領と同等かそれ以下になってしまう」

「そう……でしょうか」

「僕は皇太子のことをよく知っているからね。父上があと十年、いや……あと五年生きていたら、皇太子はすんなりと帝国を継げたかもしれないけど、今は無理だな。あの人では帝国をまとめきれない」

「だから、サイファカール様がまとめるのですね？」

「僕でもまとめきれるかはわからないけどね。本音を言えば、まとめたいんだ。分ぶん裂れつするのを阻止したいんだ。せっかく父上が創つくり上げた宝物が散さん逸いつしてしまうなんて悔くやしいじゃないか」

「サイファカール様になら、可能だと思います」

「ありがとう、ステラ。そう言ってくれると心強いよ」

　そう言って笑いかけてくるサイファカールの笑え顔がおに、心がぎゅっと締しめつけられる思いのするステラステラである。

（いけないいけない、誑たらされそうだわ。いえ、もう誑されているのかしら）

「ただねぇ、地理的要因が厳しいんだよねぇ」

　サイファカールは天てん井じようを見上げ、ため息を吐ついた。

「そうでございますね。ここは中央から遠すぎます。情報が入ってくるのも遅おそいですし」

「まぁでも、悪いことばかりじゃないかな。中央の騒そう乱らんから距きよ離りを置けるからね。勢力が小さなうちに周囲の争いに巻き込まれてしまうと、最悪、道連れ、共とも倒だおれだ。ある程度の勢力になるまでは中央の争いからは距離を取っておいたほうがいい」

「ロキシーヌ様を討うつのは、サイファカール様が勢力を大きくするための第一歩、というわけでございますね。ですが……謀む反ほん人であるロキシーヌ様を討ってアンブロウ州を手に入れたとしても、中央から『返せ』と言ってくるのではありませんか？」

「言ってくるだろうね」

「拒きよ否ひなさるのですか？」

「まさか」

　サイファカールは大げさに首を横に振ふった。

「僕はあくまで皇太子殿の手助けをしているだけだよ。自分が帝国の主ぬしになるなんていう意志は、これっぽっちも見せないさ。だから中央が返せと言ってきたら拒否しない」

　サイファカールの言うとおりで、自分が帝国の主になると言った時点で、彼もロキシーヌと同様、謀反人になってしまう。まだまだ勢力的に足りないサイファカールとしては、それだけは避さけたいところだ。それはステラステラにもわかる。

「ですが、返してしまえば、サイファカール様の支配地、兵力は今までとなんら変わらない……ことになるのではありませんか？」

　サイファカールは、にんまりと笑った。

　そういう笑い方はサイファカールには似合わないはずなのに、なんだか頼たのもしいと感じてしまうステラステラだ。

「いずれ帝国の混乱が収まったらお返しします。それまでは僕がお預かりしておきます。と、まぁ、そんなふうに答えるのさ」

（サイファカール様は、もしかすると、かなり悪人なのではないかしら）

　などと、ステラステラもリリィと同じような感想を抱いだいた。それがマイナス評価でないこともリリィと同様だ。

「実際問題、無主の地となったアンブロウ州から僕が手を引いてしまえば、周りの餓が狼ろうから狙ねらわれるだけだよ。誰だれかがしっかりと押さえておかないと。そして、混乱している中央にはそんな余力がないんだから、僕が押さえておくしかないじゃないか」

「理り屈くつはわかりますが。それで中央が納なつ得とくしてくれますか？」

「するもしないも、僕は預かっているだけだしね。適当な時期が来れば返すと言っているんだから、中央としても、それ以上どうこうは言えないだろ？」

　ステラステラは素す早ばやく脳内で仮想演算してみる。

（たしかに中央は混乱を抑おさえるので手て一いつ杯ぱい、下へ手たをすると、周囲の反対勢力と戦っている中央からすれば、この辺りまで手が回らないのは確実。兵を送る余よ裕ゆうもないでしょうし、兵力が無い以上、州長官を送り込んでくるのも不可能。だったらサイファカール様に預けておけばいい、いずれ混乱が収まれば取り戻せるのだから……と考えてもおかしくはない。それに。もし強きよう硬こう手段を取ったりすれば、味方から無理やり取り上げることになる。それでは他の味方が離り反はんしかねないわ。いえ、それ以前に。せっかく味方をするといっているサイファカール様を敵に回すことになるもの。それを避けるためには、やはりサイファカール様に預けておくしかない）

「アンブロウ州は東方外周諸州に睨にらみを利きかせる重要な位置にある。皇太子側からすれば、ここを反対勢力に奪うばわれることだけは避けたいからね」

（サイファカール様は本当によく考えていらっしゃる）

　サイファカールの深しん謀ぼう遠えん慮りよに、つくづく感心してしまうステラステラだった。

「というわけで」

　椅子から立ち上がったサイファカールは、大きく伸のびをした。

「いよいよ始まりだ。僕がどこまで行けるのか、それを確かめるための戦いが」

　そう言うサイファカールには特別な気負いも特段の気勢も見られない。

　むしろ気負っているのは。

　気合いが入っているのは。

　ステラステラのほうだ。

（あなたがどこまで行けるのか、わたしは最後まで付き従い見届ける覚悟です。ですからサイファカール様、あなたはあなたの戦いを心ゆくまで、納得がいくまで、お続けになってください）
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　サイファカールが送り出したギ・ジュカ一行は、隣となりのペリージア州の州都にいるドゥールドォール将軍の下を訪おとずれていた。




　ペリージア州はかつての東域諸国連合の一つで、帝てい国こく領に組み込まれたのは比ひ較かく的てき最近のことだった。東域諸国連合の旧臣たちも今では帝国臣民として服属しているが、油断のできない地域である。そのため東域諸国連合の旧領にある州には、皇族でなく将軍が長官として派は遣けんされることが多く、ドゥールドォール将軍もそのうちの一人である。当然のことながらロムニエゥス一世の信しん頼らいは厚かった。

　ドゥールドォールは実直を絵に描かいたような人物だ。むしろ実直すぎて融ゆう通ずうが利きかないという評判だった。

　賄わい賂ろを受けず賄賂を送らず、華か美びに走らず、遊びもしない。そんな将軍に対して、何を楽しみに生きているのか……などと辛しん辣らつなことを言う者さえいた。有能な割に出世が遅おそく、せっかく将軍にまで出世したのに、こうして辺境地帯へ飛ばされたのは、彼のそんな生き真ま面じ目めな性格と素行のせいだとも言われていた。けれど本人は、何も気にしていなかった。

　将軍の頭にあるのは、ロムニエゥス一世陛下のため、己おのれに任された州の安あん寧ねいを保つこと、ただそれだけだった。それ故ゆえ、ロムニエゥス一世死去の報は彼に大きな衝しよう撃げきを与あたえた。

　だが、彼は揺ゆるがなかった。

（たとえ皇帝陛下が亡なくなられても、自分は陛下から与えられた任務を全まつとうするのみ）

　そんな信念の下もと、ドゥールドォール将軍は支配下の軍団に臨戦態勢を取らせたまま待機させていた。臨戦態勢を取らせたのは、周辺諸州で争乱が起きた場合に備えてだ。

　自分から積極的に他州に介かい入にゆうするつもりはない──それは皇帝から与えられた任務ではない──が、他州の騒そう乱らんが自州に及およぶようなら、断固、これを排はい除じよするという覚かく悟ごで周辺諸州に目を配っているところだった。

　ギ・ジュカが彼の下を訪れたのは、そんなときであった。
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　政務棟とうの評ひよう定じようの間まの一つにギ・ジュカを迎むかえ入れた将軍は、彼から報告を聞き、我を忘れるほど驚おどろいた。

「なんと!?　ロキシーヌ様が帝てい都とに向けて進発された!?」

「はい。先だって州都ロクサスを訪れたサイファカール様は、それとなくロキシーヌ様をお諫いさめしたのですが、思い留とどまっていただくことは叶かなわず、ロキシーヌ様はとうとう兵を挙げられ……」

　ロキシーヌは表向き、宰さい相しようカルガリを除くため決起したことになっているが、そこには触ふれなくていいというのがサイファカールの指示だった。つまり、ロキシーヌが皇太子を打だ倒とうするために挙兵したと将軍が勘かん違ちがいしてくれるなら、それはそれでいい、というのがサイファカールの判断なのである。

「アンブロウ州の軍団を率いて州都をあとにし、帝都へと向かわれたのであります」

　芝しば居い気けたっぷりの様子でギ・ジュカが説明を終えると、評定の間の上座に座ったドゥールドォール将軍は思わず腰こしを浮うかせていた。

「ロキシーヌ様、なんという軽挙を！」

「そこで我が主あるじ、サイファカール様より将軍へのお願いがございます」

「む？」

　将軍は取り繕つくろうような態度で腰を下ろした。

「なんであろうか」

「我が主はこう申しておりました」

　ギ・ジュカは仰ぎよう々ぎようしく腰を折り頭を下げ、それからゆっくりと顔を上げた。

「僕はアル＝アラ軍団を率いて」

　そう言うギ・ジュカの口調は、それまでと一変していた。

（なんと。その口調はまさにサイファカール様のものではないか。どころか）

　ギ・ジュカの物もの真ま似ねは物真似という水準を超こえていた。口調のみならず、表情の作り方から手や体の動きまで、サイファカールと同じだった。顔を見なければ、本当にサイファカールに話しかけられているような錯さつ覚かくに陥おちいってしまいそうだ。

　それもサイファカールの狙ねらうところだったのだろう。

　下へ手たをすると相手が「不敬だ」と怒おこり出しかねないところだが、ドゥールドォール将軍は怒るより先に、ギ・ジュカの言葉を聞き漏もらさないようにと彼の話に集中していた。

「急ぎアンブロウ州へ向かい兄上の軽挙をお諫めするつもりだ。しかし、アル＝アラには一個軍団しかいないから、僕が軍団を率いていけばアル＝アラが空っぽになってしまう。この非常時であるから、騎き馬ば民族どもが領内への侵しん入にゆうを図はかる可能性もある。そこでドゥールドォール将軍にお願いしたい」

　ドゥールドォール将軍は思わず「なんなりと」と応こたえていた。

　ギ・ジュカの話しぶりが、声が、態度が、将軍に錯覚させるほどサイファカールに似ていたということだろう。

「アル＝アラに進しん駐ちゆうして、僕の留守を守ってもらえないだろうか」

「なんと。サイファカール様、わたくしにそのような大役を仰おおせになりますか！」

　目の前にいるのがただの使者、ギ・ジュカだということを忘れたかのように、ドゥールドォール将軍は叫さけんでいた。

　根が単純で素す直なおなドゥールドォール将軍は、サイファカールの行動に感激していた。

（自分が留守にするアル＝アラの防衛を我に任せるというのは、サイファカール様に二に心しんがないことの何よりの証あかし。サイファカール様は東辺境州を捨ててまで帝国を守る道を選ばれたということなのだな。うむ。では我もその心意気に応えねばなるまい）

　他州の防衛を手伝うのは己の任務の範はん囲い外がいだが、帝国を守ろうとして立ち上がった皇子からの要よう請せいであれば、越えつ権けん行こう為いにはならない。

　サイファカールがわざわざドゥールドォール将軍に留守の守りを頼たのむのは、自分は帝国に対して反はん旗きを翻ひるがえすつもりはなく、帝国に反旗を翻した第四皇子を討うつため、やむにやまれず起たち上がっただけだということを将軍に報しらせる意図があった。

　ただ単に「反旗を翻す意図はない」と口で言っても、この時機では、なかなか信用してもらえない。であるから、サイファカールは行動で示したのだ。
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　帝国に対する野心がある者が、自分の本ほん拠きよ地ちを他人に預けようとするはずがない。サイファカールがアル＝アラの防衛を自分に頼んできたのは、皇子の誠意の証。

　ドゥールドォール将軍はそう感じた。

　人の好いい将軍は、サイファカールの術中にまんまと嵌はまってしまったのである。

　ではサイファカールが将軍を騙だましたのかというと、それは微び妙みようなところではある。

　今のところサイファカールには、帝国の後こう継けい者しやである皇太子に表立って弓引くつもりはない。宰相のカルガリ相手でも同様だ。いずれは……と思っていても、今は違ちがう。

　詭き弁べんだといえばそうなのだろうが、嘘うそを吐ついているわけではないという事実がサイファカールの立場を補強してくれる。

　このような場合、他人の評価、世間の評判が意外に大事だということをサイファカールはよく弁わきまえていた。その手のものが思った以上に大きな影えい響きよう力を及ぼすことをサイファカールはよく理解していた。

　自分の思ったように動いてもらおうという意図はあっただろうが、サイファカールには将軍を騙そうという意図はなかった。だからこそドゥールドォール将軍は騙された。逆説的に言えば、そういうことになるだろうか。

　自然と将軍は、使者であるギ・ジュカに対して跪ひざまずいていた。

「このドゥールドォール、サイファカール様の心意気に、なんとしてもお応えする覚悟でございますれば」

　跪いた将軍は、ギ・ジュカに向かって頭を下げながらそう言った。

　この将軍の応対には、さすがのギ・ジュカも驚きの表情を隠かくせない。

（いくら我わが輩はいがサイファカール様の真似をしたからといって、将軍のこの態度は!?）

　ギ・ジュカは、サイファカールが将軍を騙そうとしているとしか思っていない。将軍がサイファカールの援えん軍ぐん要請に応じるのだとすれば、将軍はまんまと騙されたのであって、それは自分の任務が成功したことになるから、彼は喜んで然しかるべきところだ。

　しかし、ドゥールドォール将軍の対応は、ギ・ジュカの理解を超えていた。

　彼の感覚からすれば、アル＝アラの防衛を頼まれたら、これ幸いと乗り込んでいって、東辺境州を掠かすめ取ろうとするのがふつうである。だからサイファカールが、将軍に留守を頼むと言ったとき、どうしてわざわざ自分に与えられた州を他人にくれてやるのかと不思議に思ったものだ。

　たしかにロキシーヌを討てばアンブロウ州が手に入る。だからといって東辺境州を他人にくれてやる必要もないだろうというのがギ・ジュカの思うところだった。

　アンブロウ州と東辺境州を天てん秤びんにかければ、アンブロウ州のほうが重いとサイファカールが判断した。彼の理解はそういうことだった。だからここでドゥールドォール将軍が、しめしめと喜んで申し出に乗ってくるのではなく、畏かしこまって受じゆ諾だくするという態度を見せた理由がギ・ジュカにはわからない。

（それとも皇子と将軍のやりとりには、我が輩が理解している以上の深い意味があるのでしょうか）

　と戸と惑まどいつつ、それでも彼は使者としての役目は果たせそうなので、密ひそかに安あん堵どの息を吐はいていた。

「では、サイファカール様がお留守のあいだ、アル＝アラ防衛のお役目、引き受けていただけるのでありますね？」

　ギ・ジュカが自分の声でそう確かく認にんすると、すっくと立ち上がった将軍は目に強い意志の光を点ともして答えてきた。

「微び力りよくながら、このドゥールドォール、サイファカール様のお役に立つ所存でございます。お留守のあいだ、アル＝アラには誰だれであろうと指一本触れさせぬとお伝えくだされ」

「ありがとうございます」

　ギ・ジュカは大おお仰ぎような態度で腰を折り、頭を下げた。

「わたくし、将軍がお留守を守ってくださるなら、アル＝アラまでご案内せよとサイファカール様から仰せつかっております。どうか先導役としてお使いくださいませ」

「そうか。ご苦労である」

「ドゥールドォール様は、いつ頃ごろ、どれほどの兵を率いてアル＝アラまでお出いでいただけますか？」

　将軍は少しだけ考える素そ振ぶりを見せたが、すぐに顔を上げ、ギ・ジュカのほうへ視線を向けてきた。

「サイファカール様は、もう出しゆつ撃げきされたのか？」

「我が輩の連れん絡らくを待って出撃する予定でございます。将軍にお引き受けいただいたので、早さつ速そくにも使者をアル＝アラに走らせようと思っております」

「ふむ。となると、二、三日のうちにはアル＝アラが空になるわけか」

「さようでございます」

「ならば一刻の猶ゆう予よもならん。アル＝アラが空っぽだということが周辺諸州に知られれば、騎馬民族に限らず、よからぬことを考える輩やからが出てこないとも限らぬ。となると……よし、明みよう後ご日にちには二個軍団を率いてここを進発しよう」

（それはまた、ずいぶんと急いでくれるものですね。しかも二個軍団!?）

　二個軍団一万を動かすとなれば膨ぼう大だいな兵ひよう糧ろうがいるから、それを用意し、運ぶ手て筈はずを調ととのえなくてはならない。兵糧だけでなく、予備の武器や防具も運ばないとならない。指揮官が「出撃だ！」と叫んでも直ちに出撃できるほど単純な話ではないのだが、幸いペリージア州軍団はドゥールドォールの命で臨戦態勢にあった。それがこの場合、幸いした。

「道案内、頼んだぞ」

「お任せくださいませ」




　二個軍団の通常の移動速度を考えると、ここからアル＝アラまでざっと三日はかかる。二日後に進発できれば、アル＝アラ到とう着ちやくは五日後と見ておけばいいだろう。ギ・ジュカは使節団の副使に二名を付け、急使としてアル＝アラへ向かわせた。

（報告を受けたサイファカール様はアンブロウ州へ向けて進発されるだろう）

　自分の任務を成し遂とげた満足感に浸ひたりながらも、ギ・ジュカは内心で首を捻ひねる。

（想定どおりドゥールドォール将軍はアル＝アラ防衛に乗り出してくれたわけだが、はて、これで何がどう変わるというのだろうか？　アル＝アラ軍団が予定どおりロクサスを奪とれたとしても、将軍がアル＝アラに居座ってしまったら、我らは東辺境州を失ってしまうであろうに）

　将軍の下もとから与あたえられた部屋へ下がり、急使を送り出したギ・ジュカは、部屋の窓から外を遠望する。

（それとも、サイファカール様は、東辺境州など失ってもかまわない、という判断なのでしょうか）

　この街もアル＝アラと同じく、東方には南北に連なるゴロブドイ山脈の長大な山並みが続いている。部屋は建物の二階にあるし、こちら側には高い建物もないので、雪を戴いただいた白い稜りよう線せんがはっきりと視認できる。

　あの山脈の向こうは異民族の土地だ。だから西方世界ウエスタ・ムンドの人々にとって、ゴロブドイ山脈は自分たちと異民族とを分ける大きな壁かべのようなものである。今ほど交通手段が発達していない時代のこと、遥はるかこの地まで来て山脈を仰あおぎ見る者の中には、世界の果てを感じた者もいただろう。

　ギ・ジュカも、そんな一人である。

　元俳優わざおぎであるギ・ジュカは、昔、一座と共に各地を巡めぐって歩いていた。そんな彼でも、ここまで来ると世界の果てに来たような感かん慨がいを覚える。アル＝アラに飛ばされたときは、だから世界の果てに来たという感慨を持つと同時に、自分の人生も閉とざされ未来をなくしたも同然だと感じたものだ。

（しかし同じ山脈でも、ここから見える山容はアル＝アラから見るものとはだいぶ違っていますね。その景色が、ここは他州なのだという意識を植えつけるのでしょうか。流る罪ざいも同然に赴ふ任にんしたあんな辺境の街でも、こうして他州にいると懐なつかしく思えてくるから不思議なものです。失うかもしれないと思うと少し感傷的な気分になりますが……。これからはアンブロウ州が我らの地元になるのでしょうか。それとも、もっと先へと進んでいけるのでしょうか。もっとも進む先は地じ獄ごくなのかもしれませんけど、それでも地の果てに逼ひつ塞そくしたままよりは幾いく分ぶんマシ……なのでしょうかね）

　ギ・ジュカは薄うすい笑えみを浮うかべたまま、初めて見る山容に見入っていた。
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「皆みな様さまに着ていただく侍じ女じよ服が完成いたしました」

　そう言ってソフィは、できたばかりの侍女服を手に取り、掲かかげてみせた。

「すぐ出発になりますので、ここで着き替がえていただきます。侍女としての立ち居い振ふる舞まいなどはすでにお伝えしたとおりですので、あとはこの衣い装しようを着てさえいただけば、皆様も可愛かわいらしい侍女に早変わりなのです」

「なんでわたしまで……」

　控ひかえの間の一室で、ステラステラはぶつぶつと口の中で文句を転がしつつ、渋しぶい表情でソフィから侍女服を受け取った。

「おお、これかネ。楽しみだネ。どんなかナ？」

　対照的に、リ・インはにこにこと笑いながら侍女服を受け取った。

「どきどき、する」

　ネムネモは緊きん張ちよう感溢あふれた表情で侍女服を受け取った。

　そして三人は手にした侍女服を広げてみたのだが。

「なんですか、これは!?」

　ステラステラが素すっ頓とん狂きような声を上げると、しれっとした顔でソフィが応こたえてきた。

「なんですかと言われましても、皆様に着ていただく侍女服ですとお答えするしかございませんが」

「い、いやでもコレ、ずいぶんと裾すそ丈たけが短いのだネ」

　リ・インは驚おどろきの色を顔に浮かべて広げた侍女服に見入っている。

「短いというより、裾がほとんどないと言う、べき。これを着る意味があるの、かな」

「皆様、出発まであまり時間はございません。早く脱ぬいで、早く着替えてくださいまし。ああ、それと」

　ソフィは卓たく上じように置いてあった包みから細くて小さな何かを取り出して眼前に掲げた。

「下帯もこちらでご用意させていただきましたので、これに着替えてくださいまし」

「下帯まで!?」

　ステラステラが目を剥むき、リ・インも疑念に満ちた目を向けた。

「どうしてそんな物まで着替える必要があるネ？」

「どうしてと言われましても、可愛い侍女になるためでございますとしかお答えのしようがないのでございますが」

　そう言って、ソフィは手にした下帯を、ぴらっと広げてみせた。

「「「紐ひもっっ！」」」

　三人が一いつ斉せいに仰のけ反った。

「そんな紐を穿はけますか！」

　ソフィが掲げた物を、びしぃっ、と指さしながらステラステラがツッコむと。

「紐ではございません。紐のような下帯でございます」

「だ、だから。そんな物を穿いたら、いろいろと大変なことになっちゃうでしょ！」

「というかだナ、この裾丈があるようなないような侍女服の下にそんな紐のような下帯を着けるって危なすぎだネ!?」

　そう言ってリ・インが迫せまっても、ソフィは涼すずしい顔を崩くずさない。

「危ないからこそ、よいのではございませんか」

「な、なニ？　どういうことかネ？」

「ですから。皆様方のお役目とは、応対に出てきた兵士や将官たちの目を奪うばい、注意力を散さん漫まんにし、サイファカール様の策さく謀ぼうが上う手まく運ぶようにお手伝いすること……ではございませんか？」

「そそそ、それはそうだけれど」

　困こん惑わくの顔でステラステラが応えると。

「でございましょう？　ですから、相手の視線を引きつけ、集中力を乱し、意識を逸そらせるために、超ちよう短い裳も裾すその衣い装しようと超細い下帯が何よりの武器になるのです」

　ソフィは、うんうんと頷うなずいて言葉を継ついだ。

「皆様のような魅み力りよく的な美女が超短い裳裾の侍女服で目の前に現れたら、それを凝ぎよう視ししないでいられる男などいるでしょうか？　いえ、いません。そうなれば注意力は散漫になり、サイファカール様の話を冷静に検討してなどいられないでしょう。それこそ、サイファカール様が皆様に期待された役割ではございませんか？」

「うぅぅ、それはそうかもしれないけど……」

　思い切り腰こしの引けた体勢でステラステラは低く呻うめいた。

「では、お覚かく悟ごを決めて、その侍女服に着替えて、この下帯を穿はいて、サイファカール様のお役に立ちましょう。サイファカール様の。お役に。立ちましょう」

（そ、そうだわね。わたしはサイファカール様のお役に立つと決めたのですから、このくらいのことは……このくらいの……こ、このくらい……）

　手にした超短い裳裾の侍女服を見つめてステラステラが激しく葛かつ藤とうしていると、ぼそっとソフィが呟つぶやいた。

「ですが、こんな魅力的な侍女服を着た魅力的な皆様が現れたら、相手の将兵が心を奪われる前に、サイファカール様が心を奪われてしまうかもしれませんねぇ」

「着るわ」

　ステラステラは思わず自分の服に手をかけていた。

「おおう、我もこれを着て皇子の心を鷲わしづかみにしてやるヨ？」

　リ・インも着ている長裳を下ろし。

「わたしも頑がん張ば、る」

　ネムネモも悲ひ壮そうな決意を顔に漲みなぎらせ、革製の服を脱ぎ始めた。

　しかし。

　さすがに服を脱いだところで三人とも動きを止めてしまう。

「あの……本当に下帯まで着替えなくては駄だ目めなのかしら」

「ステラステラ様はサイファカール様のご期待に添そう覚悟がないのですか？」

「ききき着替えるわ。それを頂ちよう戴だい！」

　怒おこったような顔でステラステラが手を伸のばしてきた。

　ソフィは、内心でにんまり笑うと、どうぞ、と言って下帯を差し出した。

「我もそれを穿くヨ？　寄よ越こすがいいネ」

「はい、どうぞ、リ・イン様……って、わお？」

　下帯を渡わたそうとしたソフィは、思わず仰け反ってしまった。

「もう脱いでいらっしゃる!?」

　ステラステラが顔を向けると、すでにリ・インは下帯を脱ぎ捨すてていて、胸覆おおいだけを身に着けた恰かつ好こうで手を伸ばしている。

「あなた……大だい胆たんね。大胆不敵ね。というか、大胆無敵ね」

「おまえたちの前で恥はずかしがっても仕方ないではないかネ。だいたい風ふ呂ろに入るときはいつも互たがいに真まっ裸ぱだかではないカ」

「それはそうだけど……」

「風呂場とここでの着替えを同列に論じるリ・インの頭がおか、しい」

「ネムネモにツッコまれたヨ!?」

「喧けん嘩か売って、る？」

「まぁリ・インは恥はじ知しらずの厚こう顔がん無む恥ちだってことで、結論？」

　いかにも馬ば鹿かにしたような顔でステラステラがそう言うと、リ・インが、びしっと彼女を指さしてきた。

「我には睾こう丸がんを鞭むちで打つような趣しゆ味みなんかないヨ！」

「その睾丸じゃありません！」

「あのう、皆様、熱い睾丸論争はさておいて」

「そんな論争もしていません！」

「早くお着替えになってくださらないと、出発に間に合わなくなってしまいますが」

「そ……そうね。いまは喧嘩している場合ではないわよね」

　ごくりと唾つばを飲み込んだステラステラは、意を決して下帯に手をかける。

　ネムネモも大きく息を吸い、一気に吐はき出すと同時に一気に下帯を外した。

　一方、すでに下帯を脱いでいるリ・インは、鼻歌交じりで新しい下帯を穿いた。

　穿いたのだが。

「紐だネ。これ本当に紐みたいだネ。なんかもうまったくさっぱり隠かくれてないネ。とくにお尻しりの側が丸出しだネ」

　背中を覗のぞき込んだリ・インが情けない声を上げた。

　ステラステラも穿いた下帯を見下ろしたのだが。

（こ、これは思った以上に凶きよう悪あく！）

　彼女は慌あわてて卓上の侍女服に手を伸ばし大急ぎで着込んだが。

「ちょ、これ、裳裾、短すぎ。本気で短すぎ」

　ステラステラは必死で裳裾を下に引っ張ったが、そんなことで裾丈が伸びるはずもない。

「これなら裸でも変わら、ない。というより裸より恥ずか、しい」

　いつもはほとんど表情を変えないネムネモも、顔を赤くして自分の衣装を点検している。

「はい、着替え終わりましたか？　では、皆みなさん、整列なさってください」

　というソフィの呼びかけに、三人は彼女の前に横に並んだ。

　三人が着た侍じ女じよ服の胸むな元もとは大きく開いていて、なおかつ裳裾は超短い。ちょっと上体を反らせれば下帯が見えてしまうのは確実。ちょっと屈かがめば、お尻が丸出しになってしまうのは確実。何から何まで凶悪な衣装だった。

「では皆様、少しだけ練習をしておきましょう。はい、お帰りなさいませ、ご主人様」

　そう言ってソフィは大きく頭を下げた。

「お、お帰り、なさいませ、ご主人、様」

「駄目ですよ。もっと心を込こめて滑なめらかに自然に言わなくては、相手に不ふ審しんに思われてしまいます。頭の下げ方も、もっと丁てい寧ねいに。はい、もう一度」

「お、お帰りなさいませ、ご主人様！」

「では、あちらにサイファカール様がいらっしゃると思って、あちらを向いてもう一度」

　ソフィは向こうの壁かべ側を指さしたので、全員がそちらに向き直る。

（サイファカール様、この恰好を見てどう思われるでしょうか。魅力的だと思ってくださるかしら……って、魅力的とか、わたしは何を言っているのかしらっ！）

　ステラステラはぶんぶんと首を左右に振ふると、改めて気をつけの体勢を取った。

「お帰りなさいませ、サイファカール様」

「「「お帰りなさいませ、サイファカール様」」」

　三人は一斉に腰を折り、深々と頭を下げた。

　ソフィは普ふ通つうに立っているだけだったが、一礼した三人の衣装は背中側に引っ張られ、彼女のところからは肌はだ色いろをした六つの柔やわらかそうな丘おかが丸見えだ。隣りん接せつする双そう丘きゆうのあいだには白くて細い紐状の物が縦に走り、危ない箇か所しよをかろうじて隠している。

（これはいい仕上がり。いい仕事をしたわね、ゼフィ）

　侍女服と下帯制作の陣じん頭とう指揮を執とったのはゼフィだったようだ。

「はい、皆様、素す晴ばらしい出来でした。これならサイファカール様もきっとご満足なされると思いますよ？」

（本番ではわたくしもこれに着き替がえるといたしましょう。そしてサイファカール様に……うふふ）

「そ、そうか、な」

「ええ、そうですとも。もちろん、当初の狙ねらい通り、ロクサスの街の兵士や将官も、魅力的な皆様の魅力的な出いで立ちに、もうめろめろです」

　ステラステラは顔を赤くしたまま照れ照れと頭を掻かいた。

「だ、だといいのだけれど」

「というかだナ、こんな恥ずかしい恰好になっておいて失敗しましたじゃ報むくわれないヨ。何がなんでも成功してくれないと困るネ」

「そうですね、リ・イン様。そのためにも、わたくしたち侍女軍団が頑がん張ばらなくてはいけないと思いますよ？」

「お、そそそうだナ。ちょっと恥ずかしいが頑張るかナ」

「リ・インにも恥じらいという感情が残っていて、重ちよう畳じよう」

「ああん？　喧嘩売ってるのカ、ネムネモ？」

「売ってはいないけど買いたいなら売っても、いい」

　リ・インとネムネモが額をつき合わせて睨にらみ合っていると。

「はいはい、お二人とも。そんな言こと葉ば遣づかいとそんな目つきをしてはいけません。それでは侍女に見えませんよ？」

「う……そうカ」

「あぅ……注意す、る」

「では、参りましょうか。サイファカール様たち、そろそろご出発のために集まっている頃ころ合あいでございます」
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「じゃあ、出かけようか」

　馬車の前でサイファカールは供の者たちに気軽な調子で呼びかけた。

　これから一世一代の賭かけ──帝てい国こくの瓦が解かいの阻そ止しと自らによる再統一──に討うって出ようというのに、朝の散歩に出かけるような気負いのなさだ。

　もっとも、先ほどからちらちらと侍女軍団のほうに視線を走らせているから、サイファカールも四人の──すでにソフィも裾すそが超ちよう短い同じ侍女服を着ていた──恰好が気になっているようだ。

　当初、ソフィはゼフィにも同じ侍女服を着せようとしたのだが、本人だけでなくステラステラ、リ・イン、ネムネモの三人も断固反対したため、ゼフィだけはいつもの丈たけが長めの侍女服姿だった。




　賭けの第一歩、即すなわちロキシーヌ討とう伐ばつとアンブロウ州の奪だつ取しゆに付き従うのは。

　まずはサイファカールの身の回りの世話をする侍女軍団で、構成員はソフィとゼフィの本物に加え、ステラステラとリ・イン、ネムネモの偽にせ者もの三人組（もっともゼフィのことを本物の侍女と呼んでしまうのは疑問が残るが）。

　親衛隊長のフレイヤ（親衛隊員は、まだいない）。

　遊ゆう撃げき隊長のグラゥクス（急きゆう遽きよ、元の山さん賊ぞくたちを集めて遊撃隊を創つくった）。

　内政担当官のシュラトゥ。

　アル＝アラ軍団長のリリィ。

　軍団副長のヨーコとシュメイル。

　やはり内政担当官としてザネッティ。

　そして留守居役がセイヤとギ・ジュカ、レフラフティだが、ギ・ジュカはペリージア州の州都へ出向いている。

　そのギ・ジュカからの急使が、昨日、アル＝アラへと駆かけ込んできて、彼からの伝言をサイファカールに伝えてきた。

「ドゥールドォール将軍はサイファカール様の要よう請せいを受け、自ら兵を率いてアル＝アラへ出向いてくださるそうです」

　将軍の動きを確認したサイファカールは、ついにアル＝アラ軍団を動かす命令を下したのである。

　セイヤは、アル＝アラに入ったドゥールドォール将軍の監かん視し役。

　そしてレフラフティは……どういう役を振ればいいのか、まだサイファカールにも把は握あくできていなかったので、とりあえず彼は何か起きたときに伝令役として、サイファカールたちの下もとへ走ることになっている。もっとも、元水軍の長ちようである彼が本領を発揮できるのは海上だろう。自分でも言っていたように馬を走らせるのは苦手らしいから、急使としてどのくらい役に立つのかは未知数だった。




　そうしてアル＝アラの幹部と直臣たちにそれぞれ役割を振っておいて、そしてまんまとドゥールドォール将軍を己おのれの望む舞ぶ台たいへと引っ張り上げておいて、サイファカールはアンブロウ州を奪とりに出かけようとしている。

　首しゆ尾びよく事が運んでも、留守にするアル＝アラをドゥールドォール将軍に預けるわけだから、アンブロウ州奪取の代だい償しようとして東辺境州を手放すことにならないかと、アル＝アラの幹部たちは少しばかり後ろ髪がみを引かれる思いではあった。
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　送り込んだ物見によれば、ロキシーヌが率いるアンブロウ州軍団はすでに当地を離はなれ、帝てい都とへ向けて進軍を開始していた。サイファカールたちが州都のロクサスへ着く頃ころには、州しゆう境ざかいを越こえて隣りん州、リエンツェ州へと入っているだろう。

　リエンツェ州を預かるのはレムリガス将軍で、戦場では勇ゆう敢かんな戦いくさぶりを見せるが、意外に優ゆう柔じゆう不断で計算高いところがあるのをサイファカールは知っている。

　じっさいサイファカールが送った使者に対して、彼はのらりくらりという態度で接し、当たり障さわりのない返事しか寄よ越こさなかった。おそらく皇太子がすんなりと跡あとを継つげるかどうかを見定めようとしているに違ちがいない。だから、彼がロキシーヌの決起に対してどういう態度に出るのか、サイファカールにも読めていない。

　ロキシーヌの勢いに負けて彼に付くのか、あくまで皇太子に尽つくそうとしてロキシーヌの行く手を遮さえぎるか。

（まぁ、どちらに転んでも大差はないんだけどね）

　というのがサイファカールの考えだった。

　彼がロキシーヌの味方になれば、第四皇子の軍は大きく膨ふくれ上がる。他にも様子見に走る軍団長や長官が出るだろう。そうなれば、そのまま帝都に迫せまる確率が高くなる。阻止しようとする皇太子の側との大きな戦いが起き、双そう方ほうともかなりの損害を出すことになる。他の勢力にとって漁ぎよ夫ふの利を得られる展開だ。反皇太子勢力が勢いづき、皇太子がすんなりと跡を継げる状じよう況きようではなくなる。

　一方、レムリガス将軍がロキシーヌの行く手を遮れば、仮にロキシーヌが勝利できたとしても余計な時間を食うことになる。皇太子の側に迎むかえ撃うつための準備期間を与あたえてしまうわけだ。アンブロウ州軍団の兵員にもそれなりの損害が出るのは確実。第四皇子と手を組もうとしていた有力者も考え直すだろう。そうなれば、皇太子側の反撃を受けて敗れる可能性が極きわめて高くなる。そのときには、すでにアンブロウ州はサイファカールが押さえてしまっているから、ロキシーヌには逃にげ帰る場所がない。再起を図はかる本ほん拠きよがない。帝国外まで逃とう走そうするか、捕とらえられて処しよ刑けいされるかのどちらかだ。

　だから、レムリガス将軍がどういう態度に出ても、自分の戦略には大きな影えい響きようはないとサイファカールは断じていた。その辺りの読みはステラステラやフレイヤ、グラゥクス、そしてリリィやザネッティには伝えてある。

　戻もどってきた使者の報告によると、新帝国領となった周辺諸州の動きも、おおよそサイファカールの予想どおりで、ほとんどの州が様子見に走っている。いったい誰だれが新しい帝国の主ぬしになるのか、息を潜ひそめて見守っているといったところだろう。

　その中で一つだけ、独自の動きを見せている州があった。北方のロンディゥム州を預かっていた第三皇子が、しきりに兵を集めているという情報が入ってきたのだ。

　情報を制する者が戦いを制す。そう考えているサイファカールは、セイヤやレフラフティに対し、新しい情報が届いたらすぐに伝令を送ってくれと指示を出していた。だから、こうして馬車でロクサスへ向かっていても帝国内の動きはだいたい把握できている。

（ミラニエゥスの兄貴もやるつもりなのか。ちょっと意外……かな）

　揺ゆれる馬車の中でサイファカールは、次々に飛び込んでくる新しい情報の分ぶん析せきに余念がなかった。

　のだが。

「きゃあ」

　馬車が揺れる度たびに、サイファカールの左ひだり隣どなりに座っているソフィが倒たおれかかってくるから、その度に彼女の柔らかな胸がサイファカールの腕うでや肩かたに押しつけられ、彼の思考は中断してしまう。少し油断していると、そのまま彼女に押され、右隣に座っているゼフィの上に倒れ込んでしまう。侍じ女じよ服姿の姉弟きようだいに挟はさまれる──肉体的に上下から──という事態は、できれば避さけたいと思うサイファカールだった。

　おまけに倒れ込んだソフィの超短い裳も裾すそからは太ふと腿ももから超細い下帯までもが丸見えで、大きく開いた胸むな元もとからは豊かな胸の谷間が丸見えで、サイファカールとしても考えに集中できる状況ではなかった。

「もっ、もうしわけございません、サイファカール様」

　倒れかかる度に、いかにもすまなそうに謝るソフィだったが、ちょっと揺れるだけで、彼女の体はすぐにサイファカールのほうへ倒れ込んでくるのだ。そして馬車がどんな揺れ方をしても、何な故ぜか彼女の体が向こう側に倒れることは決してなかった。

（もう完全にわざとだろ、これ）

　どうしようかと困ってしまうサイファカールだが、そんな彼の思いを見み抜ぬいたように、ソフィはぐいぐいと体を──主に豊かな両胸の辺りを──密着させてくるから始末に負えない。

　サイファカールが何か言おうとすると、ソフィはそそくさと体を離し、身を縮こまらせて上うわ目め遣づかいに謝ってくるから困りものだ。謝りつつも、乱れた裾を直そうとしないから、太腿とか下帯とかは丸見えのままだ。

「サイファカール様にこんな粗そ相そうをしてしまうだなんて。わたくし、どんな厳げん罰ばつでも戴いただく覚かく悟ごでございます。ゼフィ共々」

「いや……」

「手て籠ごめですか？　やはり手籠めにされますか？　覚悟はできております。たとえ馬車の中であろうとも、如い何か様ようにでも、ご存分に、激しく、とことん、好きなだけ犯おかしてくださってよいのです。溢あふれるくらい子こ胤だねを注ぎ込んでくださってよいのです。この侍女服なら裾を捲まくる必要もございません。下帯だって脱ぬがす必要はございません。ちょっとずらせばなんでもできますよ？」

　そんなことを言いながらソフィは自分の手を危ない三角地帯に伸のばそうとする。

「こら！」

　見かねたステラステラが、反対側の座席から上体を乗り出してソフィの頭に手刀を叩たたき込んだ。彼女も侍女服なので、そういう体勢になるとサイファカールのところからは胸の谷間が丸見えだが、ステラステラは気づいていないようだった。

「あう！」

「あなた、わたしがいるのを完全に無視していますね！」

「こ、これは気がつきませんでした。あなた、いつの間に馬車に乗り込んだのですか？」

　ソフィが先せん輩ぱいの侍女という設定なので、ここでは対等の口のきき方だ。

「気がつかないわけないでしょっ！　最初からいたわよっ！」

「そうでしたっけ？」

　と小首を傾かしげたソフィは、では、と言ってステラステラの顔を正面から見つめた。

「わたくしと場所を変わりますか？」

「は……はい？」

「こちらに座れば、馬車が揺れる度にサイファカール様と急接近、急密着ですよ？」

（なんて魅み力りよく的な申し出……って、いえいえいえ。魅力的とか、わたしは何を言っているのかしら！）
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　慌あわてて自分ツッコミをしてしまうステラステラだった。

「ひ、必要ありません！」

「そうですか？」

　ソフィが上目遣いにステラステラを見やった直後。

「きゃあ！」

　馬車が揺れてもいないのに、彼女は悲鳴を上げて隣のサイファカールに撓しな垂だれかかった。撓垂れかかるというか、押おし倒す勢いで密着していた。

「こんなふうに急接近でございますよ？」

　寄りかかられたサイファカールは、迷めい惑わくそうな顔をしていたが、嫌いやがっているようには見えなかった。

（こここ、断ったのは早計だったかしら。わたしもこの侍女服でサイファカール様に倒れかかって全身全ぜん霊れいで以もつて密着してしまえば……って、いえいえいえ！　ですから早計とか密着とか全身全霊とか、何を言ってるのかしら、わたしは！）

　ステラステラは馬車の車体にがんがんと額を打ちつけた。

「落ち着いてステラ！　そして君は離れて、ソフィ」

　密着しているソフィの体をサイファカールが押し戻すと。

「罰ばつをお与えになってはくださらないのですか、サイファカール様？」

　目を潤うるませてソフィがサイファカールを見上げた。

「罰を与えるとすれば、僕の世話をする侍女役を解任するってことかな」

　ソフィが目を見開いて息を吞のむ。

「なんと？　では、サイファカール様はわたくしよりもゼフィをお選びになると仰おつしやるのですね!?」

　サイファカールも思わずソフィの額に手刀を打ち込んでいた。

「そんなことも言わないよ！」

「はう」

　ソフィの頭部が、かくっと後ろへ折れた。

「これ以上騒さわぐのなら、本気で解任……」

「懐かい妊にん！　願ったり叶かなったりでございます、サイファカール様。それはもう、溢れるほどたくさん注ぎ込んでくださいまし！」

「ああ、もう、この娘こは……」

　サイファカールは天を仰あおぎ右手で額を押さえた。

「ね、姉様」

　それまで無言を貫つらぬいていたゼフィが、意を決したような顔で姉を呼んだ。

「何かしら、ゼフィ？」

「そ、それ以上サイファカール様を虐いじめたら、僕が許さない……んだからね」

「よく言ってくれたね、ゼフィ」

　とサイファカールが誉ほめると、ソフィは大きく仰のけ反った。

　ステラステラまでもが身動きを止め、驚おどろきの目をゼフィに向けている。

「まさか弟がわたくしの競争相手として立ち塞ふさがるなんて！」

（まさか男の侍女がわたしの競争相手として立ちはだかるなんて……って、競争相手とか、何を言っているのかしらね、わたしは！）

　男の時点ですでに「侍女」ではないのだが、動どう揺ようしたステラステラはそこに気づかないまま、最大最強の自分ツッコミを内心で繰くり広げていた。

「あなたはどれほどサイファカール様に注ぎ込まれても懐妊なんかできないのよ？　わかっているのかしら」

　見下し顔でソフィがそう言うと。

「ぼぼぼ僕は懐妊なんて望んでないもの。あの……」

　ゼフィは、ちらっとサイファカールのほうに視線を向けたが、すぐに逸そらせ、赤い顔で呟つぶやくように言った。

「それだけで……充じゆう分ぶんです」

「それだけって、どれだけ！」

　ステラステラは思いきりツッコんでしまった。

　姉が弟を睨にらみつける。

「わたしより先に注がれたら、許さないわよ、ゼフィ」

「あなたも何を注がれたがっているの、ソフィ！」

「ステラステラ様もご一いつ緒しよに如何いかがです？」

　ぼんっっ。

　ステラステラの頭頂から蒸気が立ち上った。

「なっっ何を言ってるのかしらっ!?　そっそっそっ注がれるだなんて、そんなこと！」

　顔を真っ赤にして、ステラステラは両手を振ふり回す。

「教育官たるわたしの許しもなく、そそそんな破は廉れん恥ちな真ま似ねは許しませんっ！」

　馬車の中の騒ぎは収しゆう拾しゆうがつかなくなってきた。

「いや、もう、君たち全員、外に出ていってくれないかな」

　サイファカールは、げんなりとした顔で呟くのだった。
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　サイファカールを乗せた馬車は道を飛ばし──といっても、馬車だから限界がある──アル＝アラを出てから四日後にアンブロウ州の州都ロクサス近きん郊こうへ到とう着ちやくした。

　軍団の主力は後方に置いたまま、サイファカールはソフィ、ゼフィとフレイヤ、ステラステラ、リ・イン、ネムネモ、リリィを連れて街の城門前まで進んだ。その他の幹部たちは、少し離はなれたところに留とどまって様子を窺うかがっている。

　ソフィとステラステラ、リ・イン、ネムネモは、裾すそが超ちよう短い侍女服姿だった。ゼフィは通常丈たけの侍女服だが、合計五人もの侍女を従えていれば、害意を持っていないことを強調できる。

　リリィも軍団長に相応ふさわしからぬ可愛かわいらしい衣い装しよう──見た目には相応しいかもしれないが──に身を包んでいるから、城門前はなんとも場ば違ちがいな華はなやかさに包まれた。

　ロキシーヌが主力を率いて出かけてしまっているので、城門の警備はいつも以上に厳重だったが、警備兵たちは警けい戒かい感を強めることもなく、現れたサイファカール一行に好こう奇きの（好色の？）視線を注いでいた。

　多数の物見を周辺に放っているので、サイファカールの訪問はすでに留守部隊の知るところだった。相手の物見に察知されるという前提で、サイファカールはアル＝アラ軍団に帝てい国こく旗や東辺境州の州旗と共にアンブロウ州の州旗も掲かかげさせていた。戦いくさを仕し掛かけに来たわけではないということを、それで報しらせたのである。




「やあ、隊長」

　サイファカールは見知った顔を見つけて挨あい拶さつをする。先日に訪おとずれたとき、城門で一ひと悶もん着ちやくを起こしたときに言葉を交かわしているから、向こうもサイファカールの顔を覚えていた。前回の訪問の際の布石が活いきた恰かつ好こうだ。

　しかし、いくら相手が皇族とはいえ、予告なしの訪問であるから、主あるじが留守をしている街へ簡単に入れてしまうわけにもいかない。隊長は慌てて街の留守居役のところへ部下を走らせた。

「すぐに責任者が来ると思いますので、申し訳ありませんが、しばらくお待ちいただけますか？」

「いいとも。いくらでも待つよ」

　サイファカールはとりとめない雑談を隊長とかわしながら待った。その間かんずっと隊長の視線がサイファカールとその背後に居並んでいる侍じ女じよ軍団のあいだを揺ゆれ動いているのが丸わかりだった。

　十分ぶんも経たたないうちに、ロキシーヌからロクサスの街の留守居役を任された男が姿を見せた。その顔にサイファカールは見覚えがあった。ロキシーヌとの会見の席に顔を出していた幕ばく僚りようの一人だ。

「やあ、君は……」

「モンテゥラでございます、サイファカール様」

　サイファカールはにこやかな顔で留守居役に声をかけた。

「そうか。モンテゥラ。お役目ご苦労様だね」

　相手は怪け訝げんそうな、疑わしそうな目をサイファカールに向けてきたが、視線をサイファカールに固定することはなく、背後に居並んでいる侍女軍団のほうへも、ちらちらと走らせていた。

「サイファカール様、本日はどんな御ご用よう向きでありましょうか？　ロキシーヌ様は軍団を率いて街をお出になりました。ここにはいらっしゃいませんが」

「うん、もちろん知っているよ。だって僕はその兄上から、この街の防衛を手伝うように言われたんだからね」

「えぇ!?」

　モンテゥラは驚きに顔を歪ゆがめている。

　当然だろう、彼にしたら青せい天てんの霹へき靂れきなのだから。

「いえ……あの……？」

　どう応こたえていいかわからないまま目を白黒させているモンテゥラに、サイファカールは畳たたみかけるように言う。

「君が知らないのも無理はないよ。兄上は部隊を率いて街を出るに際して、僕のところへ密使を遣つかわしてきたんだからね」

「あの……そうなのでありますか？」

「うん。ドゥールドォール将軍の件は聞いているかな？」

（あぁ。たしかにロキシーヌ様も、あの将軍の動向からは目を離すなと仰っていたけれど……）

「動向に注意するように言われてはおりますが」

　とモンテゥラが答えると、サイファカールは、

「え!?」

　と叫さけんで驚いた顔になった。

　横目でサイファカールのことを窺っていたリリィは、内心で舌を巻く。

（上う手まいのう、サイファカール様は。ギ・ジュカとまではいかずとも、旅芸人一座くらいなら主役を張れるほどの演技力じゃの）

「まだ君のところに報告が届いていないのかい!?」

　サイファカールの驚き方がふつうではなかったため、モンテゥラは不安をかき立てられてしまう。

「な、何が、でありますか？」

「ドゥールドォール将軍が兵に出動の準備をさせていることさ」

「えぇえっっ!?」

　サイファカールは顔を顰しかめ、腕うで組ぐみして低く唸うなった。

「やはり知らなかったのか」

（いかん。また噴ふきそうだわ）

　リリィはそれとなくサイファカールから顔を逸らせた。

「ドゥールドォール将軍が兵を率いて出動……というのは、あの、本当でありますか!?」

　モンテゥラは顔色が蒼そう白はくになっている。かなりの衝しよう撃げきを受けているのは確実だ。

「もちろん。こんなときにこんな嘘うそを、僕は吐つかないよ」

　サイファカールの言ったことは嘘ではない。実際、ドゥールドォール将軍は支配下の軍団に出動の準備をさせているのだ。サイファカールの要よう請せいに応えるために。

　ギ・ジュカからの伝令によれば、将軍は二個軍団を率いてアル＝アラに向かうつもりで大急ぎで出動の準備を進めていた。今いま頃ごろはアル＝アラへと行軍している最中だろう。だから嘘ではないと言うサイファカールの言葉は、嘘ではない。しかし、本当かと言われると微び妙みようなところである。何しろ自分の要請に応え、援えん軍ぐんを率いてアル＝アラに向かっているだけなのだから。それを敢あえて言わずに「本当だ」と答えれば、嘘を吐いたことになる。そこでサイファカールは「本当か？」という問いに「嘘ではない」と答えたのだ。それならば嘘を吐いたことにはならない。

　サイファカール皇子はじつに芸が細かいと、そっぽを向きながらリリィは感心する。

　モンテゥラは喘あえぐように応えた。

「い……いえ、まだその情報は入ってきておりません」

「そうか。だったら、すぐに確かめたほうがいい」

「あ、はい、さようであります、ね。すぐにも物見を送ろうと思います」

　と敬礼を寄よ越こしたモンテゥラは、敬礼を解くと遠えん慮りよがちに訊きいてきた。

「あの、サイファカール様は、このことを報せてくださるために、わざわざロクサスまでいらしてくださったのでありますか？」

「それもあるけど、本命はこっち」

　サイファカールは軽く右手を挙げて合図を送る。すると何かの書状を携たずさえたステラステラが進み出てきた。

　侍女服姿のステラステラは書状を恭うやうやしくサイファカールに手て渡わたすと、しずしずと下がっていった。

「僕がここに来たのはこのためだよ」

　サイファカールは書状を広げ、それをモンテゥラの眼前に掲げた。

「読んでみて」

　書状に視線を向けたモンテゥラは、素早く文面を読み始め、そして。

「ななな、なんですって!?」

　大きく顔を歪め、驚おどろきの声を放った。

「ロキシーヌ様がサイファカール様に援軍を命じられた!?」

「そうなんだ。ドゥールドォール将軍の動きを懸け念ねんした兄上が密使を寄越して、僕にロクサスを守るよう言ってきたんだよ。何しろドゥールドォール将軍が兵を動かしたとなると、狙ねらうのはこのアンブロウ州だろうからね」

　これは嘘だ。サイファカールはドゥールドォール将軍がアンブロウ州を狙ってなどいないことをよく知っている。けれど事情を知らない者にすれば、アンブロウ州を将軍が狙うのは自然に思える。何しろロキシーヌは帝てい都とへ向かう兵力を確保するため、ロクサスだけでなく、州内の都市の守備兵もぎりぎりまで削けずっている。いま、アンブロウ州は空っぽも同然なのだから、当事者であるモンテゥラが、ドゥールドォール将軍がこの州を狙うのは大いにあり得ることだと思ったのも自然だった。

「そうでしたか」

　と頷うなずいたモンテゥラだが、しかし、すべてを納なつ得とくしたわけでもなさそうだ。

「ですが、サイファカール様に応援をお頼たのみになったこと、わたくしはロキシーヌ様から一言も聞いてはおりませんでしたが……」

　と首を捻ひねっている。

「それはそうだよ。僕に援軍を頼んだことが知られれば、そして僕が要請に応えて出動したことが知られれば、今度は辺境州が空っぽになるのが相手に筒つつ抜ぬけだ。ドゥールドォール将軍にとって、辺境州を奪とることなんて赤子の手を捻るのも同然の楽な仕事だよね？」

「た……たしかに」

「だから兄上は、僕が困らないようにと極秘に援軍要よう請せいをしてきたんだよ」

（それも、あり得ることかもしれない）

　話の流れに乗せられたモンテゥラは、そう思ってしまった。

「それに兄上は僕のことをいつも気に掛かけていてくれたからね。そんな兄上の配はい慮りよに応えようと、僕も密ひそかに、かつ大急ぎで準備を進めて、アル＝アラの軍団を率いて馳はせ参じたってわけさ」

「そ、そうでありましたか」

「疑っているなら、兄上のところへ使者を送ったら？」

「あ、いえ、疑うとか、そんなことはありませんが……まぁ、いちおう、念のため、使者は送らせていただこうと思いますが……」

「兄上への使者もそうだけど、ドゥールドォール将軍のところへも使者を送ったほうがいいんじゃない？　将軍の真意を質ただすために」

「あ！」

　サイファカールの指し摘てきを受け、モンテゥラはぎくりと固まった。

（たしかにサイファカール様の仰おつしやるとおりだ。将軍の動向を掴つかんでおかないと、いざというときの対応が遅おくれる。本当にここを狙っているのかどうかを探さぐっておくのは大事なことだな）

「では、ロキシーヌ様へ送る使者と一いつ緒しよに、ドゥールドォール将軍へ送る使者も用意するといたします。ご忠告、深謝であります」

「ああ、それがいいね。ところで」

　サイファカールは背後を振ふり返って、控ひかえている供の者たち──超ちよう短い裳も裾すその侍女衣い装しように身を包んだ四人と通常の侍女衣装の一人と、可愛かわいらしい衣装の子供のような女子──を見やった。

「僕はどうしたらいい？　兄上の使者が戻もどるまで街の外で待ってる？」

　モンテゥラは困った。急使を送ったところで、戻るのは明日あした以降だ。皇族に対して街の外で夜営してくれとは言い難にくい。少し迷ったが、結局、彼はこう言うしかなかった。

「……部隊を入れていただくわけにはいきませんが、サイファカール様は、どうぞ王宮のほうへ。お部屋をご用意いたしますので」

（よし）

　サイファカールは内心で大きく頷いた。

「そう。助かるよ。ありがとう」

「こちらこそ。遠路、ご苦労様でした」

「何人か連れていってもいいかな？」

　と言ってサイファカールは侍じ女じよ軍団のほうを指し示すと、侍女服姿の五人は、モンテゥラに向かって恭うやうやしく低頭した。

　その体勢だと、どう考えても背後が……というか、お尻しりの辺りががら空きになっているのは確実で、前からでは見えないにも拘かかわらず、侍女軍団の腰こしの辺りに目が向いてしまうモンテゥラだった。

（すごい衣装だな。あんな美人の侍女をいつも引き連れて歩いているのか。羨うらやましいな）

　などと思ってしまう。

（あんな衣装の侍女が皇子宮を歩いていたら、眼がん福ぷくだな）

　などとも思ってしまう。

　それでつい、

「はい、それはかまいませんが」

　と応えてしまった。

「じゃあ、供回りを十人ばかりと、警護の兵を八百ほど入れていいかな」

（え？　警護の兵？）

　モンテゥラの意識の中では侍女たちだけのつもりだったのだが、サイファカールのほうは警護の兵も含ふくめての話だったようだ。

（いや……今さら駄だ目めだとは断れないし。しかし兵の八百はどうだろう。ロキシーヌ様の留守中に何か揉もめ事でも起こされたら不ま味ずいな。とはいえ、軍団主力が出で払はらっている今、もしもサイファカール様の身に何かあれば俺の責任問題になるし）

　モンテゥラは、サイファカールの兵が害意のある行動を取る可能性など、まったく考えていなかった。そもそも何かよからぬことを企たくらんでいるなら、あんな恰かつ好こうの侍女を何人も連れてくるはずがないというのが彼の判断だ。モンテゥラが懸念したのは、入れた兵が街の兵と喧けん嘩かを起こさないかとか街の住民にちょっかいを出さないかとか、そういう可能性だけだった。

　相手が迷っているのを見て、サイファカールは妥だ協きよう案を提示する。

「八百は多すぎるかな？　じゃあ、半分の四百でかまわないけど」

　元々、四百を入れるつもりだ。しかし、最初から四百と言わないのがサイファカールの用心深さである。四百だろうと六百だろうと八百だろうと、相手は迷う、躊ちゆう躇ちよする。そこで最初は多めに吹ふっかけておいて、その後、兵数を削れば、こちらは譲じよう歩ほしたという姿勢を見せることができる。

　じっさい、モンテゥラはそう感じ取った。

（サイファカール様がそこまで譲歩してくださったんだ、こちらもある程度は譲歩しないとな。それに、まだ街には千五百の兵がいる。四百程度なら、多少の騒さわぎが起きても抑おさえられる）

　そう判断したモンテゥラは、

「承知いたしました。四百だけなら」

　と、サイファカールの言い分を吞のむことにした。

　サイファカールとモンテゥラのやり取りを息を潜ひそめて見つめていた供の者たちは、皇子の用よう意い周しゆう到とうさに改めて感心するのだった。

「助かるよ」

　サイファカールは背後を振り返り、控えていたフレイヤを呼んだ。

「はい、皇子様」

　白しろ銀がねの鎧よろいに身を包んだ背の高い女が駆かけ寄ってきた。

「紹しよう介かいしておくよ、モンテゥラ。これが僕の親衛隊長、フレイヤだ」

「フレイヤであります。主人共々、よろしくお願いいたします」

「あ、ご丁てい寧ねいにどうも。わたしがロキシーヌ様からこの街の留守を任されているモンテゥラです。よろしく」

「供回り十人と警護兵四百人、僕と一緒に皇おう子じ宮きゆうまで入ってもらうよ、フレイヤ」

「承知いたしました」




　ということでサイファカールは、フレイヤ、ステラステラ、リ・イン、ネムネモ、ソフィとゼフィ、グラゥクス、リリィ、ヨーコ、ザネッティの十人と四百名の兵を従えてロクサスの街の皇子宮へ入ることになった。




　　　　７




　兵四百のうち三十名がサイファカールたちに用意された皇子宮内の部屋の警護に当たり、残りは建物内や建物の周囲に配置された。本来なら皇子宮の警護兵が受け持つ役割だが、街に残っている兵数が少ないので、サイファカールの警護は彼自身の兵に任せてしまおうというモンテゥラの判断だった。それなら、万が一のときでも自分の責任にはならないという計算も働いた。

　用意された部屋は、サイファカール用のものと供回りの者が使う大部屋の二つだった。

　夜になり、その大部屋に、ネムネモ以外の全員が──サイファカールも含めて──集まってきた。

　ネムネモはすでに着き替がえを済ませ、ある任務を帯びて街を抜ぬけ出していた。山の民たみ出身の彼女にとって、夜、警備が手て薄うすな街から抜け出すのは容易たやすいことだった。




「さて、ここまではだいたい予定どおり。ということは、このあとも予定どおり行けるということだね」

　一同を見回してサイファカールがそう言うと、リリィが応こたえた。

「皇子宮の者たちが寝ね静しずまった頃ころ合あいに動くのですじゃな」

　サイファカールは重々しく頷いてから、ヨーコを見やった。

「街の兵の配置は掴めた？」

　日が暮れた後、ヨーコはネムネモと共に街中を回って、兵の配置や警備状じよう況きようなどを確かめていたのだ。

　彼女は左腰の刀の柄つかを左手で軽く握にぎって答えた。

「城門の警備、城じよう壁へきや望ぼう楼ろうの見張り、そして街中の巡じゆん回かい。それらに人手を回しているため、皇子宮には大して兵が残っていません」

　頷うなずいたサイファカールは、今度はソフィとゼフィ、ステラステラの顔を見やった。

「はい、建物内を歩いて皇子宮で働いている人たちに少し話を聞いたのですが、少なくともこの建物内では、兵隊の姿をほとんど見かけませんでした」

　とソフィが応えると、ゼフィもこくこくと頷いた。

「留守番として残っている兵は一千五百ほどだそうです。ちょろっと口を滑すべらせてくれた兵がいまして」

　とステラステラが言うと、サイファカールは、そうか、と頷いた。

「兵数が把は握あくできたのは大きいね」

　侍女服の三人なら、建物内を歩いていても怪あやしまれないし、皇子宮勤めの者に話を聞いてもおかしくない。ということで、サイファカールは三人にそれとなく内情を探るように命じたのである。

　ステラステラやソフィは、行く先々で警護の兵や奉ほう公こう人に（もちろん、相手はみな男）取り囲まれ雑談をかわしていた。その流れで幾いくつかの秘密事じ項こうを聞き込んでいた。超短い裳裾の侍女衣装が威い力りよくを発揮したということだ。

　リ・インやネムネモも内情を探りに行こうとしたが、侍女服を着ていても相手と喧嘩になる可能性のあるリ・インと、侍女服を着ていても口数が増えないネムネモは、内情偵てい察さつに向いていないというサイファカールの判断で、彼の手元に留め置かれた。

「では、最終確かく認にんね。ソフィとゼフィ、ステラステラとシュラトゥ、ザネッティは、僕と一緒に残る。フレイヤとグラゥクスは、ここに入れた兵を率いて皇子宮を制圧。リリィとヨーコとリ・インは一隊を率いて城門の警護兵を急きゆう襲しゆうして城門を開く。その頃ころにはシュメイルが率いる軍団主力がすぐ近くまで接近しているはずだから、リリィとヨーコはシュメイルと合流し、軍団を率いて城内に突とつ入にゆう、街中を制圧する。だいたいこんなところかな。リリィとヨーコ、リ・インの受け持ちが少しキツいかもしれないけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「城門警護の兵は百名程度なのじゃな、ヨーコ？」

　ヨーコは静かに頷いた。

「夕刻に確認したときは」

「夜になったからといって倍増することもなかろうの。ならば問題はなしじゃ、サイファカール様」

（百人でも問題なしか。頼たのもしい限りだね）

　サイファカールは城門制圧を担当するリリィ、ヨーコ、そしてリ・インの三人を順番に見やる。

　するとその視線を受け、リ・インが上体を反らせ胸をドンと叩たたいた。

「まったく問題ないネ。内情調査ではあまり役に立てなかったけど戦せん闘とうなら任せるがよいのヨ。大船に乗ったつもりでいるがよいのヨ」
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　リ・インの大きな胸が揺ゆれ、リリィとヨーコが、うっっ、と仰のけ反った。

（嫌いやみか？　儂わしに対する嫌みなのか!?）

（自じ慢まんか？　自慢しているのか!?）

　リ・インを見る目が自然と険しくなる二人だった。

（あの衣装で胸を反らせると、案の定、下帯が丸見えだわね。わたしも注意しなくては）

　思わず自分の超ちよう短い裳も裾すそを下に引っ張るステラステラだった。

（というか、リ・インは、この衣装で制圧作戦に出るつもりなのかな？）

　本当に大丈夫なのかと危き惧ぐするサイファカールだが、それを確認しようとすると、また何かややこしい事態が持ち上がらないとも限らないので、敢あえて流す方向で話を進めた。

「えぇと、何か質問はある？」

「サイファカール様のところが、守るべき人数に比して、守る者がソフィとゼフィに兵の三十だけというのが、些いささか心こころ許もとないのでありますが」

　とフレイヤが訊きいた。

　サイファカール、ステラステラ、シュラトゥ、ザネッティという、あまり武力に自信のない四人をソフィとゼフィの二人と兵の三十だけで守るというのは、たしかにフレイヤからすれば不安が残るところなのかもしれない。

　しかしサイファカールは、あっさりと首を横に振ふった。

「問題ないと思うよ。この建物内には兵がいないみたいだし、皇子宮全体でも大した兵数じゃないだろうし。フレイヤとグラゥクスなら、あっという間に蹴け散ちらしてくれるんじゃないの？」

「ももも、もちろんであります。警備の兵に、あ、と言う間すら与あたえないであります」

　サイファカールは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「なら、僕の守りは、それで問題ないね」

「ななな、ないであります」

　しゃちほこばって応えるフレイヤを横目に、ステラステラは内心でため息を吐ついた。

（あぁもう、この皇子はどこまで女誑たらしなのかしら）

　ステラステラの思いなど知らぬ顔で、サイファカールは言葉を継ついだ。

「それに、モンテゥラが送り出した使者を始末すれば、ネムネモが戻もどってきてくれるし。彼女が戻れば不安はないよ」

「で、ありますか」

　フレイヤも納なつ得とくしたようなので、サイファカールはさらに話を先へと進める。

「それより。フレイヤこそ大だい丈じよう夫ぶなの？　まだ肋ろつ骨こつは完全に癒いえてないんじゃ？」

　フレイヤはさらに背筋を伸のばし、いえ、と応えた。

「もうほとんど痛みはないでありますので、問題はないであります」

「それに関しちゃ」

　とグラゥクスが口を挟はさんできた。

「俺に責任がありますんでね。こいつは必ず俺が守りまさぁ、サイファカール様」

　サイファカールはにこやかな顔で頷いた。

「うん、頼んだよ、グラゥクス。フレイヤも無茶をしないようにね」

「なんというありがたいお言葉！　このフレイヤ、感激のあまり涙なみだで目がかすんできたであります」

　フレイヤは誇こ張ちようでもなんでもなく、本当に目に涙を浮うかべている。

（ああもう。ああもうもう。どうしてこの皇子はこれほど自然にあくまでどこまで女誑しなのかしら）

　怒おこるべきなのか呆あきれるべきなのか、それとも嘆なげくべきなのか、じつに複雑な心境になるステラステラだった。

　サイファカールはフレイヤから視線を戻し、改めて居並ぶ全員を見回した。

「作戦が始まってしまえば、お互たがい連れん絡らくを取り合っている暇ひまはない。もちろん僕はここにいるから判断を仰あおいでもらってもいいんだけど、それが間に合わないときは、自分たちの判断で動いてもらうしかない。みんな頼んだよ」

　ある者は真しん剣けんな面おも持もちで、ある者は強こわばった表情で、ある者は余よ裕ゆうの顔で、サイファカールに対して応えた。

「任せてください」

　と。




　全員に向かって静かに頷いたサイファカールは、ゆっくりと顔を巡めぐらせ、南西の方角を見やった。

（モンテゥラがロキシーヌへ送った使者はネムネモが始末してくれる。もし討うち漏もらしたとしても、使者が兄貴の陣じん営えいへ駆かけ込むのは明あ日すか明後日あさつてだ。今夜中に街の制圧を済ませてしまえば）

　サイファカールの視線の先には部屋の壁かべがあるだけで、その向こうが見通せるわけではないのだが、彼にはロキシーヌの未来が見えていた。

（本ほん拠きよ地ちを失ったロキシーヌは立ち枯がれる。取って返して街を奪だつ還かんしようとすれば隣りん州のレムリガス将軍に背後を襲おそわれる。負けるとわかっている相手にレムリガス将軍が手を貸すことはないだろうからね。進退窮きわまったロキシーヌを討って皇太子側に恩を売ろうとするのは間ま違ちがいない）

　サイファカールは、自分の覇は業ぎようが上々の滑り出しを見せたことに手応えを感じていた。
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「よし。そろそろ行くかの」

　手にした小さな砂時計の砂が落ちきったのを確かく認にんすると、闇やみに佇たたずんでいたリリィが立ち上がった。時刻はちょうど日付が変わる頃ころ合あいだ。

　リリィは街を訪おとずれたときの可愛かわいらしい衣い装しようではなく、革製の戦闘服に着き替がえていた。

　リ・インも侍じ女じよ服を脱ぬぎ、裾すそが割れた丈たけの短い裳もに着替えていた。いつもの長裳ではなく短裳なのは、足技を繰くり出すときに短いほうが楽、という理由らしい。

　一方、ヨーコはゆったりとした筒つつ袴ばかま姿で、左ひだり腰こしに独特の意い匠しようの剣けん──本人は「刀」と呼んでいる──を差していた。

　リリィに続いて、リ・インとヨーコもひっそりと立ち上がる。

　三人は闇に紛まぎれて足早に歩き、城門へと近づいていった。

　大きな城門の内側では盛んに篝かがり火びが焚たかれ、数名の不ふ寝しん番ばんの兵士が警備に就ついている姿が浮かび上がっている。

「ふむ。城門前に三十人、城じよう壁へきの上に二十人、詰つめ所に三、四十人……といったところか。外にも二十人ほどいるんじゃったな。どれ、城壁の上にいる連中は儂わしが片付けよう。上を掃そう除じしたら、外の奴やつらも片付けておく。ぬしらは城門前のと詰め所のとを頼たのむ」

　物もの陰かげで気配を窺うかがっていたリリィは、こともなげにそう言った。

　リ・インは内心で舌を巻く。

（この小っこいの、恐おそろしくデキるネ）

「ヨーコよ」

「なんですか、リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ？」

「できるだけ斬きらん方向でな？」

　左腰に差した刀の柄つかにゆっくりと右手を載のせ、ヨーコは静かに応こたえた。

「頑がん張ばってみます」

（こっちの女も凄すさまじい腕うでだネ。これは我もうかうかしてられないのヨ）

　リ・インは気息を整え、体内で闘気を練り上げる。

　今度はリリィとヨーコがリ・インの闘気に注目した。

（ほほう？　言うだけのことはあるの）

（ふむ。なかなかの腕うで前まえだ。面おも白しろい）

「よし、行くとするかの」

　いきなり三人の姿がかき消えた。

　城門までの距きよ離りは十ヤルド以上はあったはずだが、一足飛びに飛んだかと思えるほどの速さで駆けた三人は、兵に気づかれる前に城門へと到とう達たつしていた。

　直前でリリィだけが方向転てん換かんする。

　何かが来た？　と思った瞬しゆん間かん、不寝番の兵は声も漏らさずその場に昏こん倒とうした。

　まさに「あ」と言う間すら与あたえない早はや業わざだった。

　三十人もいた不寝番の兵は、何が起きているのかわからないまま、次々と地に倒たおれ伏ふしていく。

　兵を攻こう撃げきしながらリ・インが横目で窺うと、城壁を登り切ろうとするリリィの姿が目に入ってきた。

（手がかりのない垂直な城壁をああも軽々と登るかネ!?　あのちびっ子、本物だネ）

　指先で己おのれの体を支えているのか、それとももっと別の技わざを使ったのかはわからないが、いずれ人間業とも思えない身のこなしだった。

（ますます負けていられないのヨ）

　リ・インは凄まじい速さと威い力りよくで拳こぶしを振ふるい、蹴けり技を繰り出し、兵を打ち倒していく。

　蹴りを繰り出す度たびに割れた裳も裾すそが大きく翻ひるがえり、筋肉質の足が太ふと腿ももまで覗のぞけたが、リ・インは一向に気にすることなく、兵のあいだを飛び回った。

　ヨーコも密集する兵士のあいだを駆け抜ぬけ、抜ばつ刀とうした刀の峰みねで兵を打ち倒していった。その動きは、扇おうぎを手に舞まいを舞っている踊おどり子のような華か麗れいさと優ゆう雅がさだった。どれだけ刀を振るってもすべて峰打ちというのも見事だった。

　リ・インに殴なぐられたり蹴られたりした者の中には骨折した兵もいただろうが、それでも二人は誰だれ一人殺すことなく、瞬またたく間に城門前を制圧した。ヨーコが合図をすると、それまで物陰に身を潜ひそめていたアル＝アラ軍団の兵たちが駆け寄ってきた。

「縛しばり上げておけ。声を出せないように猿さる轡ぐつわも忘れるな」

　と指示を与えておいて、ヨーコとリ・インは息つく間もなく詰め所に向かって突とつ進しんしていった。
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　二人が城門前で兵をなぎ倒している頃ころ、城壁の上でも暴風が吹ふき荒あれていた。




　恐ろしいほどの握あく力りよくと指の力で己の体を支え、猿ましらのように城壁を登ったリリィは、己の体を持ち上げると、城壁の上じよう端たんを思い切り蹴った。

　蹴った反動で高々と宙を舞まったリリィは、木の葉のように静かに降下して城壁上の通路に降り立った。そこに立つまで彼女の存在に気づいた兵はいなかった。

「ふむ。ちと弛たるんではおらんか？」

　そう言って、リリィが周りを見み渡わたしたところで、兵の何人かが初めて彼女の存在に気づいた。が、何しろリリィの見た目は子供。こんな時間にこんな小さな女の子がこんな場所へ何をしに来たんだろう？　などという場ば違ちがいな感想を抱いだいただけで、咄とつ嗟さに反応できた兵士は皆かい無むだった。

　松たい明まつの炎ほのおに照らされた通路上のリリィの姿が、ふっとかき消えた。

　と思った次の瞬間、数人の兵士が頹くずおれていた。

　そしてまたリリィの姿が消え。

　別の場所でまた数人の兵が倒れ。

　それを繰り返しているうちに、通路上に倒れる兵士の数がどんどんと増えていく。

　そこに至って、ようやく兵たちも、相手が自分たちを攻撃していることに気づいた。

　だが、時すでに遅おそしである。

　身構える間もなく、兵の眼前に迫せまったリリィが貫ぬき手てを繰り出し。
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　鳩みぞ尾おちを深々と抉えぐられた兵は悲鳴を上げることさえなくその場に昏倒する。

　城壁上にいた二十人ばかりの見張りは悉ことごとく撃うち倒され、石いし畳だたみの通路の上に転がった。

　転がった兵たちを、リリィは冷ややかな目で見下ろす。

「鳩尾や腹を突ついただけじゃから、死んではおらんじゃろう。そう簡単に起き上がれるとも思えんが、念のため縛っておくとするかの」

　彼女は身に着けた小さな物入れから糸を取り出し、兵同士の手首を縛っていく。こうしておけば、足まで縛らなくても、助けを求めて駆かけ出すことはできない。糸を切ろうにも、全員が両手首で繋つながれているので簡単に剣を取ることもできない。気がついた者は大声を上げるしかないが、大声を上げればアル＝アラ側の兵も気づくので、改めて捕ほ縛ばくに来ればいいという読みだ。

「一人で二十人を縛るのは面めん倒どうじゃのう。ヨーコのほうは兵を連れているから楽じゃが」

　などとぶつぶつ言いながらも、リリィは二十人あまりの兵を拘こう束そくし終えた。

「どれ、外の兵を……」

　城壁から外を見下ろすと、城門の周囲に何人もの兵が倒れているのが見えた。というか、動いている兵の姿は見えなかった。篝火だけが盛んに燃えている。

「なんじゃ？　もう終わっておるではないか。いったい誰だれが……ああ、そうか。あの山やま猫ねこ娘むすめか。第四皇子殿どのへの使者を始末して戻もどってきて、外にいた見張りを倒して城内へ戻った……んじゃな。なかなか仕事が早いのう。皇子が連れてきた女たち、手て練だれ揃ぞろいじゃな」

　リリィはネムネモ、リ・イン、フレイヤといった皇子の直臣の顔を思い浮うかべる。

「そのうち一度、仕合ってみたいものじゃが、まぁそれは先の話じゃな。とりあえず下に戻ってヨーコとリ・インを手伝うとするかの」

　リリィは城壁の通路を蹴って空中高くに身を躍おどらせ、そのまま地面めがけて落下していった。

　空中で姿勢を整えると、彼女は音もなく地面に着地した。着地の瞬間、膝ひざを折って見事に衝しよう撃げきを吸収している。体重が軽いからこそできる業わざだろうが、それにしても三ヤルドの高さの城壁上から飛び下りてほとんど衝撃を受けないというのは人にん間げん離ばなれしている。

「なんじゃ。こちらも、もう終わっておるわ」

　地に降り立ったリリィが周囲を見回すと、そこかしこに倒れて縛られたアンブロウ州の兵士が転がっているだけで、リ・インやヨーコの姿は見当たらない。

「詰め所のほうも、もう終わりそうじゃな。やれやれ、思った以上に楽な仕事じゃったの。ヨーコはともかく、あのリ・インという女も、なかなか大した腕よのう」

　リリィはにっと笑うと、詰め所のあるほうへ悠ゆう然ぜんと歩を進めるのだった。
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　一方、こちらはフレイヤとグラゥクスである。

　作戦遂すい行こう中にグラゥクスが自分のことを嫁よめ呼ばわりしないかと恐れていたフレイヤだが、さすがにそんなことはなかった。

「親衛隊長」

「いえ……フレイヤでいいでありますよ」

「そうか。では、フレイヤ」

「なんでありますか、グラゥクス」

「俺は半数を率いて向こうの建物群を押さえる。おまえは残りの半数を率いて、こちらを頼む」

「半数を？」

「俺の部下たちはおまえの強さを知っているからな。おまえの言うことなら素す直なおに聞く。存分に使ってくれていい」

「で、ありますか。ならば遠えん慮りよなく」

「では、後ほどな」

「あぁ、グラゥクス」

「なんだ？」

「できるだけ殺さないようにお願いしますよ？」

「山割りは持ってきてないからな。殴る程度じゃ死なないだろう。まぁ、骨の五本や十本くらい折れるかもしれないがな」

「それもう、ほとんど死んでいるでありますよ！」

　とフレイヤにツッコまれ、グラゥクスは頭を掻かいた。

「仕方ねえなぁ。優やさしく殴るわ。二、三本で済むように」

「それのどこが優しく……いえ、そのくらいならサイファカール様も許してくださるでありましょう」

「おまえには言うまでもないことかもしれないが、気をつけてな。胸の傷も完治したわけじゃねえんだろ？　無理はするなよ」

「しないでありますよ」

「もし無茶して悪化させるようなことがあれば」

　にやりと笑って、グラゥクスが大きな掌てのひらを掲かかげて広げた。

「俺が痛むところを優しく撫なでてやる……あ、揉もんだほうがいいか？」

　フレイヤは右手を水平に伸ばし、びしっ、とグラゥクスを指さした。

「要いらないでありますよ！」

　グラゥクスは、くくっ、と笑って言った。

「撫でられたり揉まれたりするのが嫌いやなら無茶をするなってことだ」

「……わかっているであります。グラゥクスも無茶をしないように頼たのむであります」

「承知した。じゃあ、あとでな」

「ええ、後ほど」

　隊長格二人の顔と名前を確かく認にんしたフレイヤは、百五十名を率いてグラゥクスと分かれ、手近の建物に駆け寄った。




　フレイヤが手にしているのは、長さが二ヤルドと少しの槍やりに見える。ただし、いつもの槍とは違い、穂ほ先さきには刃はではなく小さな鉄球が付けられている。今回の制圧作戦は、味方だけでなく敵にもできるだけ犠ぎ牲せいを出さないことが肝かん要ようだとサイファカールから聞かされたフレイヤは、この特製の武器を持ち込んでいた。

　これなら突いても叩たたいても相手が死ぬことはない。打ち所が悪ければ骨の一、二本くらい折れるかもしれないが、せいぜい一、二本だ。

（それにわたしは手加減ができます。グラゥクスにそんな器用な真ま似ねができるかどうか、そこが不安なのでありますが、まぁ、それを心配していても始まりません。わたしはわたしの任務を遂行するのみであります）

　建物の出入り口にいた不ふ寝しん番ばんの兵が騒さわぐより早く駆け寄り、槍で突いた。

　鉄球が鳩尾に入り、瞬く間に四人の兵が悲鳴も上げずに頹くずおれた。

　ここでも兵は「あ」と言う間すら与あたえてもらえなかった。

　その的確で素早い攻こう撃げきに、見ていたグラゥクスの部下たちが感かん嘆たんの声を上げる。

「さすがに大将の嫁になろうってだけの女ひとだ」

「嫁ではないでありますがっ！」

「まぁまぁ、そう照れなくても」

「戯たわ言ごとを言っていると、あなたもこれで殴りますがっ？」

　フレイヤが槍をくるくると回すと、たちまち兵たちの顔が引き締しまった。

「すんません！」

「倒たおれた兵は縛しばって。残りはわたしに続くように！」

　フレイヤは先頭を切って建物に突とつ入にゆうした。
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　二人はさほど時間をかけずに、皇おう子じ宮きゆうにある幾いくつかの建物を制圧した。

　街の留守部隊は千五百しかいない。それを街のあちらこちらに配置している以上、皇子宮の守りが手て薄うすになるのは致いたし方のないことだった。というより、皇子宮が誰かに攻撃されることなど想定していないのだから無理もないと言うべきか。

　グラゥクス隊と合流したフレイヤ隊は兵舎へと向かった。

　各建物に見張りの兵を残してきたため、二人の手元には百名ほどしか残っていなかった。兵舎には少なくとも二、三百の兵が──多ければ五百前後──いるだろうが、その大半は明日あしたの任務に備えて眠ねむっているはずだ。

　皇子宮のほうは短時間で制圧できたため、騒がれることもなかった。おかげでフレイヤたちの行動は、まだアンブロウ州側の兵に察知されていない。何よりフレイヤとグラゥクスの二人が、一人で数十人もの兵に匹ひつ敵てきしようかという猛も者さなのだから、戦力的な問題はまったくなかった。

　兵舎の出入り口には六名の兵士が見張りに立っていたが──まだアル＝アラ側の行動に気づいていない──フレイヤはなんの躊ちゆう躇ちよもなく駆け寄っていって槍を振ふるった。

　またも「あ」と言う間さえ与えずに見張りの兵を倒して兵舎に突入したフレイヤとグラゥクスは、手分けして部屋を覗のぞいていく。

　二段になった寝しん台だいで寝ねている者は、起き出さないように殴なぐりつけ、目を覚ました者は騒ぎ出す前に殴り倒す。気絶した敵兵を、二人に従う兵が手て際ぎわよく縛っていく。抵てい抗こうらしい抵抗も受けないまま、二人は兵舎の制圧も完かん了りようさせる。

「武器庫にも兵がいるかな？」

「何人かはいるかもしれないでありますね。念のために見てきましょう。十人ほど連れていくでありますよ」

「おお、任せた。俺は皇子様に伝令を送っておく」

「よろしく」

　兵を二人率いて武器庫へ向かったフレイヤは、扉とびらの前に立っていた不寝番の兵士五人を、これまた神速の早業で殴り倒し、連れてきた兵に縛らせた。

「さて、これで皇子宮と兵舎のほうはだいたい制圧が終わりましたか。あとは城門のほうですが……まぁリ・インたちなら問題はないでありましょう」

　とフレイヤが呟つぶやいた頃ころ、リ・インとヨーコの手で脇わき門もんが開けられ、外に待機していたシュメイルが二十人ばかりの部下を従えて街に入ってきた。

　シュメイルは部下に命じて大手門を開けさせる。

　兵たちが巨きよ大だいな閂かんぬきと太い鎖くさりを外し、重くて分厚い鉄製の城門を開くと、外で待ち構えていた軍団兵が開いた城門から街の中へと雪な崩だれ込んできた。

　サイファカール部隊が行動を開始してから、まだ四半時ほどしか経たっていない。じつに鮮あざやかな手際だった。

　しかし。

　このとき、サイファカール自身が思いもよらぬ危機に陥おちいっていた。
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　そのきっかけは、皇子宮内のどこかで何か騒ぎが起きていることに気づいたアンブロウ州側の兵士が、サイファカールに万一のことがあったら大変だとばかりに、彼を守ろうとして皇子が泊とまっている建物へ駆かけつけようとしたことだった。

　彼らはあくまで主人であるロキシーヌの弟、サイファカール皇子の安全を図はかろうとしただけだったのだが、サイファカールの警護兵のほうが、アンブロウ州の兵士がサイファカールを狙ねらって攻撃してきたと勘かん違ちがいした。そこで警護兵は進み出て迎げい撃げきした。

　アンブロウ州の兵は怒おこると同時に、何かがおかしいと勘かんづいた。しかし、彼らにしても考えている場合ではない。いくら相手が第六皇子の部下でも、自分たちだって第四皇子の部下なのだ。相手から攻撃されて黙だまっているわけにはいかない。

　迎撃されたアンブロウ州の兵士は、即そく座ざに剣けんを抜ぬいて反撃を敢かん行こうする。それで全面的な衝しよう突とつが始まってしまった。

　結果、兵数の多いアンブロウ州側の部隊が押しまくることになった。何しろサイファカールの下もとに残った兵士は三十名しかいないのだ。斬きり合い、叩き合いが始まると、すぐに情勢が不利になった。

「サイファカール様、お逃にげください！」

　状じよう況きようが不利なのを感じたステラステラは大声で叫さけんだ。このとき彼女はまだ侍じ女じよの役目を続けていたため、あの超ちよう短い裳も裾すその侍女服を着たままだった。それが少し緊きん張ちよう感を削そいでいる。

「うん、いやでも……どうして僕の策が見み抜ぬかれたんだろうね!?」

　サイファカールは首を捻ひねりながら、どうするかを考える。

　じっさいは彼の策が見抜かれたのではない。ここにアンブロウ州の兵が駆けつけたのはたまたまだ。そして警護の兵が勘違いしたことから、突とつ発ぱつ的に戦せん闘とうが始まってしまっただけだ。けれど当事者であるサイファカールには、そこまではわからない。

　彼は事が済んだあと、なかなか机き上じようの計算通りにはいかないということだね、と言って笑ったというが、このときは笑うどころではなかっただろう。何しろアンブロウ州の兵がサイファカールのいる部屋の直前まで迫せまってきたのだから。

　剣を取ったソフィとゼフィがサイファカールの前面に立ったが、いくら二人が戦せん陣じん侍じ女じよでも──いや、一人は侍女ではなかったのだが──数十人もの兵を押し返せるわけがない。このときサイファカールは、かなり際どい状況に追い込まれていたと言えるだろう。

「考えている場合ではございません！」

「う、うん……」

「シュラトゥ、ザネッティ殿どの、サイファカール様を連れて逃げて！」

　シュラトゥが血走った目をステラステラに向けてきた。

「逃げるって、どこから!?」

　なるほど、もう出入り口の向こうは敵兵で溢あふれかえっている。となると、窓から飛び下りるしかないが、生あい憎にくとここは三階だ。飛び下りて死ぬことはなくても、無事では済まないだろう。足の骨でも折れば動けなくなる。フレイヤたちが駆けつけてくれればいいが、アンブロウ州の兵に追いつかれたら、もう逃げようがない。

「このままでは敵兵が部屋に雪崩れ込んできます。贅ぜい沢たくを言ってはいられません。窓から飛び下りるしか。少しでも時間を稼かせぎます」

　ステラステラは眦まなじりを決して手近にあった剣を掴つかんだが、駆け寄ってきたサイファカールが彼女の腕うでを押さえた。

「落ち着いて、ステラ」

「ですが、サイファカール様、このままでは」

「うん、まぁそうだね。不ま味ずいね」

　困った顔をしてはいるが、サイファカールはそれほど焦あせっていない。それでステラステラも自分を取り戻もどす。

「だからといって、君が剣を振り回しても大して役に立たないよ」

「……それはそのとおりかもしれませんが」

　なんとか皇子の役に立とうと悲ひ壮そうな覚かく悟ごで剣を取ったステラステラにとって、なかなか厳しい言葉だった。

「それにね、君にはこんなところで死んでほしくない。僕が逃げるなら君も一いつ緒しよに逃げるんだ」

　少し落ち込んだステラステラの気持ちは再び高こう揚ようした。

（皇子の言葉に他意がないのはわかっていますけど……こんな言葉をかけられると誑たらされてしまいそうだわ。いえ、もう誑されている気がしますけど）

「ステラステラ、とりあえず窓際へ移動しておこう。シュラトゥとザネッティも」

「うへい」

「はぁもう、なんでこんな目に……」

　斬り合いでは役立たず組の四人は後ろを気にしながら窓際へ後退していった。

　そのとき。

　押し入ろうとする敵兵と部屋の出入り口で斬り結んでいたソフィが歓かん喜きの声を上げた。

「来てくれた！　間に合いました！」

　サイファカールたちが一いつ斉せいに振り向くと、部屋の外、廊ろう下かから敵兵の悲鳴や怒ど号ごうが聞こえてきた。

「ネムネモ様！」

　ソフィの叫び声で、サイファカールは状況を理解した。任務をこなして戻ってきたネムネモが駆けつけてくれたのだ。

　サイファカールは、ほっと肩かたの力を抜いた。

（これでなんとかなった……かな）

　じっさい、そのとおりだった。

　敵兵の背後から凄すさまじい速さで疾はしり寄ったネムネモは、速度を落とさないまま続けざまに短たん剣けんを投げつけた。

　背中に、足に、短剣が刺ささり、何人もの兵が呻うめき声を上げて倒れる。

　いきなり数人の仲間が倒れ、周りにいた兵に混乱が生じた。

　あと少しで出入り口前の防ぼう御ぎよを突とつ破ぱして部屋に突入できるところまで相手を追い込んでいたのに、その一いつ瞬しゆんで圧力が緩ゆるみ、ソフィやゼフィを始めとする防御側が敵を押し返す。そのときにはもうネムネモが敵の密集に躍おどり込んでいた。

　体に密着した革製の戦闘服に身を包んだネムネモが持つ剣は短剣ほど短くないが、長剣よりは短い。その剣を二本、両手に持って敵兵の中に躍り込むと、ネムネモは独こ楽まのように体を回転させながら華か麗れいに剣を振るった。近くにいた敵兵は喉のどを切り裂さかれ、勢いよく血を噴ふき出しながら次々と廊下に倒れ込んだ。

　皇子宮にいた兵士は見張りと警護の任務に就ついていただけなので重装備ではない。ネムネモは軽装鎧よろいの隙すき間まを的確に抉えぐり、刺し、切り裂いた。

　あっという間に形勢が逆転していた。

「今よ！　皆みなさん、敵は怯ひるんでいます！　殲せん滅めつの好機です！」

　剣を振るいながらソフィが声を張りあげると、部屋に押し込まれたアル＝アラ側の兵士が続々と廊下に出てきた。

　すでにネムネモが二十人近くを屠ほふっていたから人数的にも逆転している。皇子宮の警備兵は抵てい抗こう虚むなしく次々と討うち取られていった。

（決着はつい、た。皇子様、は!?）

　ネムネモが部屋に飛び込むと、サイファカールとステラステラ、シュラトゥ、ザネッティの四人が奥の窓まど際ぎわのところで脱だつ力りよくしている姿が目に入ってきた。

　ネムネモが寄っていくと、シュラトゥが大きく息を吐はいて叫んだ。

「遅おそいわ！　来るならもっと早く来い！」

「命の恩人に向かって酷ひどい、言い草。もう二度とシュラトゥは助け、ない」

「あ、すんません。これからも助けてください」

　掌てのひらを返したように、へこへことシュラトゥが頭を下げたので、サイファカールやステラステラが苦く笑しようする。

「いやでも、助かったよ、ネムネモ」

「遅くなってすみま、せん」
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　平身低頭するネムネモに、サイファカールが笑いかける。

「気にする必要はない。君は間に合ったんだ。そして僕たちを危機から救ってくれたんだ。感謝してるよ、ネムネモ」

「皇子様のそういう優やさしいところがとても好このも、しい」

　いつもは無表情のネムネモがなんとなく頬ほおを染めて俯うつむくのを見て、ステラステラはいつもの感想を抱いだくのだった。

（なんなの、この見事な女誑しっぷりは。本当に息をするように自然に女を誑すわ。これならわたしが誑されるのも無理はない……って、いえいえ、無理はないとか、何を言っているのかしら、わたしは！）

　そして自分ツッコミをするのも、いつもと同様だった。

　そしてサイファカールは。

「それにしても、少しばかり際どかったなぁ。やはり机上の計算通りにはいかないこともあるってことだね。いい教訓になったな」

　などと言って、うんうんと頷うなずいている。

　危機的状況に追い込まれたばかりだというのに、態度も表情も、いつもとあまり変わらない。知らない者が見れば、こいつ馬ば鹿かなんじゃないの？　と思うかもしれない。

　だが、ステラステラに言わせれば、それは大物の風格だ。

（やはり帝てい国こくを再統一できるお方がいるとすれば、それはサイファカール様を措おいて他ほかにいません）

　ステラステラはそんな思いを強くしたのだった。

「さて、他のところはどうかな。ここみたいに、想定外の危機に見み舞まわれていないといいんだけど」

　と言ってサイファカールは背後を振ふり返った。窓の外には闇やみが広がっているだけで何も見えないが、いま、あちこちで彼の配下が闘たたかっているはずだ。

「よし、外に出てフレイヤたちと合流しよう。ネムネモ、先導してくれる？」

「はい皇子、様」
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　他のところでは、想定外の危機は生じていなかった。いちばん安全なはずのサイファカールたちがいちばん大きな危機に陥おちいったというのはなかなか皮肉な事態だったが、それもこの後のサイファカールの戦いを思えば、たしかにいい教訓となったに違ちがいない。

　建物の外に出たサイファカールは、すぐにグラゥクスの配下と合流した。ほどなくフレイヤもやってきて、これでサイファカールの安全は確保された。

　フレイヤは、サイファカールが危機的状じよう況きように陥ったことを知ると、自分の不ふ甲が斐いなさを責め、サイファカールに対して土下座しようとしたのだが、それをサイファカールに止められ、諭さとされ、感激の面おも持もちで低頭するのもまた、いつも見る光景だった。

（本当に。本当に。本当に、本質的に、本格的に、本能的に、女誑しね）

　ステラステラは呆あきれながら人知れず小さなため息を吐つくのだった。
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　サイファカールがフレイヤたちと合流した頃ころには、すでに街中はアル＝アラ軍団の手によって制圧されていた。




　夜も遅くのことだった上、アル＝アラ軍団は整然と秩ちつ序じよだって城内に入ってきたので、住民を始め街を訪おとずれていた旅人、商人などで、それが一種のクーデターであることを察知した者はほとんどいなかった。

　城内に入った軍団の一部は皇子宮めがけて駆かけ、また一部は城じよう壁へきや望ぼう楼ろうを掌しよう握あくするためにそちらへ向かったが、残りは東辺境州とアンブロウ州の州旗を掲かかげて街中を行軍した。

　軍団は街の要所要所で行軍を止め、警備のための部隊を置くと、再び行軍を開始するのだった。

　彼らは街の住民などに、

「ロクサスの街は、我らアル＝アラ軍団が、ロキシーヌ様から預かることとなった」

　と触ふれ回ったのだが、その言葉を疑った者はほとんどいなかった。

　街を預かるのが「犯罪者軍団」などと揶や揄ゆされることもあるアル＝アラ軍団というのが少しだけ不安だが、とりあえず彼らの行動からは、街に危害を加えようとする意図はまったく感じられなかったので、騒さわぎ出す者も現れなかった。

　街中を警備するために配置されていたアンブロウ州軍団の兵士もそこここにいたのだが、アル＝アラ軍団の行動が統制の取れたものだった上、

「サイファカール様がロキシーヌ様から預かったのだ」

　と言われてしまえば、どうしようもない。確かく認にんのため皇子宮に兵を走らせてみるものの、すでに皇子宮は制圧されているから、送った兵は戻ってこない。だいいち兵力に差がありすぎて、抵てい抗こうしようとしても何もできはしない。おとなしく武装解除に応じるしか彼らに残された道はなかった。

　それは城壁や望楼の守備に就いていた兵も同じことで、自分たちに倍する兵に囲まれ、

「以降、街の守備はサイファカール様とアル＝アラ軍団が担になうことになった」

　と言われてしまえば、拒きよ否ひできるはずもなかった。

　武装解除までされることに疑念を抱いた兵がいたのもたしかだが、やはり兵力差が圧あつ倒とう的だったため、抵抗するどころか、抗こう議ぎの声を上げることすらできなかった。

　街の要所に警備の部隊を置いた後、アル＝アラ軍団主力は皇子宮目指して行軍を続け、サイファカールやフレイヤ、グラゥクスたちと合流した。




　こうしてサイファカールは自身が危機的状況に見舞われながらも、敵にも味方にも大きな犠ぎ牲せいを出さないまま、ロクサスの街の奪だつ取しゆに成功したのである。
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「さて、喜んでばかりはいられない。肝かん心じんなのは、ここからだ」

　皇子宮の評ひよう定じようの間まに主だった者を集めたサイファカールは喜色を見せることもなく、冷静に一同を見回してそう言った。




　大きな長ちよう卓たくの上座に就ついたサイファカールの右側にアル＝アラの幹部連──ザネッティ、リリィ、ヨーコ、シュメイル──が座り、左側に直臣たち──フレイヤ、ステラステラ、リ・イン、ネムネモ、シュラトゥ、グラゥクス──が座っている。

　皇子宮にいた兵士は全員を武装解除して何箇か所しよかに集め、見張りをつけて軟なん禁きん状態にしてある。文官の幹部連も一箇所に集め、やはり見張りをつけておいた。

　城門も城壁もアル＝アラ軍団の部隊が掌握しているので、たとえ城外へ脱だつ出しゆつして異変をロキシーヌに報しらせようとする者がいたとしても、脱出は不可能だ。万が一、抜ぬけ出せたとしても、城外に配置した部隊が捕ほ縛ばくしてくれるだろう。ロキシーヌから送られてきた伝令が街の異変を察知して蜻蛉とんぼ返りしないように、街の郊こう外がいにも物見の兵を配置済みだった。

　サイファカールは抜かりなく手を打った後、こうして幹部を集めたのである。




「まずはロクサスの街の完全な掌握。そのために、連れてきた官かん僚りようたちをここでの仕事に就かせることだね。ザネッティ」

「はい、サイファカール様」

「そちらは任せるよ」

　ザネッティは小さなため息を吐ついたが、

「まぁ……なんとかします」

　と前向きに応こたえた。

（しかし、変わらないな。あんな危ない状況に追い込まれたばかりだってのに、まったくいつもと変わらないな。不思議な人だな、サイファカール皇子）

　ザネッティは内心でそんなことを思いつつ頭を下げた。

「シュラトゥも手伝ってやって」

「ええ、承知しましたっすよ」

「ロキシーヌ軍団の動向を探さぐる必要がある。そちらはネムネモに頼たのみたい」

　名前を呼ばれたネムネモは、ぐっと身を乗り出してきた。

「やりま、す」

　サイファカールの窮きゆう地ちをネムネモが救ったという話は、すでに幹部たちのあいだに伝わっていて、アル＝アラ側の人間の彼女を見る目は少し変わっているように思えた。

「何人くらい必要？」

「あまり人数が多くても却かえって邪じや魔まになる、ので、足の速い兵を二十人、ほど」

「リリィ、ロキシーヌの動向を探るための兵を二十人、頼むよ」

「承知したですじゃよ」

「あと、他に何かあるかな？」

　サイファカールが一同を見回すと、ステラステラが右手を挙げた。

「何かな、ステラ？」

「アンブロウ州の他の街はどうなさいます？　予定どおり放置……でよろしいのでございますか？」

「そうだね。他の街をどうこうするだけの余力は今のところ僕たちにもない。大した兵力は配置されてないんだから、今のところ放置でかまわないな。とりあえずロキシーヌからの命令書の写しは送っておこう。信用されるかどうかは気にしなくてもいい。一いつ緒しよに届ける書面を用意しておいてくれないか、ステラ」

　ステラステラは恭うやうやしく頭を下げた。

「承知いたしました、サイファカール様」

　サイファカールはもう一度、幹部たちの顔を見回した。

「さて、アル＝アラへの伝令も送らないとね。そちらは報告と同時に、アル＝アラの様子を確認してくるという大事な役目もある。そのうち新たにギ・ジュカからの伝令も来るだろうけど、ただ待っているだけなのも能がない。というより、ギ・ジュカたちが監かん視し下に置かれている可能性もあるからね。というわけで、この役目、誰だれに任せればいいだろうか、リリィ？」

「……そうですじゃな」

　リリィは、じろりと横目で隣となりのヨーコとシュメイルを見やった。

「ヨーコに任せれば確実ですじゃろう」

「わかった。では、ヨーコ」

　ヨーコは軽く上体を前に倒たおした。

「はい、サイファカール様」

「アル＝アラへの使者の役目、頼みたい」

「承知いたしました」

「わかっていると思うけど、ただ伝言を伝えるだけじゃない。むしろそちらは二の次だ。真の目的は、アル＝アラに入ったドゥールドォール将軍の動向を確認すること。その可能性は低いとは思うけど、もしもアル＝アラに残っているギ・ジュカやセイヤたちが行動の自由を制限されているなら、密ひそかに彼らと連れん絡らくを取ってもらいたい」

　ヨーコは承知の意を込こめて無言で上体を前に倒した。

「将軍がアル＝アラの街を占せん領りようしているという可能性も皆かい無むではない。その場合は、彼らに悟さとられないように街の様子を探り、見つからないように引き返してきてもらいたい」

　ヨーコは顔だけを上げ、上うわ目め遣づかいでサイファカールを見た。

「その場合、街中に忍しのび込むためには敵兵の一人や二人や三十人くらいは斬きる必要が出てきますが、よろしいでしょうか？」

　サイファカールは大きく仰のけ反ってしまう。

「なんでいきなり桁けた数すうが増えているのっっ!?」

　ヨーコはそっと面おもてを下げた。

「いえ……まぁ……斬り始めると……勢いがつきますので」

　本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　という顔でサイファカールはリリィを見やると。

「そうですじゃなぁ」

　リリィは宙を見上げて考え込む。

　やがて顔を戻もどしたリリィが、

「やはりシュメイルにしておきますかの」

　と言うと、サイファカールは情けなさそうな顔になる。

「最初からそうしておいてよ」

「というわけで、アル＝アラ行きは、シュメイル、ぬしじゃ」

「了りよう解かいしましたよ、リリィ」

「ヨーコはこちらへ残る。よいかの？」

　ヨーコはふっと口の端はしを歪ゆがめて言った。

「いいも悪いもリリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ殿どののご決定ですからね。従うだけですよ」

　ヨーコのそれが、揶揄の笑えみなのか自じ嘲ちようの笑みなのか、サイファカールにもよくわからなかった。

　リリィは少しだけ頭を引いてジト目になる。

「ぬしは、ほんに嫌いやみな女じゃのう」

「リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ殿の足あし下もとにも及およんでいないと自負しておりますが」

「自負するな。というか、それが嫌みだと言うておるのじゃがな？」

「お気になさらずに」

　リリィは、ちっ、と舌打ちして吐はき捨てる。

「この礼れい儀ぎ知らずの異境の女は」

「おいおい、いちばん礼儀を知らないおまえがそれを言うか？」

　と、横からザネッティが口を出してきた。

「はぁ？　何か言うたか、尻しりの穴も金玉も小さな元州長官様よ？」

「だから！　おまえに他人の礼儀をどうこう言う資格はこれっぽっちもねえ！」

　ザネッティは目を吊つり上げてリリィを睨にらみ。

　リリィは可愛かわいい顔に似合わぬ恐おそろしげな表情でザネッティとヨーコを交こう互ごに睨み。

　ヨーコは知らん顔で視線を逸そらせ。

　そしてシュメイルは澄すました顔で真まっ直すぐ前を見ているだけだ。

　サイファカールは、内心でため息を吐つく。

（この先、ずっとこの幹部たちを使っていくのかと思うと、少し気が重くなるな。みんな有能なのは認めるけど……いや、こういう非常事態なんだ。性格や人ひと柄がらよりも能力が第一……だよね）

　そう思って自分を慰なぐさめ、𠮟しつ咤たするサイファカールである。

（非常事態……か。帝てい都とに送った使者はまだ戻ってこないから、親おや父じ殿の死因が確かめられないままだな。あの親父殿が事故死っていうのも、よくわからない。というか、改めて帝都への使者も送り出さなくちゃ……）

　サイファカールが考え込んだので、心配したステラステラが声をかけてきた。

「サイファカール様？　何か問題がございますか？」

　サイファカールは、はっと我に返る。直臣たちだけではない。いつの間にか、言い争い、睨み合いを止やめていたアル＝アラの幹部たちも自分のことを見つめていた。

（いけない、いけない。今は目の前のことに集中しよう）

　サイファカールは軽く頭を振ふって応えた。

「いや、ちょっとね、陛下の死因が気になったものだから」

　とサイファカールが言うと、リリィが小さく唸うなった。

「そうですじゃな。あの陛下が事故でお亡なくなりになったというのが……どうにも信じられませんのう」

（暗殺されたというのなら、まだしも）

　という言葉をリリィは吞のみ込んだが、彼女に限らず、その場の誰もが同様に感じていることは確実だった。

「さて、話を戻そうか」

　会議の席が微び妙みような空気になったのを振り払はらおうと、サイファカールが声を上げた。

「アル＝アラだけでなく、帝都へも使者を送らないとならないね。ロキシーヌの挙兵を、そして僕たちがロクサスを押さえたことを、街はいずれ皇太子に返すということを報しらせる使者をね。そちらは……」

　サイファカールはステラステラに顔を向けた。

「ステラステラ、報告書の草案を作ってもらえるかな」

「はい、サイファカール様」

「頼んだよ」

　と言って顔を戻したサイファカールは、改めて一同を見回した。

「占領政策で肝かん心じんなのは、このロクサスの街の住民が普ふ段だんと変わらない日常を送れること。だから街中の警備には気を遣つかってほしい。僕たちは占せん領りよう軍ぐんではなく、あくまで街を預かっているだけ。そのことを兵士には徹てつ底ていさせておいてほしい。いいかな、リリィ、ヨーコ、シュメイル」

　三人を代表して軍団長のリリィが応こたえた。

「承知しておりますよ、サイファカール様」

「グラゥクスも部下に周知徹底させておいてね」

「承知ですとも、サイファカール様」

「では評定はこれまで。各自、持ち場に戻ってくれ。ロキシーヌの執しつ務む室を使うわけにはいかないから、僕はどこかの評定の間を自分の部屋として使うことにする。そこを本営としておこう。何かあれば、遠えん慮りよはいらない、いつでも顔を出してくれ。以上だ」

　弾はじかれたようにフレイヤが立ち上がった。

　それを合図に、全員が立ち上がる。

「お疲つかれ様でございます！」

「「「お疲れ様でございます！」」」

「皆みんなもお疲れ様。といっても実際に疲れるのはこれからだけど、頑がん張ばってほしい」

「ががが頑張るであります！」

　しゃちほこばったフレイヤが必死の形ぎよう相そうで応えると。

「フレイヤはもう少し肩かたの力を抜ぬいたほうがいいのではないかネ？　むしろ乳ちちの力を抜いたほうがいいと思うがネ？」

　とリ・インが揶や揄ゆすると、ネムネモがどこまでも真しん剣けんな顔で頷うなずいた。

「そう、もっと乳の力を抜いて萎しぼませたほうが、いい」

「そんな器用な真ま似ねはできないでありますがっ!?」

「儂わしもその女の意見には賛同するのう」

「わたしもそう思う」

「リリィ殿にヨーコ殿までっっ!?」

「というか、そういうおぬし自身も少し萎ませたほうがよいのではないか？」

　リリィは険しい目つきでリ・インの胸むな元もとを見やった。

「羨うらやましいかネ？」

「誰が」

　あちこちで視線がぶつかり絡からみ合い、かなり険悪な雰ふん囲い気きになってきた。男性陣じんとしては大迷めい惑わくだ。

　ステラステラは睨み合いから一歩引いた状態で見守っているが、自分から事態の打開に動こうとはしない。

（というか、動いたらとばっちりを食う虞おそれがありますし）

　仕方がないので、サイファカールが乗り出した。

　本音を言えば、サイファカールもとばっちりが恐こわいのだが、責任者として、上司として、部下の諍いさかいを見過ごすことはできない。

（まぁ諍いというか、意地の張り合いというか。でも胸の大小なんて、そんなに気にしなくてもいいのに）

　などと思いながらサイファカールが立ち上がると、女子全員が、ぐりんっ、と首を巡めぐらせてきた。

「何か言いたいことがおありかや、サイファカール様よ？」

　そう言うリリィだけでなく、女子全員が疑い深そうな目で自分を見やっている。

（なんでそんなに敏びん感かんなの!?　その話題にだけ！）

　とツッコみたくなったが、そこでツッコむほどサイファカールは軽けい率そつではない。

「まぁ、言いたいことはただ一つ。皆みんな、早く持ち場に戻ってね、ということかな」

　サイファカールに促うながされ、全員が渋しぶ々しぶと評定の間から下がっていった。

　やれやれと息を吐はいたサイファカールは、その場に残ったステラステラと警護役のリ・インを伴ともなって、自分の執務室に定めた別室へと移動していった。
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　運び入れた執務机と椅い子すの使い心ごこ地ちを確かめていたサイファカールは、

「さてと」

　と言って椅子に腰こしを下ろす。

「当面、ステラには僕の秘書官役も兼かねて、ここに詰つめてもらうことになるね」

「はい、サイファカール様」

「この女と二人きりで大だい丈じよう夫ぶかネ、皇子？　虐いじめられないカ？」

　心配そうな顔をサイファカールに向けたリ・インに対して、ステラステラはびしぃっと指を差す。

「なんてことを言うの、リ・インは。わたしが皇子を虐めるわけがないでしょう！」

「そうカ？　帝都にいるときはいつも虐めて喜んでいたではないカ」

「虐めてもいないし、喜んでもいません！」

「んん？」

　とリ・インが首を捻ひねる。

「するとあれハ、ステラステラが喜んで虐めていたのではなくテ、皇子を喜ばせるために嫌いや々いやながらも虐めていたのかネ？」

「虐めていませんたら！」

「っていうか、僕だって虐められていないし、喜んでもいないからね、リ・イン！」

「むう？　そうかネ？　おかしいネ」

「少しもおかしくはありません」

「というか、おかしいのは君の思考だよ、リ・イン」

「うぅ……我が二人から虐められているネ」

「まぁ……あなたの場合は自じ業ごう自得ではないの？」

「酷ひどい言われようだヨ」

「とりあえず、リ・イン、ソフィとゼフィにお茶を頼たのんでくれるかな。それと、ステラ、先ほどの議事録の下書きを見せて」

「はいナ、皇子様」

「はい、皇子様」

　リ・インが控ひかえの間に走り、ステラステラは先ほどの会議の議事録の下書きをサイファカールの執務机に載のせた。

　文面に目を落としてざっと内容を確かめていたサイファカールは、ある一文のところで目を留めた。そこには走り書きで「フレイヤの胸を削けずること」と書かれている。

　サイファカールはカクッと小さくずっこけた。

　サイファカールは、眼前に立っているステラステラを情けない顔で見上げる。

「個人的な趣しゆ味みで決定事じ項こうを増やさないでね、ステラ」

「いえ……たしかあの席でそう決まったように思うのですが」

「いやいや、だから本題じゃないでしょ？　本筋とはまったくかけ離はなれた無む駄だ話ばなしを議事録に載せないでね？　わかっていると思うけど、これは公文書として残されるんだからね？　ちゃんとしたことを書いておかないと、あとから問題になる」

　というサイファカールの言葉に、ステラステラの表情が引き締しまった。

　つまりサイファカールは、ここでの会議のやりとりがロムニア帝てい国こくの公文書として扱あつかわれるから、内容には注意しろと言っているのだ。となると、正直にありのままを書くことはできなくなる。それなりの体てい裁さいで、それなりの内容を、それとなくでっち上げるという気き遣づかい、技術も必要になる。サイファカールは、そこまでをステラステラに要求しているわけだ。

「清書をする際には注意しておきます」

　とステラステラが応えると、サイファカールは、

「よろしく頼んだよ」

　と手を挙げた。

「あと、他の街へ届ける文書、帝てい都とへ届ける文書の草案作りもよろしく」

「すぐに取りかかります」

　ステラステラは部屋の片かた隅すみに置いた自分の机に戻もどると、静かに椅子に腰を下ろし、羊皮紙を広げ──草案作りは書いては破りになるから、貴重な紙は使えない──愛用のペンを取り上げた。




「失礼いたします、サイファカール様。お茶をお持ちいたしました」

「ああ、入って」

　部屋の扉とびらが開いて、手押し車を押したソフィとゼフィが部屋に入ってきた。

「失礼いたします、サイファカール様」

　茶器と茶ちや菓が子しを配る二人に、サイファカールが声をかけた。

「二人とも、よく頑張ってくれたね。改めて礼を言わせてもらうよ。ありがとう」

「そ、そんな。お礼だなんて」

　ゼフィは顔を赤らめて俯うつむき、もじもじと体を揺ゆすった。

　一方、ソフィのほうは。

「あら、皇子様、お礼の言葉なんて必要ないのですよ」

「そう？　でもあの直後はろくに礼も言えなかったからね」

「ええ。必要なのは言葉ではなく態度です。具体的には、わたくしを押し倒たおし、たっぷりと子こ胤だねを注ぎ込んでください、ということでございますね？　それが何よりお礼代わりになるのです」

「させるカ！」

　二人の後ろから部屋に戻ってきたリ・インが、ソフィの後頭部に手刀を叩たたき込んだ。

「あう」

　ソフィの頭がカクッと前方に倒れる。

「この侍じ女じよは油断も隙すきもないから危ないネ」

　頭をもたげたソフィは、くすっ、と笑ってリ・インに一礼した。

「失礼いたしました。リ・イン様も皇子様の子胤を狙ねらっている、言わばわたくしの好敵手でございましたね」

「ぬなァ!?　ねねね狙ってなんかないヨ？　そんなものを狙ってなんかないからナ？」

　顔を赤くして両りよう腕うでを振ふり回したリ・インは、腕の動きを止めると、

「まぁ皇子がどうしてもと言うなら受け容いれないでもないけどもナ？」

　と言った。

　すかさずソフィが一言。

「子胤を？」

「そう、子胤を……って違ちがう違う違ウ。そうじゃなくテ。こっ、子胤とかじゃなくてナ、なんというカ、愛？」

　赤い顔で小首を傾かしげるリ・インに向かって、ステラステラがびし、と指を差す。

「本音が漏もれたわね、この乳ちちだけ女！」

「乳はないよりあるほうがいいと思うがナ？」

「さようでございますね。リ・イン様の仰おつしやるとおりです」

「あなた、どちらの味方っ!?」

「いえ、わたくし、誰だれのお味方ということはございません。リ・イン様が子胤を注がれようと、ステラステラ様が子胤を注がれようと関係ございません。ただ、わたくしにも少しお裾すそ分わけしていただければと願うのみでございます」

「わわわわわたしは、べっべつにそんな、こっこっこっ子胤だなんてものは」

「ほう？　そうなのカ？　では皇子の子胤は我とソフィで山分けにするとするカ？」

「同盟成立でございますね、リ・イン様」

「ちょ、ちょっと待って。それは狡ずるい……いえ、狡いとか、わたしは何を言っているのかしらっっ！」

「あの、ぼ、僕にも……」

「は？」

　ステラステラ、リ・イン、ソフィが一いつ斉せいに首を巡らせると、ゼフィは真っ赤な顔を背け、消え入りそうな声で応えてきた。
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「いえ、なんでもありません、気……気にしないでください」

「気になるわよ！」

「そうだナ。おまえは凄すごい槍やりを股こ間かんに隠かくし持っているからナ」

「姉を差し置いて、なんということを。許さないわよ、ゼフィ。皇子様の子胤がほしかったら、このわたくしを倒してからになさい！」

「どこの魔ま王おうですかっ！」

「ぼ、僕の槍より、サイファカール様の槍が……」

「なんて危ないことをっ！」

「そうですわね。サイファカール様の槍で刺さし殺されたいものですわね」

「輪をかけて危ないことを！　この姉し弟ていはっっ！」

「この変態侍女もどきガ！　おまえの槍をへし折ってやろうカ？」

　サイファカールの執しつ務む室となった評定の間は、ただならぬ騒そう々ぞうしさに包まれ、収拾がつかなくなってきた。

　そして新たな部屋の主あるじは、女三人（と女子擬もどき一人）の喧かまびすしさに頭を抱かかえていた。

（なんでこう、いつも騒さわぎになるの？）

　その原因が自分にあるということは認めたがらないサイファカールだった。

（でも、下へ手たに止めるとなおさら混乱するし。とばっちりが僕のほうに飛んでくるかもしれないし。放ほうっておくしかないかな）

　ため息を吐ついたサイファカールは、三人（と一人）の言い争いに背を向け、耳を塞ふさぎ、そっと席を離れて窓まど際ぎわまで歩み寄った。




　硝子グラウスの嵌はまった大きな窓の外には皇子宮の内庭が広がっている。

　緑の芝しば生ふが植わった広大な内庭を見下ろしながら、サイファカールは今後の展開を予想する。自分が打つ手の構想を練る。

（ここまでは、だいたい想定どおりに進めることができた。ただし。ここから先は不確定要素が満まん載さいだ。ドゥールドォール将軍の対応然しかり。ロキシーヌの対応然り。そして、何より帝都の皇太子と宰さい相しようの出方が読めない。おそらく起たち上がるだろう有力者たちの動向も。それらを確かく認にんしない限り、次の着手には取りかかれないな。当面は情報の収集に専念するしかない。まずはドゥールドォール将軍がどういう行動に出るか。そして騎き馬ば民族がどう出るか……か）

　暖かな春の陽光が降り注ぐ内庭を見下ろしながら、サイファカールは内心の不安を抑おさえつけ、あれこれと思考を巡めぐらせようとした……のだが、部屋の中の騒々しさのせいで精神集中ができなかった。

（僕の執務室へは、女子の立ち入りを禁止しようかな）

　そんなことを言い出せば、リ・インやフレイヤ、ネムネモたちから吊つるし上げを食らうだろうから実現は不可能だが、ついそんなことを考えてしまうサイファカールだった。
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　ここで無ぶ粋すいな幕まく間あいを挟はさもうと思う。

　何な故ぜなら、この辺で少し時系列を遡さかのぼる必要があるからだ。




　これまでは第六皇子サイファカールを中心に事態の推移を追ってきた。しかし、東辺境州で皇こう帝てい崩ほう御ぎよの報に接したサイファカールが、その緊きん急きゆう事態に対応するため幾いくつかの手を打っている頃ころ、当然ながら帝都の側──皇太子の側──でも、あるいは他の各地でも様々な動きがあった。今度はそちらを見ていこうというのである。




　起きた事こと柄がらを表面的に見ているだけでは歴史の本質はわからない。

　帝国史を繙ひもとくと、サイファカールの果断な行動力と決断力ばかりが強調されている。

　帝国史は勝者の側からの記述なので致いたし方のない面もあるが、しかし、そこを見ているだけでは真相はわからない。

　サイファカールが熟考し、決断し、行動しているあいだ、他の者たちは何を考え、何を決断したのか。

　あるいは決断できなかったのか。

　それらを知らなければ、この帝国の分ぶん裂れつと再統一というサイファカールの偉い業ぎようの本質に迫せまれはしない。

　歴史の本質に迫れはしない。




　前巻の末まつ尾びでも触ふれたように、この時点ではまだ、サイファカールは数多あまたの群ぐん雄ゆうと競きそえるほどの立場にはいなかった。

　それどころか、彼はまだ帝国の後こう継けい者しや争いという舞ぶ台たいの上に立ってすらいない。

　舞台の袖そでで幕の隙すき間まから出番を窺うかがっているだけの存在だ。

　その彼が舞台に上がれたのは、つまり割かつ拠きよする群雄に割って入り、最終的に帝国の後継者となり得たのは何故か。

　それを分ける分ぶん水すい嶺れいはどこにあったのか。

　彼に何ができて、他の群雄は何ができなかったのか。

　サイファカールの決断と行動と、皇太子の決断と行動を比ひ較かくすることで、その疑問に対する答えが浮うかび上がってくるだろう。




　サイファカール＝勝者と、その他の者たち＝敗者を分けたのは、先を読む目と果断な決断力と果か敢かんな行動力と優すぐれた臣下の存在と適材を適所に置ける人間観察力と、そして。

　歴史学者にあるまじき抒じよ情じよう的なことを言わせてもらえるのなら、それらサイファカール個人の資質に加え、彼が他の者より幸運の女め神がみの祝福を少しだけ多く受けていたからではないだろうか。




　勝者と敗者の織りなす物語が歴史だとするならば、では、物語の結末は何によって決まるのか。

　個人の資質や能力が結果を大きく左右するのは当然だ。

　しかし、それだけではないのではないか。

　資質や能力だけでは片付けられない不思議な力がどこかに働いているのではないか。

　歴史の分ぶん岐き点てんを振ふり返る度たびに、わたしにはそんなふうに思える。

　それこそが教科書には書かれていない歴史の面おも白しろさなのである。




「たら」「れば」には意味がないなどとよく言われる。

　けれど、「たら」「れば」を考えるのは面白い。

　あのとき彼がもう少し勇気を出していれば。

　あのとき彼がもう少し慎しん重ちようだったら。

　あのとき彼女がもう少し臆おく病びようだったら。

　あのとき彼女が病気でなかったら。

　あのとき雨が降っていなければ。

　あのとき風が吹ふいていなかったら。

　もしかしたら歴史が変わっていたかもしれない。

　そう考えるのは面白いし楽しい。

　そうは思わないか？




　そして。

　まさに、あのときあそこで吹いた風が、歴史という名の巨きよ大だいな風ふう車しやを激しく回転させることになったのだった。







[image: ]









　　　　１




　そもそも英えい雄ゆうロムニエゥス一世はどうして死んだのか。

　彼の死因は、一いち陣じんの突風がもたらした、あまりに突とつ然ぜんで突発的で呆あつ気けない事故だった。

　彼のような英雄がそんなことで……と言いたくなるほど、それは人知の及およばない、神の──あるいは悪あく魔まの──見えざる手の為なせる業わざだった。
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　ロムニエゥス一世の死が確実となった翌々日、皇太子の執しつ務む室で皇太子タランティウスと宰さい相しようカルガリが向き合っていた。




　皇太子の執務室は広大かつ豪ごう奢しやな造りで、どれほど広大かというと、部屋の隅すみに置かれた大きな檻おりで虎とらが飼われているほどだ。

　虎の檻だけで、庶しよ民みんの家くらいの広さがあるだろうか。檻の中では縞しま模も様ようも美しい一いつ匹ぴきの虎が、のんびりと寝ねそべっている。

　硝子グラウスが嵌はまった大きな窓から明るい陽光が室内に降り注ぎ、そこかしこに置かれた大きな鉢はち植うえの観葉植物の緑の葉を輝かがやかせている。

　皇太子の背後には艶あでやかな衣い装しように身を包んだ侍じ女じよがずらりと居並び、部屋の隅の目立たぬところには帯たい剣けんした親衛隊員がひっそりと控ひかえていた。

　その華はなやかで明るい部屋の雰ふん囲い気きにそぐわぬ形ぎよう相そうで、宰相カルガリは先ほどから皇太子に向かって懇こん願がんを続けている。




「皇太子様、何なに卒とぞ、軍団の派は遣けんをお認めくださいますようお願い申し上げます」

　しかし、皇太子は頑がんとして首を縦に振らなかった。

「それはならぬ。ならぬぞ、宰相。いま軍団を動かし戦いくさを起こすのは、亡なき陛下に対する不敬であろう。軍団を動かして不忠の輩やからを成せい敗ばいするのは、陛下の葬そう儀ぎが終わってからだ。それまでは喪もに服し、陛下への追つい悼とうの念を示し続けなければならない。それこそが次代の皇こう帝ていたる吾われに課せられた務めではないか」

　皇太子の言うことは正論のように聞こえる。平時においてなら。

（今は陛下が突然に身み罷まかられたという非常事態。平時には美徳でも、この危急存亡のときには決して美徳とはならない。どうしてそれがおわかりにならないのか）

　宰相は唇くちびるを噛かみ、もう一度、上うわ目め遣づかいに皇太子の美しく整った顔を見やった。

　皇太子タランティウスは二十六歳。

　父であるロムニエゥス一世は小国の王から世界帝国の皇帝へと成り上がっただけあって、皇帝となった後も粗そ放ほうな、むしろ粗野な一面を色いろ濃こく残していたが、タランティウスにはそういう雰囲気はない。生まれたときから帝王学を叩たたき込まれてきた貴公子であるから、その顔には気品があり、その物もの腰ごしは優ゆう雅がだった。それ故ゆえに、道理を大事にし、帝王の道を踏ふみ外すことを嫌きらう。

　逆に言えば、次代の帝王として大事に育てられたために逆境を知らず、また人の悪意に晒さらされたこともない。海千山千の宰相カルガリには、それがもどかしい。

　タランティウスは宰相の焦しよう慮りよに気づこうともせず言葉を継ついだ。

「だいいち、まだ陛下のご遺体も揚あがっていないではないか」

　今まさにこのとき、帝都の玄げん関かん口ぐちである海港都市ノドスの沖おき合あいでは、百艘そう以上の艦かん船せんに分乗した軍団や親衛隊の兵が海中を捜そう索さくしているところだった。

　カルガリにすれば、海に沈しずんだロムニエゥス一世の捜索に幾いくつもの軍団を投入するくらいなら、不ふ穏おんな動きのある地方に派遣すべきだと言いたかった。

　皇帝崩ほう御ぎよの報を知った各地方の動どう揺ようは甚はなはだしく、すでに混乱が始まっている州もある。ロムニエゥス一世があまりに偉い大だいだったため、また皇帝の死があまりに唐とう突とつだったため、彼の死が、成ったばかりの帝国の屋台骨を揺ゆるがそうとしていた。

（今は陛下のご遺体捜さがしどころではないだろう）

　このままでは、皇太子がすんなりと二世皇帝になれるかどうかすら怪あやしくなりそうだ。だからこそ、ふだんは冷静沈ちん着ちやくなカルガリも、珍めずらしく焦あせり苛いら立だっている。

　今は何をおいても、地方の不安と動揺を抑おさえ、かつ不ふ穏おんな動きを見せる各地の実力者を牽けん制せいするために軍団を動かす必要があるのだが。
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　皇帝の死が突発的な事故ではなく、闘とう病びよう生活の後に……というのであれば、皇帝自身も後継者である皇太子も、それなりの準備を進められた。しかし皇帝は、事故が起きる前日まで、ぴんぴんしていたのだ。

　怪け我が一つなく、病気一つなかった。

　意気軒けん昂こうで意志堅けん固ごで覇は気きは横おう溢いつしていた。

　一、二年のうちには東の山脈を越こえ、中央世界ミツド・ムンドにまで進出するのではないか。

　南の大陸の奥地に進しん撃げきするのではないか。

　あるいは西の海かい峡きようを越え、ブリデインの島を征せい服ふくするのではないか。

　どころか西の大洋を渡わたり、新しい世界を見つけるのではないか。

　そんなふうに噂うわさされていた。




　その皇帝が呆あつ気けなく死んだ。

　まだ遺体は見つかっていないから、皇帝の死が確かく認にんされたわけではないが、海に沈んだまま見つかっていない以上、生存しているはずがなかった。

　死因は病死でもなく暗殺でもなく、海難事故だった。

　皇帝は貢みつぎ物を持って訪れた帝国領外の首長を持て成すために船を用意させた。

　首長は内陸の者だったため、船遊びをしたことがなかった。そこで皇帝は首長を喜ばせようと、大きな軍船を用意させ、首長を乗せて海に漕こぎ出させたのだった。

　その日の海は静せい穏おんで風も微び弱じやく。見通しもよく、船遊びには絶好の日ひ和よりだった。そうでなければ船で沖合に出るはずがない。

　ところが、船が沖合に出たところでいきなり突風が吹き、高波が舷げん側そくを叩いた。急速に発達した春の嵐あらしが襲おそってきたのだろう。

　何の備えもしていなかった船は舵かじを切る間まもなく転てん覆ぷくし、皇帝は首長や水か夫こたちと共に海中へと沈んで消えた。

　周辺にいた僚りよう船せんも何艘かが沈み、乗船していた帝国幹部や軍の首脳も道連れとなった。皇帝の死だけでも帝国にとって痛つう恨こんの一いち撃げきだったのに、何人かの幹部、重じゆう鎮ちんまでもが一いつ緒しよにいなくなってしまったのは、取り返しのつかない大損失だ。

　親衛隊の隊長ジゥジアーロも、ロムニエゥス一世を助けようとして真っ先に海に飛び込んだまま帰らぬ人となっていた。皇帝とは昵じつ懇こんの間あいだ柄がらで、皇帝と共に帝国創建のため東とう奔ほん西走してきたジゥジアーロは、性格も温和で周囲の受けもよかった。彼が生きていたら、皇帝の股こ肱こうの臣たちと皇太子との繋つなぎ役になれたに違ちがいない。旧世代と新世代との橋はし渡わたしができたに違いない。

　しかし、それこそ「たら、れば」の話だ。

　ジゥジアーロも死んでしまった。主君、ロムニエゥス一世と共に。まるで皇帝に殉じゆん死しするように海に沈んだ。

　ジゥジアーロだけではない。ほかにも、内務卿きようや財務卿補ほ佐さ、数名の軍団長などが帰らぬ人となっていた。

　帝国側の人的被ひ害がいの大きさを考えれば、これは事故以外の何ものでもないことがわかるのだが、首長と共に帝都を訪おとずれていた首長の配下たちにはわからなかった。

　彼らは首長の死を、帝国に騙だまされ暗殺されたのだと誤解した。だから、岸辺で見守っていた首長の配下たちは、船が沈み首長が溺おぼれ死んだと知ったとき、すかさず剣けんを取った。そして近くにいた帝国幹部に斬きりかかった。

　ここでも数名の幹部が斬ざん殺さつされている。港に残っていた宰相カルガリも、あわやという目に遭あった。

　首長の配下は駆かけつけた帝国兵によって悉ことごとく斬られたが、これも最悪の結果だった。

　首長が死に、彼が引き連れてきた配下も全ぜん滅めつしたとなれば、首長の故国がどう受け取るかは火を見るよりも明らかだ。

　騙だまされて誘おびき出された挙げ句、配下と共に鏖みなごろしになったと、そう考えるのは確実。

　情報の伝達は伝聞に頼たよるしかない時代のこと、あれが事故だったという証明など不可能である。




　皇帝が死んだという衝しよう撃げきの報は、瞬またたく間に帝都の周辺に知れ渡った。

　その報を伝え聞いた旅人や商人は一目散に帝都周辺から逃にげ出した。

　混乱の中で様々な噂が広まったからだ。




　曰いわく、蛮ばん族ぞくが攻せめてくる。

　曰く、海かい賊ぞくが攻めてくる。

　曰く、内乱が始まる。

　曰く、滅ほろぼされた国の旧臣が決起する。




　そのどれもが流りゆう言げん飛ひ語ごに過ぎなかったが、皇帝が急死したという一大事変に接した人々の耳には、そのどれもがもっともらしく聞こえた。だから、とりあえず帝都周辺から──内乱が起きるなら、その舞ぶ台たいは帝都周辺になる──逃げようという人々が続出した。

　彼らは行く先々で帝都の混乱ぶりを、聞いた噂を話し伝えた。

　噂を聞かされた者にはそれを確かめる術すべがない。

　ごく少数の者を除けば、確かめるためにわざわざ帝都に人を遣やろうとする物好きはいなかった。ごく少数の者とは、即すなわち帝国の関係者だ。州の長官や地方軍団の軍団長などは、噂の真しん偽ぎを確かめようと帝都へ使者を走らせた。そして皇帝の急死が事実だと知った。

　衝撃的な報しらせに茫ぼう然ぜん自失となった者もいたが、先の見える者、目め端はしの利きく者は、帝国の将来を考えた。

　誰だれが帝国の後こう継けい者しやとなるのか。それは皇太子なのか。あるいは別の誰かなのか。

　野心溢あふれる者の中には、こう考える者もいた。

　陛下の跡あとを継ぐのが俺では不ま味ずい理由があるのか？　と。

　皇太子がロムニエゥス一世の跡を継ぐのは既き定てい路線ではあった。しかしそれは、皇帝が存命で帝国の礎いしずえが盤ばん石じやくなら、という話だ。帝国はまだ盤石とは言い難がたい。皇太子が皇帝の権力を十全に引き継いでいるとは言えない。

　たしかに皇太子はできのいい息子むすこだった。

　帝国が万ばん全ぜんの状態であれば。即そく位いの準備が万ばん端たん調ととのっていたら。それなりの手しゆ腕わんで帝国を運営していっただろう。

　しかし。

　覇は業ぎようを成し遂とげた偉大なる皇帝が急死した今、皇太子で本当に大だい丈じよう夫ぶなのかと考える者は意外と多かった。だからこそ、皇太子は素す早ばやく対処する必要があったのだ。自分こそが後継者であることを満天下に知らしめるためにも。

　カルガリはそのことを必死で説いたのだが、しかし、皇太子は動こうとしなかった。

　すでに見てきたように、彼は父である皇帝ロムニエゥス一世のために喪もに服することを優先させた。

　ロムニエゥス一世の葬そう儀ぎには皇帝の遺体が必要だということで、捜索に四個軍団を投入した。だが、海中深くに沈んだ者たちを引き揚げるなど、当時の技術では不可能である。人が素す潜もぐりで潜れる深さは五、六ヤルド程度。漁師などの専門家か水泳術の達人が頑がん張ばったとして、十ヤルドから十五ヤルドが限界だろう。

　皇帝の座乗艦かんが沈んだ沖合の海は、水深が三十ヤルド以上もあった。

　重い鎧よろいを着用していたことを考えれば、浮うき上がってくるはずもなく。

　であれば、捜索によって遺体が引き揚げられる可能性もほとんどない。

　だが、父思いの皇太子は、可能性のない虚むなしい捜索を続けさせていた。
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　カルガリは皇太子の信念に手を焼いた。

（皇太子様がこれほど強ごう情じようだとは。いや、これも先代様の資質を色いろ濃こく受け継ついでいるということか）

　受け継ぐのなら、決断力や行動力も受け継いでいてほしかったと思うが、しかし、皇太子が二世皇こう帝ていとなった暁あかつきには、彼が優ゆう柔じゆう不断で行動力に富んでいないほうがカルガリには都合がよかったから、それまで彼はタランティウスの資質を長所とさえ捉とらえていた。それなのに、皇帝の死と共に皇太子の長所は弱点へと早変わりしてしまったのだから、なんという皮肉だと嘆なげきたくなる。

（このままでは埒らちが明かない。ここは搦からめ手から攻めるしかないようだ）

　カルガリは不承不承、方向転てん換かんをすることにした。

（本当なら臨戦態勢の軍団を各地に配すべきなのだが……仕方がない。次善手と言うにも足りないが、当面はこれで我が慢まんするしかない）

　カルガリは皇太子の認可を得るべく、もう一度、彼の説得を始めた。
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「カルガリ様」

「リセフトか」

　カルガリが自分の執しつ務む室へ戻もどると、すぐに秘書官リセフトが姿を見せた。

「皇太子様は如いか何がでございましたか？」

　大きな執務机の向こうに置かれた大きな革張りの椅い子すの背もたれに背中を預ける体勢でカルガリは小さなため息を吐ついた。

「いかんな。周りが見えておられない。陛下を亡なくされて気が動転しておられるのやもしれないが……いま何を優先すべきか、その優先順位付けが」

　そこで言葉を切った宰さい相しようは、声を潜ひそめ、身を乗り出して唇くちびるを動かした。

「どうにも上う手まくない」

　執務室には何人もの宰相秘書官や政務伝達官が控ひかえているから、今の言葉を聞かれては不味いという判断だ。

「皇太子様は、相変わらず軍団の投入を躊躇ためらわれているのでありますか」

「陛下の葬儀が無事に済むまで兵を動かすつもりはないと仰おつしやって、こちらの要よう請せいをお聞き入れにならない」

「ですが、それでは……」

　手を拱こまねいていれば、地方の長官や皇族たちが兵を挙げて帝都に迫せまる虞おそれがあるし、そこまでいかなくても、各地で州の奪とり合いが始まるかもしれない……と言いかけて、リセフトは口を噤つぐんだ。

　それ以上を言えば、皇太子への批判になってしまう。それに、そんなことはカルガリにとって言わずもがなだ。だからこそ宰相は、なんとか皇太子から軍団を動かす許きよ勅ちよくを戴いただこうとして苦労している。

「兵を動かさないのなら、せめてすぐに即位していただきたいのだが、やはり即位の儀ぎも葬儀が終わったあとに執とり行うと頑かたくなに言い張っておられる。本当に頭の痛いことだ」

　ロムニエゥス一世の信任も厚く、皇太子に娘むすめを嫁とつがせた宰相カルガリは、並み居る臣下の中では最高位に立っている。それは将来に亘わたって約束されているものでもあった。

　皇太子タランティウスがロムニエゥス一世の跡を襲おそって皇帝位に即つき、彼の子息が皇太子に登れば、カルガリは皇太子の祖そ父ふとなる。

　新たな皇太子がそのまま皇帝になれば、彼は皇帝の祖父だ。

　位い階かい人じん臣しんを極きわめるとは、まさにカルガリのためにある言葉だった。

　それなのに。

　皇帝ロムニエゥス一世の死で、築き上げたものすべてが壊こわれそうになっている。約束された未来の栄光が崩くずれ去ろうとしている。

　壊してなるものか、失ってなるものかと、カルガリは必死だった。必死で皇太子を支えようとしていた。なのに肝かん心じんの皇太子は、この危急存亡のときでさえ道理を優先し、肉親の情に厚く、世せ間けん体ていを気にしている。それがカルガリを焦あせらせる。

　そこで、なんとか皇太子を説き伏ふせようと試みてきたのだが、カルガリが熱心になればなるほど、皇太子の目には皇帝に対する尊敬の念が足りないと映る。一方、カルガリには皇太子の状じよう況きよう判断が甘いと感じられる。

　ここ一両日というもの、皇太子とカルガリのあいだでは、口論とまではいかなくとも、何度か激しいやりとりが行われていた。

「皇太子様、あれでなかなか頑がん固こなところがおありになる」

　と呟つぶやくようにぼやいたカルガリは、気を取り直してリセフトに向き直る。

「騒そう乱らんを押さえるために軍団を地方へ派は遣けんすることはお許しにならなかったが、諸街かい道どうの警備のために動かすことに関しては納なつ得とくしてくださった」

　主人の言葉に、リセフトの顔が輝かがやいた。

「おお、では！」

「うむ。陛下のご葬儀のために帝てい都とを訪れる諸州の者や諸外国の賓ひん客かくを護まもるのは、すべてこれ陛下の御おんためであるからな。皇太子様も反対のしようがない」




　警備のために軍団を動かす。それがカルガリの考えた搦め手からの説得法だった。

　警備のためだから直ちよつ轄かつ州以外には進めないし、こちらから攻こう撃げきすることもできないが、軍団を帝都の周辺に配置できることになったので、カルガリとしては一安心だ。

　いくら臨戦態勢を取らせていても、すべての軍団が帝都に張りついたままでは、いざというときの即そく応おう力に欠ける。けれど、たとえ武力行使はできなくとも、完全武装の軍団を帝都周辺のみならず、ある程度遠方にまで配置しておけば、いざというときに対応が利きく。皇太子にしても、葬儀のために帝都を訪おとずれる賓客や臣民を護まもるのは、喪も主しゆである皇太子の務めであるから文句は言えない。

　カルガリとしては精せい一いつ杯ぱいの妥だ協きようであり、皇太子としては精一杯の譲じよう歩ほだった。




「どれほどの軍団を動かしますか？」

　とリセフトが訊きいた。

「六個軍団や七個軍団は動かしておきたいところだな。軍務卿きように、あとで儂わしのところまで来るように伝えておいてくれ」

　帝都及およびその周辺は皇帝直ちよつ轄かつ領となっていて、十個軍団五万が常時配置されていた。

　それ以外にも皇帝親衛隊の精せい鋭えい一万がいる。

　皇太子直属の二個軍団と皇太子親衛隊の五千を併あわせれば、現状、皇太子は七万五千の部隊を動かせる計算だ。

　もっとも親衛隊長のジゥジアーロは皇帝と共に海に沈しずんでしまった。隊長を失った今の皇帝親衛隊が、かつての親衛隊のように強力なままなのかどうかはわからない。

　カルガリの思おも惑わくでは、皇帝が死去した直後に皇太子に即位させ、二世皇帝となった皇太子が帝国軍団を率いて周辺諸州に親しん征せいすれば、少なくとも旧王国領内では新皇帝に弓引く者など出ないはずだった。遠方に配された実力者たちへの大きな牽けん制せいにもなる。

　しかし。それなのに。

　皇太子が動こうとしないせいで、旧王国領内ですら様子見に走る者や自立しようとする者が蠢しゆん動どうする始末だった。旧王国領でさえそうなのだから、新帝国領ではその傾けい向こうがよりいっそう顕けん著ちよになるのは当然だった。

（しかも、だ）

　カルガリは苦い思いで机の上に置かれた地図を見下ろす。

（新帝国領には厄やつ介かいな者たちが何人も配されているから頭が痛い……）

　新たに版図に組み込まれた土地を治めるのはなかなか大変だ。

　滅ほろぼした国の遺臣たちが虎こ視し眈たん々たんと復活を狙ねらっている。在地の豪ごう族ぞくは少しでも美う味まい汁しるを吸おうと手ぐすねを引いている。自然風土だって旧王国領とは比べものにならないほど厳しい。そこを治めるのであるから、ある程度の能力が必要なのは言うまでもない。

　皇帝は実力主義者だったから、新たに帝国領となった諸州の長官として実力のある者を送り込んだ。

　だが、こういう不測の事態が起きてみると、帝都から遠いところにいる実力者は、カルガリにとっては目め障ざわりな存在以外の何ものでもなかった。

（分けても第四皇子と第六皇子、それに上じよう将軍ビルダバルダス辺りが厄介であるな。他に危険なのがミコノス兄弟か……いや、第二皇おう女じよのチチェリアーナ様もどう動くかわかったものではない。なんとも自由奔ほん放ぽうなお方だからな）

　カルガリは遠地に配された実力者たちの顔を思い描えがき、小さなため息を吐つく。

（彼らの何人かは、最悪、全員が、これを好機とばかりに起たち上がるだろう）

　とくに皇太子のことを毛け嫌ぎらいしていた第四皇子は危ない存在だ。だからこそカルガリは第六皇子を暗殺し、返す刀でその責任を第四皇子に被かぶせ、東方の大おお掃そう除じをしてしまおうと画策していたのだ。

　だが、第六皇子の暗殺はまんまと失敗し、大掃除を始めることは叶かなわなかった。

　そして皇帝が亡なくなった。

　こうなると、第四皇子が起ち上がるのは火を見るよりも明らかだ。

　それなのに皇太子は未いまだに皇帝の捜そう索さくを続け、父の葬そう儀ぎが終わるまでは兵を動かさないと言い続けている。

（ほんに頭の痛いことよ）

　だが、嘆いていても始まらない。

　皇太子が動かないのであれば、自分が動くしかない。できる範はん囲いで、可能な限り。

　カルガリは決意も新たに、椅子から立ち上がった。

「軍務卿への伝言、頼たのんだぞ」

「宰相様はどちらへ？」

「そろそろ地方の動向が入ってきているだろう。外務卿のところへ行ってくる」




　　　　６




　秘書官の一人を伴ともなって、カルガリは外務卿の執務室を訪れた。

　外務卿の執務室は入室する者と退出する者が引っ切りなしで雰ふん囲い気きも殺さつ伐ばつとしている。むしろ殺気立っている。

「やけに人の出入りが多くございますね」

　カルガリに続いて執務室控えの間に足を踏ふみ入れた秘書官が、小声で宰相の背中に呼びかけた。

「皇こう帝てい陛下の崩ほう御ぎよを報しらせる使者を送り出し、崩御を知った各地からの使者を迎むかえ入れる。いま現在、外務卿とその配下が帝国でいちばん忙いそがしいだろうな」

　カルガリは控えの間にいる秘書官に声をかけようとしたが、その前に、宰相の姿を認めた秘書官たちは一いつ斉せいに立ち上がった。

「これは宰相様、お忙しい中、ご苦労様でございます」

「皆みなもご苦労である。外務卿に会えるかな」

「は。すぐにも。ですが、いま執しつ務む室は戦場さながらの様子でございまして、申し訳ございませんが、別室で少しだけお待ちいただけますか？」

「かまわんよ」

「では、こちらへどうぞ」

　椅い子すから立ち上がった秘書官は、執務室へ通じる扉とびらとは別の扉の前にカルガリと彼の秘書官を誘いざなった。

　そのあいだも、他の秘書官たちは部屋に駆かけ込んでくる外務卿の部下たちと声高にやりとりを繰くり返している。秘書官との話を済ませた数人が執務室に飛び込んでいき、代わりに中から数人が飛び出してくるという、先ほどからその繰り返しだ。

（忙せわしないことだな。まぁ外務卿とその配下が働いているということだが）




　偉い大だいな創建者ロムニエゥス一世を失った今、帝国の政権内部が一枚岩とは言い難がたいのが辛つらいところだ。誰だれもがロムニエゥス一世に魅みせられ、誰もがロムニエゥス一世のために働いていた。逆に言えば、ロムニエゥス一世以外の者のために積極的に働こうとしない者がいる……ということでもある。

　外務卿ガルージャスもそんな人物の一人で、宰相ほど皇太子に入れ込んでいない。

　ロムニエゥス一世の死去を受けて彼がどう動くのか、カルガリは少し懸け念ねんしていたが、この様子を見る限り手て抜ぬきはしていないようで、宰相としては一安心だ。地方州の長官との連れん絡らくや帝国外の国々との折せつ衝しようなどは外務卿の独どく壇だん場じよう、手を抜ぬかれては困るのである。




　カルガリが案内されたのはやや小ぶりの評定の間で、大きな長ちよう卓たくとそれを取り囲む椅子以外には何もない、じつに素っ気ない部屋だった。

　別の秘書官が宰相のために茶と茶ちや菓が子しを運んできた。

「すぐに呼んで参ります。いま少しお待ちくださいませ」

　外務卿の秘書官は丁てい寧ねいに頭を下げて部屋から退出していった。
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　宰さい相しようが茶器に手を伸のばし、一口、二口、茶を啜すすっていると、扉が勢いよく開いて、帝国の最高幹部にだけ許されている赤い羽マ織ンりテ物ラを翻ひるがえした中年の男が、飛び込むように部屋に入ってきた。

　外務卿きようガルージャスである。

「やぁ、宰相殿どの、ご苦労様でありますな」

　背が高く、瘦そう身しんで筋肉質。顔には人当たりのよさそうな笑えみを浮うかべ、やや大げさにも思える身み振ぶり手振り。なるほど、いかにも折衝や交こう渉しよう事が得意そうな印象だ。

　だが、外務卿がその印象ほど好人物ではないことをカルガリはよく知っている。

（油断のならない男なのだ、こいつは。いや。帝国の最高幹部ともなれば、どいつもこいつも油断のならない奴やつばかりなのだ）

　もっとも、油断ならないことにかけてはカルガリこそ第一人者だったが。

　彼は内心の警けい戒かい感など微み塵じんも感じさせないで立ち上がり、外務卿に挨あい拶さつを返した。

「忙しいときにすまんな、ガルージャス」

　カルガリの挨拶に合わせ、彼の背後では秘書官が深々と低頭していた。

「まぁ事態が事態ですからね、わたしが忙しいのはやむを得ません。あ、どうぞ、おかけください」

　カルガリと彼の秘書官を座らせると、外務卿も椅子を引き、腰こしを下ろした。

「わたしにも茶をくれ」

　と自分の秘書官に命じると、外務卿は長卓に両りよう肘ひじを載のせ、身を乗り出した。

「現状確かく認にん……ですか？」

　カルガリは重々しく、うむ、と頷うなずいた。

「帝国内の動向、帝国外の動向、いま判明している範囲で聞いておこうと思ってな」

「はい。ですが、昨日の今日といった状じよう況きようですので確定的なことはまだ何もわかっていません。あ、君、地図を」

　振ふり返った外務卿は、背後に控ひかえていた秘書官の一人を呼んだ。

　すっと寄ってきた秘書官は、手にした地図を広げて卓たく上じように載せた。

　ガルージャスは前置きすることもなく本題に入った。

「旧王国領内では、現状、とくに目立った動きはありません」

　カルガリは地図に目を落とす。

　帝国領域を描えがいた見慣れた物で、いつもなら帝国の広大さと隆りゆう盛せいぶりを確認できるはずなのに、今日の宰相の目にはずいぶんと心こころ許もとなく映った。

「やはり問題なのは新たに帝国領に組み入れられた地域ですな。そちらには実力者が配されています故ゆえ、この不測の事態にどう動くかがさっぱり読めません。中でも厄やつ介かいなのが、いえ、厄介というのは言葉が悪いですか、問題なのは、いやいやそれも不ま味ずいか、えぇと……」

　宙を見上げて考え込んだ外務卿を、カルガリが促うながした。

「いや、厄介でかまわんよ。こういう事態なのだからな。言葉を飾かざっていてもしかたあるまいよ」

「ああ、そうですか。そうですね。では」

　改めて地図上に視線を据すえたガルージャスは、

「厄介なのは……」

　と言って、地図の上で指を滑すべらせる。

「第三皇子ミラニエゥス様。第二皇女チチェリアーナ様。第四皇子ロキシーヌ様。上将軍ビルダバルダス、アンキテル州長官ミコノス兄弟。そして」

　外務卿の指が帝国領の東とう端たんやや上部で止まった。

「第六皇子のサイファカール様」

　顔を上げた外務卿は、カルガリに顔を向け、にやりと口の端はしを吊つり上げた。

「というところでしょうかね」

（こいつ、どこまで知っている……）

　カルガリは自分がサイファカールを暗殺しようとしたことを外務卿が把は握あくしているのではないかと疑った。

「もっとも、地理的要因から考えて、現状、サイファカール様は厄介者ものから除外しておいても問題ないとは思いますが」

「そう……だな」

「いちばんの問題はロキシーヌ様でしょうか。それと同じくらいにはビルダバルダス上将軍も厄介ですが」

　カルガリは地図から外務卿へと視線を移す。

「何かあったのか？」

「あったというより、これからあるかもしれないということですね」

　そこで意味深に言葉を切る外務卿に少し苛いら立だたしさを覚えながら、カルガリは彼を促すように頷いた。

「陛下崩御の報を受け取るや否いなや、即そく座ざに兵に出しゆつ撃げきの準備を始めさせたようなのですね、二人とも」

　カルガリは目を見開く。

「出撃準備だと？」

「ええ。まさかこの時機で大がかりな戦せん闘とう訓練を行おうとは思いませんよね？　であれば、出撃準備と考えるしかないかと」

「どこへ出撃しようとしているのだ？」

「さて、それはわかりかねますが、この時機に出撃するのであれば、外へ向けて……ではなく、内に向かって……ではありませんか？」

　という外務卿の読み、半分は当たって半分は外れているのだが、この時点ではまだ確かめることはできない。

　宰相は低く唸うなった。

「だとすれば、由ゆ々ゆしき事態だな」

「ええ。今のうちに幾いくつかの軍団を備えさせておくべきだと思いますが」

　そう言って外務卿は、カルガリの顔色を窺うかがった。

　カルガリは厳しい顔で首を横に振る。

「皇太子様からは、軍団を動かす許可を戴いただけていない」

　ガルージャスは少し呆あきれた顔になる。

「この期ごに及およんで……ですか」

（まさに、この期に及んで、だな）

　とは思うものの、彼の立場では肯こう定ていはできないので、そこは無視だ。

「だが、街かい道どう警備のための軍団配置はお許しが出た」

「なるほど。街道の警備が名目とはいえ、予あらかじめ軍団を配置しておけば、いざというときの即そく応おう力が違ちがいますね」

「そういうことだ。アンブロウ州からの街道に重点的に配置しておくとしよう」

（むしろ兵を挙げて帝てい都とに迫せまってくれたほうが話が早いかもしれんな。そうなれば、さすがに皇太子様といえど迎げい撃げきしないわけにもいかない。ロキシーヌ様を除いてしまえば大きな問題が一つ片付く）

　地図から顔を上げたカルガリは、改めて外務卿の顔を見やった。

「ビルダバルダス上将軍も帝都に来ようとしているのか？」

「さて、それはなんとも。たまたま陛下ご崩ほう御ぎよの報が届いたのと入れ違いに上将軍のお膝ひざ元もとを離はなれた者からの伝聞ですので、まだ詳くわしいことはわかっていません。引き続き情報を収集中です」

　万が一、ビルダバルダス上将軍が兵を率いて帝都に向かってきたら、恐おそろしく厄介だなとカルガリは思った。それほどに、彼と彼の指揮する軍団は強いのである。

（もっとも、皇太子様のために軍団を率いて駆かけつけようとしている……という可能性もあるのだが。いずれにせよ、その動きから目が離せんな）

「ほかにも何か気になることがあるか？」

「そうですね。帝都周辺から逃にげ出す住民やら商人やらで街道は混雑してますから、軍団の移動には気を遣つかう必要があるかもしれません。あまり急ぐと彼らの不安を煽あおりますし、かといってのんびりともしていられないわけですし」

「……そうだな。軍団長に注意するよう言い聞かせておかねばな」

「あとは、そうですねぇ、周辺諸国及び蛮ばん族ぞくどもの動向ですが、そちらはまだ報告が入ってきていません。何しろ帝都から遠すぎますので。入り次し第だい、ご報告を上げますが、今日のところは何もなし……です」

「そうか。では、何かあったらすぐに報告を入れてくれ」

　と言ってカルガリが立ち上がると、ガルージャスも立ち上がる。

「承知しておりますよ」

「頼たのんだぞ」

　と声をかけて、カルガリは外務卿の部屋をあとにした。




　外務卿が厄介な者たちとして挙げた名前は、概おおむね自分の予想と同じだった。そこは少し安あん堵どするカルガリだが、それでもカルガリは不ふ吉きつな予感に震ふるえた。

（そしてサイファカール様……か。こうなると、すんなり東辺境州に入れてしまったのが返す返すも悔くやまれる。いや、むしろ逆か。辺境州に押し込めてしまったからこそ、今は無害になっていると思うべきか。あそこでは、さすがのサイファカール様も身動きが取れまい。今はロキシーヌ様の動向にこそ気を遣うべきだな。そして第二皇女チチェリアーナ様と第三皇子ミラニエゥス様にも）

　カルガリは脳のう裏りに帝国の領域図を思い描いた。

（いずれ劣おとらぬ厄介者が、そこかしこに配されている。こうなると陛下のご配はい慮りよが恨うらめしくさえ思えてくるわ。が、やるしかあるまいよ）

　カルガリの目に、外務卿の前では見せなかった力強い意志の光りが灯ともった。

（皇太子様に二世皇こう帝ていになっていただくために。我が孫を三世皇帝に即つけるために。立ちはだかる者はすべて排はい除じよするのみ。そのためには、儂わしの手の者も各地に向かわせなくてはならんな）

　外務卿が知ったことはもちろん、外務卿の知らないことまで把握する。

　誰だれよりも早く情報を手に入れる。しかも正確な情報を。

　それが生き抜ぬくため、勝ち抜くためには必要なことだと、カルガリは知っていた。

（リセフトの配下、黒くろ猫ねこの者を総動員させるか）

　赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた皇宮の幅はば広びろの廊ろう下かを歩きながら、カルガリは様々な手段方策を思い描き、次々に点検するのだった。
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　皇帝が海難事故で遭そう難なんしたという一報が各地の有力者の下もとに届けられたのは、早いところでは事故が起きた翌日、遅おそいところでは四、五日ほどもかかった。
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　ロクサスの街の皇おう子じ宮きゆう──。




　ひときわ大きく頑がん丈じようそうな三階建ての建物が第四皇子ロキシーヌの政務棟とうで、彼の執しつ務む室はその最上階にあった。

　広々とはしていても、華か美びに走ることを嫌きらうロキシーヌの執務室は意外に質素な印象だ。中央世界から移入された色いろ鮮あざやかな文様を描えがいた絨毯や、東方世界から移入された艶あでやかな絹製の飾かざり布が目を引く程度である。

　今その執務室を、ロキシーヌに仕える四人の軍団長が訪おとずれたところだった。




「お呼びでしょうか、ロキシーヌ様」

　四人の軍団長、ドゥートスとエルク＝レイン、マルチダス、モンテゥラが、秘書官に先導されて皇子の執務室に入室してきた。

　ドゥートスは四人の軍団長の中ではいちばん年長で格上、最高司令官であるロキシーヌの副官的な立場にあった。

　エルク＝レインは新参者で、軍団長の中では最も若い。まだ二十代半ばのはずだ。

　マルチダスとモンテゥラは二人の中間で、三十を少し超こえたところか。

　執務机の向こうに座るロキシーヌの前に、軍務服姿の四人は直立不動で立った。

　ロキシーヌは手にしていた文書を机の上に放ほうり投げると、睨ねめつけるように四人の軍団長を見やった。

「帝都から早馬が来た」

　四人を代表してドゥートスが訊きいた。

「は。何かございましたか？」

「親おや父じ殿どのが亡なくなったらしい」

「は……はい？」

「乗っていた船ごと海に沈しずんだそうだ」

「な……なんと……」

　衝しよう撃げき的な報しらせに四人は言葉を失ったが、対照的にロキシーヌは口の端はしを吊つり上げ、挑ちよう戦せん的な口調で言った。

「これは荒あれるぜ」

「……そ、それほど海が荒れていたのでありますか!?　ですが……そんな荒こう天てんのときに、陛下はどうして船で……」

　ドゥートスがそう訊いてきたので、ロキシーヌは思わず噴ふいてしまった。

「そうじゃねえ。そうじゃねえよ、ドゥートス。おまえ、相変わらず面おも白しろいな」

「も、もうしわけありません」

　ロキシーヌはひとしきり笑うと笑えみを消し、真しん剣けんな面おも持もちで身を乗り出した。

「海は荒れてなんかいなかったそうだぜ。だからこそ、親父殿も重臣たちも安心して船を漕こぎ出したんだろうさ。そうじゃなくて、俺が言っているのは、これから帝てい国こく内が荒れるだろうって話だ」

「あ、はい。さようで……ございますね」

「これは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だ。そうは思わないか？」

　と言うロキシーヌは舌なめずりしそうな顔だった。

　美お味いしそうな獲え物ものを前にした腹を空すかせた山犬のようだ……と思ったドゥートスだが、もちろんそんな感想を面おもてに出すことはしない。

「千載一遇……でありますか」

　ドゥートスが首を傾かしげると、ロキシーヌは焦じれったそうに言う。

「無能な皇太子を廃はいし、俺が親父殿の跡あとを継つぐ好機が来た。そうは思わないか？」

　ドゥートスとマルチダス、モンテゥラの三人はどう応こたえていいかわからずに押し黙だまる。

　しかし、エルク＝レインだけが大きく頷うなずいて口を開いた。

「まさにロキシーヌ様の仰おつしやるとおりでありますね」

「だろう？」

「ですが、今はまだ、それを口にするべきときではないと思われます」

　ロキシーヌは、ぴくりと眉まゆを跳はね上げた。

「どういうことだ？」

「皇太子を倒たおすべし、とぶち上げますと、帝国に弓引くという立場に立ってしまいます。何しろ相手は皇太子なのですから」

　ロキシーヌは険しい目つきでエルク＝レインを睨めつける。

「じゃあ、どうしろと言うんだ？　決起を諦あきらめろとでも言うのか!?」

「もちろん、言いません。何しろ千載一遇の好機ですからね」

「……？」

　ロキシーヌが眉を顰ひそめた。

　他の三人の軍団長はエルク＝レインが何を言いたいのかわからず、首を傾かしげるばかりだった。

「要は言い方なのです。同じ目的でも、言い方を変えれば、周囲に与あたえる印象ががらりと変わる、というのはよくあることですから」

「だから。何が言いたいんだ、エルク？」

「皇太子を倒すと言ってしまえば私し怨えんになります。私欲になります。ですが、君くん側そくの奸かん、宰さい相しようカルガリを除くと言えばどうでしょう」

「……あぁ」

　ロキシーヌの口から感心の声が漏もれた。

「それは私怨ではなく、私欲でもなく、帝国の将来を憂うれえた義挙となります。そして宰相という後ろ盾だてを除いてしまえば、皇太子殿の勢力は大きく削そがれます。おそらく、周りで様子見をしている勢力も次々に皇太子の陣じん営えいを離り反はんするでしょう」

「……おまえ、見かけによらず頭がいいな」

「いえいえ、そんなことは……少しはあるかもしれません」

　かくっ、とロキシーヌが小さくずっこけ、三人の軍団長は顔を見合わせる。

（なるほどな）

（そういう考え方もあるのか）

（深いな）

　軍事畑一筋でやってきた三人は、新参者の軍団長の深しん謀ぼうに大いに感じ入った。

「どうせお題目なのです。周囲の反感を買わない言い方をしたほうが得なのではないかと思う次第です」

「よし」

　ロキシーヌが椅い子すから立ち上がった。

「それで行こう。俺たちは君側の奸である宰相カルガリを除くために兵を挙げる！」

「おお！」

　ドゥートスとマルチダス、モンテゥラが力強く応じた。

「すぐに出撃の準備に取りかかれ」

「はっ」

「ロキシーヌ様」

「なんだ、エルク？」

「出撃の準備と共に、周辺諸州に使者を送っておくべきかと思われます。共に義挙に加わらないかという誘さそいの使者を、です。どうせ兵を動かせば帝都にも伝わりますから、挙兵を隠かくしておくことは不可能です。今のうちに打てる手は打っておくべきではないかと思う次し第だいです」

「なぁるほど」

　ロキシーヌは低く唸うなった。

「そのほうが、俺たちのすることが義挙だと強調できるな」

「はい。それだけではありません。誘いに乗る勢力が出てくれば、帝都の側は大いに焦あせるでありましょう。逆に周辺諸州の長官たちは、中央の動員令を無視して様子見に走るかもしれません」

（こいつ、意外と使えるな）

　この若さで軍団長に就つくほどの者なのだから、馬ば鹿かでないのは当然だ。しかし、軍団長の多くは「軍いくさ馬鹿」であることが多い。

（むしろ俺の側近として使ったほうが役に立つかもしれないな。試ためしてみるか）

　ロキシーヌはエルク＝レインに向かって頷いた。

「よし、それも採用だ。おまえ、使者に持たせる文書の草案を作れるか？」

「若じやく輩はい者ものには些いささか荷が重いですが、やってみます。半日ほどいただけますか？」

「いいだろう。出撃準備のほうも怠おこたるな」

「は」
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　こちらは第二皇おう女じよチチェリアーナが配された植民都市アルデ＝バラン──。




　アルデ＝バランは、帝国本領から西の内海を渡わたったところにある南の大陸の北岸に築かれた植民都市の一つで、植民都市の中でもっとも規模が大きかった。街の陸側三方を城じよう壁へきに囲まれ、残りの一方は海に面した海港都市である。

　チチェリアーナの肩かた書がきは植民都市群総そう督とく。

　ロムニア帝国はロムニア王国の時代から西の内海を渡り、南の大陸の北岸に幾いくつか植民都市を築いていたが、内陸までは浸しん透とうしていない。西の大陸の覇は者しやになるのに忙いそがしくて、そこまでの余よ裕ゆうがなかったというのが実情だ。

　しかし、西方世界の八割方を押さえ、世界帝国を築き上げたロムニエゥス一世の目は、南の大陸の奥地に向いていた。

　そこは手つかずの地で、どんな国が、どんな民族が控ひかえているのか、まだよくわかっていない。そこで皇帝は、子供たちの中でも進取の気性に富んでいて船が大好きな第二皇女を植民都市群総督として対岸に送り込んだのである。

　やがて軍馬を満まん載さいした軍船が西の内海を渡り、植民都市を拠きよ点てんにして南の大陸の奥深くまで進行する。あるいは侵しん攻こうする。

　それが皇帝の構想だったはずだ。

　しかし、その遠大な構想が実現する可能性は潰ついえた。彼の死と共に。




　街の高台に建つ皇女の館やかた。

　その敷しき地ち内にある背の高い尖せん塔とうの見晴台に第二皇女チチェリアーナはいた。

　女子にしては高身長のチチェリアーナは、豊かな金きん髪ぱつを背に垂らし、女子用の水軍服に羽マ織ンりテ物ラという出いで立ちで見晴台の端はしに立って、手すりに手を載のせ、体を乗り出すようにして前方を見ていた。

　眼下にはアルデ＝バランの街並みがあり、視線を前方に転じれば、どこまでも続く青い大海うな原ばらが広がっている。よく晴れた風のない日には、青い空と蒼あおい水平線とが交わる遥はるか彼方かなたに西の大陸の南なん端たんが望めることもある。

　チチェリアーナはここから見る広大無辺な風景が大好きだった。好きが高じて、街中の公館とは別にここに私し邸ていを建てさせ、ふだんの政務はここで執とるほどだった。




　息せき切って尖塔の見晴台に通じる梯はし子ごを登ってくる者がいた。

「チチェリアーナ様」

「オルヴィネアか」

　梯子を登り切って見晴台に立ったオルヴィネアと呼ばれた女子は、そこで少し乱れた息を整えた後、見晴台の端に立っているチチェリアーナの下もとへ歩み寄ってきた。

　短めに苅かった燃えるような赤毛が目を引くオルヴィネアも、女子用の水軍服に身を包み、水軍用の長ちよう靴かを履はいている。

　彼女が穿はいている短い裳もを海風が揺ゆすった。

「どこへ行かれたのかと思いました、殿でん下か」

「父上が死んだぞ、オルヴィネア」

　海を見たままチチェリアーナはそう言った。

　皇女は、つい先ほどまで帝都からの使者を引見していたのだ。

　海難事故が起き、ロムニエゥス一世が船と共に海に沈しずんでしまい、まだ見つかっていないことを報しらされたチチェリアーナは、使者をほったらかしにして、この尖塔に登ってきたのだった。

「あ、はい、あの、なんと申し上げてよいものか……」

　オルヴィネアは言い淀よどんだが、振ふり返ったチチェリアーナは、意外なことに彼女に向かって微笑ほほえみかけてきた。

　チチェリアーナ皇女の水軍服はオルヴィネアの物より大おお仰ぎような作りで、皇族にのみ許されている紫し紺こんの羽マ織ンりテ物ラを纏まとっている。

　吹ふき渡る海風に、皇女の裳とマンテラが翻ひるがえった。

　皇女の目は自分を見ているようで、じつはもっとずっと遠くを見ているのではないかとオルヴィネアは感じた。

「父上は幸せ者だ」

「あ……はい？」

　チチェリアーナはくるりと体を回し、再びオルヴィネアに背を向ける。

「海に沈んだのだからな。なんとも羨うらやましい限りだ。吾われも最後の最さい期ごには、陸で死ぬのではなく、海の藻も屑くずとなって生しよう涯がいを終えたいと思っている」

　オルヴィネアは真ま面じ目めくさった顔で応こたえる。

「殿下はずいぶんと抒じよ情じよう的でございますね。蟲むしに食われて地に還かえるか、魚に食われて海に還るかが違ちがうだけで、陸で死のうが海で死のうが、大した違いはございません」

　海を見たまま、チチェリアーナは苦く笑しようを浮うかべる。

「おまえは即そく物ぶつ的な奴やつだな。夢がないと言い換かえてもいいが」

「夢では腹が膨ふくれません」

「それが夢がないと……」

「それより、殿下」

「なんだ？」

　チチェリアーナの腹心であるオルヴィネアは、どこまでも真しん剣けんな表情で第二皇女の背中に向かって訊きいた。

「陛下の崩ほう御ぎよという大事に際して、我らはどう動けばよろしいのですか？　あるいは動かないほうがよろしいのですか？」

「動かないというのは、つまり皇太子が二世皇帝として父上の跡あとを継つぐのを認める……ということだな？」

「はい、さようでございますが」

　チチェリアーナはゆっくりと体を回し、オルヴィネアと正対した。

　皇女の体からは覇は気きが溢あふれ出し、整ったその顔は厳しく引き締しまり、涼すずやかな碧へき眼がんには強固な意志の光りが宿っていた。

「正直に言え、オルヴィネア。皇太子がこの帝てい国こくをまとめきれると思うか？」

「は、それは……かなり難しいことだと思われます」

　チチェリアーナは、ふふん、と鼻で笑った。

「難しくはない」

「はい？」

「あんな青あお瓢びよう箪たんには不可能だ」

（話の繋つながりがよく見えませんが。どうやらチチェリアーナ殿下は、皇太子殿どのが二世皇帝になるのを黙だまって認めるつもりはないと仰おつしやっているのでしょうか）

「あと十年、いや五年でもいい、父上が存命だったら、兄上もすんなりと跡を継げたかもしれないがな。だが、今この時期では無理だ。何な故ぜかわかるか、オルヴィネア？」

「まだ後こう継けい者しやとして経験不足だから、でございますか？　それとも跡を継ぐための準備が不足しているということでしょうか」

「違うな。そういう理由ではない」

「はい。では、どういう理由なのでしょうか？」

　チチェリアーナは、右の親指で自身を指さした。

「吾われが。この第二皇女チチェリアーナが帝国を継ぐつもりだからだ」

「！」

「お父上があと十年生きていれば、吾も人並みに恋こいをし、人並みに婚こん姻いんし、人並みに子を産んでいたことだろう。そうなれば、吾もささやかな幸せを優先していたかもしれない。だが、今の吾は自由だ。吾を止める物はなく、吾を止める者はいない。唯ゆい一いつ、吾を止める存在だったお父上が身み罷まかられた今、吾はあらゆる軛くびきから解き放たれたのだ。ならば、吾が帝国の主ぬしとなるのが自然の成り行きだ。そうではないかな？」

（かなり論理の飛ひ躍やくがあるのでは）

　と思わないでもないオルヴィネアだが。

（いや、元々が殿下はこういうお方だ。そこがこのお方の魅み力りよくなのだ。だからわたしは、このお方に付いていくのだ）

「では、動かれるのですね？」

　チチェリアーナは力強く答えた。

「動く」

「まずは何から始めますか？」

「水軍の出しゆつ撃げき準備は当然として、各都市の執しつ政せい官かんをここ、アルデ＝バランに集めよ。吾と共に起たつならばよし。吾に従わない者は……」

　一呼吸置いてから、チチェリアーナは平然とその言葉を吐はいた。

「斬きる」

「……承知いたしました。では、腕うでに覚えのある者を集めておきます」

「おまえは理解が早くていいな、オルヴィネア」

「ありがとうございます」

「泳ぎも上う手まいし操船術もたしかだし部下の受けもいい」

「ありがとうございます」

「そして美人だ」

「ありがとうございます」

「おまけに乳ちちも大きい」

「それは関係ございません」
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「洒落しやれを解さないのはちょっと減点だな」

「そんな点数は要いりません。鮫さめの餌えさにでもすればいいのです」

「手厳しいな」

　と肩かたをすくめたチチェリアーナだが、ふと何かを思いついたらしく、あぁそういえば、と間の抜ぬけた声を漏もらした。

「レフラフティの奴はどこへ飛ばされたのだ？」

「たしか……東辺境州だったかと思いますが」

　チチェリアーナは不思議そうな顔になった。

「どうしてそんな僻へき地ちへ？」

「いえいえいえ。入浴を覗のぞかれた殿でん下かが大層お怒いかりになって、『あんな奴は地の果てまで飛ばしてしまえ』と軍務卿きよう殿にねじ込んだと記き憶おくしておりますが？」

　オルヴィネアがそうツッコむと、皇女は、そうだったか？　と小首を傾かしげた。

「そうでございました！」

「ふぅむ。少し早まったかな。まさかこんな事態になるとは思わなかったからな。水軍を動かすとなると、奴の手しゆ腕わんがほしかったが」

「呼び戻もどしますか？」

「いや。今からでは間に合わないだろう。赴ふ任にん先が東辺境州となると、使者が到とう着ちやくできるかどうかすらわからな……」

　チチェリアーナは、はっとして顔を上げた。

「いや待て！」

「はい？　何かございましたか？」

「東辺境州……たしかサイファカールの阿あ呆ほうの新任地ではなかったか？」

「ええ、そうです。少し前に帝都から送られた使者がそう伝えてきましたね」

「なるほど。すると……奴は無事に任地へ着けたのかな。それについては何か入ってきているか？」

「いえ、まだとくに。弟君のことがご心配ですか」

「いいや。できれば宰さい相しようか皇太子辺りが暗こ殺ろしてくれていると助かると思ったのだ」

「あ……はぁ……」

（容よう赦しやありませんね、チチェリアーナ殿下。ですが、ということは）

　オルヴィネアは驚おどろきの目を皇女に向けた。

「殿下は、サイファカール様が競争相手になるとお考えなのですか!?」

　腕うで組ぐみしたチチェリアーナは、自じ慢まんげに胸を張り上体を反らす。

「あいつのことをただの阿呆と思っていると足あし下もとをすくわれるぞ、オルヴィネア」

「それほどのお方でございますか」

「突つき抜けた阿呆は小こ利り口こうな奴よりずっと厄やつ介かいだ……ということだな」

（本っ当に容赦がありませんね）

「父上の子息、子女の中でも、あの阿呆は二番目か三番目くらいに厄介だ。あいつの剣けん吞のんさを見み抜ぬいている者はそう多くないが、吾は知っているぞ」

「……ちなみに、一番厄介なのはどなたでございます？」

「言うまでもない」

　チチェリアーナは反そっくり返りそうなほど大きく胸を張った。

「それは吾だ！」

「さようでございましたか」

「可哀かわい相そうな子を見る目つきで吾を見るんじゃない」

「申し訳ございません」

「それより、オルヴィネア」

「はい」

「おそらく、この海のどこかに父上が眠ねむっておられる」

「……はい」

「偉い大だいなる帝国の創建者、ロムニエゥス一世陛下に敬礼だ」

「は！」

　オルヴィネアは尖せん塔とうの見晴台の端はしに立っているチチェリアーナの隣となりへと進み出る。

　並んで立った二人は、眼下に広がる蒼あおい大海うな原ばらに向かって敬礼を送った。

　春の海は穏おだやかで、小さな白い波は濤とうが宝石のように煌きらめいていた。

（父上よ、あなたが作った帝国は、わたしが守る。守るだけでなく、さらに大きく広げてみせよう。だから今は安らかにお眠りください）

「さて」

　敬礼を解いたチチェリアーナは、傍かたわらのオルヴィネアを見やった。

「まずは水軍の出撃準備と執政官の召しよう集しゆう。それを急がせるのだ、オルヴィネア」

「承知いたしました、皇女殿下」




　　　　４




　こちらはアンキテル州長官であるミコノス兄弟の本ほん拠きよ地ち、州都アンキテルミ──。




　ミコノス兄弟は、兄が内政担当、弟が軍事担当という分担だったが、二人のうちのどちらかが州長官なのではなく、兄弟で長官という珍めずらしい位置づけだった。




「呼んだか、兄あに者じや」

「来たか、弟」

　兄、ミッコーラの執しつ務む室へ、軍務服に身を包んだ弟、ミッコーリが入ってきた。

　文官である兄は、筒つつ袖そでの上着に筒つつ袴ばかま、そして帝国幹部であることを示す赤い羽マ織ンりテ物ラを着けている。

　兄のミッコーラが三十代後半、弟のミッコーリが三十代半ばといったところだろうか。顔立ちはよく似てはいるが、そっくりというほどではない。体格的には弟のほうが兄よりも大おお柄がらだった。

「まぁ座れ」

　弟を執務机の横にある革張りの長なが椅い子すに座らせたミッコーラは、秘書官に葡ぶ萄どう酒しゆを持ってこさせると、自分も弟の対面に置かれた長椅子に腰こしを下ろした。

　秘書官も侍じ女じよも護衛の兵も控ひかえ室へと下がらせると、ミッコーラは葡萄酒の入った酒しゆ盃はいを手に取った。

「まぁ飲め」

（皆みんなを下がらせ二人だけになったということは……何か重大な事態が持ち上がっているということか？）

　と想像を働かせながら、ミッコーリも酒盃に手を伸のばした。

「陛下が亡なくなられたらしい」

　かたん。

　ミッコーリは酒盃を掴つかみ損そこね、青銅製の酒盃が卓たく上じように倒たおれた。

　中に入っていた葡萄酒が流れ出す。零こぼれて広がった赤い液体はまるで血ち溜だまりのようだ。安定した世界帝てい国こくに騒そう乱らんの血が流されることを暗示するかの如ごとき不ふ吉きつな光景だった。

　ミッコーリは、なんとか声を絞しぼり出した。

「お、おい、本当か兄者」

「先ほど帝都からの早馬が到着して、そう報せてきた。外務卿きようが嘘うそを吐ついているのでなければ、本当なんだろうな」

「な……なんでまた……」

　ミッコーリは限界まで声を潜ひそめ、唇くちびるを動かした。

「誰だれかに暗こ殺ろされたのか」

「そうではない。使者の言葉を信じるなら、陛下は事故で亡くなられた」

「じ、事故!?」

　ミッコーリは思いきり疑わしそうな顔になる。

「事故って……どんな？」

「船に乗って沖おきに出たところに突とつ風ぷうが吹ふいて、それで船が転てん覆ぷくしたそうだ。おそらく鎧よろいを着用されていただろうから、そのまま沈しずんでしまったと、そういうことらしい」

「そ……あの陛下が……溺おぼれ死んだ……のか……」

「信じられないのも無理はない。俺も嘆なげき悲しむ思いはおまえに負けていない。だが」

　兄ミッコーラは、目に異様な光を湛たたえて上体を乗り出してきた。

「これは好機だ。そうは思わないか？」

「こ……好機……って、なんのだ？」

　上体を戻したミッコーラは、ちらと卓にこぼれた葡萄酒に目をやった。

「あ、すまない、兄者。誰かを呼んで拭ふかせるか？」

「いや、あとでいい」

　ミッコーラは長椅子の背もたれに背中を預け、天てん井じようを見上げ、淡たん々たんと言葉を継ついだ。

「陛下の死は、あまりに急だった。完全に安定していたとは言い難がたい帝国は、これで大いに揺ゆれるだろう。いや、揺れるどころか、荒あれるかもしれない。そして皇太子殿どのは若じやく輩はい。跡あとを継ぐための用意も調ととのっていない」

「おい、何が言いたいんだ、兄者!?」

「おまえにだってわかっているだろう、弟。つまりはこういうことだ」

　ミッコーラは見上げていた視線を戻し、正面から弟の顔を覗き込んだ。

「誰が帝国の主あるじになるか、まだ決まってはいない」

　ミッコーリが、ごくりと唾つばを吞のんだ。

「俺たちも後こう継けい者しや争いに名乗りを上げるっていうのか？」

　ミッコーラは、そうだ、と重々しく頷うなずいた。

「俺とおまえが力を合わせれば、勝ち抜く可能性はそこそこ高いと思うがな」

「…………」

「どうした？　臆おくしたか、弟？」

「くっ……くくっ……くははははっっ」

　俯うつむき考え込んでいたように見えたミッコーリは、突とつ然ぜん、笑いを爆ばく発はつさせた。

「面おも白しろい！　面白いじゃないか、兄者！」

　腹を抱かかえて笑っていたミッコーリだが、不意に笑いを収め、真しん剣けんな顔になった。

「たしかに好機だ。いや、絶好機だな。この絶好機を座して見過ごすなど、男のすることじゃない」

　ミッコーリはすっくと立ち上がった。

「やるか、兄者」

　ミッコーラも静かに立ち上がる。

「やるさ、弟」

　ミッコーラは壁かべに貼はられた帝国地図を見やった。

「陛下がその生しよう涯がいをかけて築き上げたロムニア帝国。このまま崩ほう壊かいさせてしまうのはいかにも惜おしい。俺たちミコノス兄弟が主あるじとなることで、この偉大な帝国の崩壊を食い止めてやろうではないか」

「おおよ。で、まずはどうする？」

「まず帝都の様子を探さぐらねばならんが、その報告を待ってもいられない。時間との勝負だ。帝都が混乱しているあいだに、やれるだけのことをやってしまおう」

「具体的には？」

「隣州を奪とる」

　そう言われ、ミッコーリがにやりと笑った。

「承知だ、兄者。すぐにも軍団の出しゆつ撃げき準備を始める」

「そちらは任せる、弟。俺は情報収集のための部隊を急ぎ組織して帝都周辺に送り込む。皇太子側の出方をしっかりと把は握あくしておきたいからな」
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　こちらは上じよう将しよう軍ぐんビルダバルダスの本拠地ペルピニアスの街──。




　ビルダバルダスの反応が群ぐん雄ゆうの中でもっとも早く、もっとも果断だった。むしろ過激だった。

　彼は即そく座ざに軍団を動かした。

　しかし、彼の指揮する軍団が向かったのは帝都とは逆方向の東側だった。

　彼は戦いくさがしたかったのだ。平和に飽あき足らなかったのだ。

　だからビルダバルダスは、以前からロムニエゥス一世に東方への進撃を盛んに上じよう申しんしていた。

　ところが、ロムニエゥス一世は、ビルダバルダスの上申を許きよ諾だくしなかった。




「いまは帝国の支配を万ばん全ぜんなものにする時期で、これ以上の膨ぼう張ちよう策を採る時期ではない」




　というのがロムニエゥス一世の答えだった。

　けれどビルダバルダスは、皇こう帝ていの答えに納なつ得とくできなかった。

　さすがにロムニエゥス一世の方針に異を唱えることはしなかったが、小さな熾おき火びのように不満が彼の心で燻くすぶっていた。

　そのロムニエゥス一世が死んだ。

　その報告を受けたときにビルダバルダスが真っ先に思ったのは、これで陛下に遠えん慮りよすることなく東方に進撃できる、ということだった。

　戦って勝つ。

　勝って戦利品を獲かく得とくし、領地を増やす。

　それが自家の富ふう貴きに繋つながり、配下の将兵の富貴に繋がる。

　その結果として、帝国が富み栄える。

　というのが、彼の経験則から導き出された信念だった。

　百戦して百勝の常勝将軍は、極きわめて狭きよう隘あいな現実主義者だった。

　彼は自分が帝国の主あるじになろうなどとは思わなかった。彼は今までどおり、戦に勝って、領地を増やし、自分と部下が勝利の果実を得られればそれでよかった。だからこそ、彼が新たに目指すのは帝国領域に組み込まれていない敵地であり、戦いに勝ってそこを占せん領りようし、帝国領域に組み込むことが自分に課された責務だと思っていた。




「東方にはまだ広大な沃よく地ちが広がっている。そこを支配下に置かぬ限り、ロムニア帝国は真の世界帝国にはならん。我らは世界帝国完かん遂すいのための先兵となるのだ」

　ビルダバルダスの檄げきに、居並んだ将兵が応こたえた。

「おお！」

「新たに獲得した土地は我々の物だ。思う存分に手て柄がらを立てろ！」

「おおお！」

「よし、進発する」

　ビルダバルダス麾き下かの六個軍団三万は、ロムニエゥス一世死去の報からわずか三日の後に州都を離はなれ、帝国領の東方に広がるカルパーニャ平原を目指して東進を開始した。

　ビルダバルダスもまた別の意味で、ロムニエゥス一世の軛くびきから解放された者であった。
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　これらの群雄が動き始めるのに数日遅おくれて、サイファカールも動き出したのは見てきたとおりである。

　犠ぎ牲せい者しやをほとんど出さずに、まんまとアンブロウ州の州都ロクサスを制圧したサイファカールだったが、まだ群雄に並び立つほどの立場を手に入れたわけではない。

　舞ぶ台たいの袖そでで幕の隙すき間まから舞台の上を覗のぞいているだけだった彼も、これでようやく舞台の端はしに立つことを許されたという程度だろう。

　まだロキシーヌと彼の軍団は顕けん在ざいなのだ。

　従って州都は押さえても、アンブロウ州そのものを支配下に入れたわけではない。

　そして。

　いま新たにサイファカールを背後から脅おびやかす者が出てきた。者というより、勢力が。

　ロクサスを制圧した直後に、その報しらせはサイファカールの手元に届いた。

　届けに来たのは伝令役を命じたレフラフティで、乗馬が苦手な彼は、馬車が壊こわれる勢いで夜通し走らせ、ロクサスの街に駆かけ込んできた。




「高原地帯の騎き馬ば民族が動き出した？」

　自分の執しつ務む室に充あてた評定の間にレフラフティを迎むかえたサイファカールは、彼がもたらした衝しよう撃げき的な報告にもそれほど大きな反応を見せなかったが、皇子の周りに居並んだ幹部連は大きく仰のけ反った。

「そうなんすよ。商人に偽ぎ装そうさせて高原地帯に送り出した奴やつらが飛んで戻もどってきましてね。蛮ばん族ぞくども、山を越こえるつもりで騎き兵へいの準備をしていたそうです」

「数は掴つかめている？」

「今のところ三、四万程度じゃないかって話なんですがね。正確な数字は不明です」

　高原地帯の騎馬民族は全体で二十万とも三十万とも言われているから、かなり控ひかえめな数字ではある。

　もっともロムニエゥス一世との決戦に敗れ、騎馬民族をまとめていた王が討うち死にして以降、全部族をまとめるような指導者は出ていない。緩ゆるやかな連合を結ぶ部族もいれば、敵対する部族もいたりと、各部族単位で動いているらしい。だから三、四万という騎兵は数字的には納得のできるものだが、戦力的に安心できるものではない。何しろ今のアル＝アラには、防衛のための戦力がほとんどない状態なのだ。

「サイファカール様」

　かなり切せつ羽ぱ詰つまった声をザネッティが上げた。

「何かな？」

「すぐに軍団の主力を戻したほうがよくはないですか？　このままだと、バルガリ峠とうげを越えた蛮族どもが、アル＝アラに押し寄せてきますが」

「そうだね」

　サイファカールがにこやかに頷くと、ザネッティは毒気を抜ぬかれたような情けない顔になった。

「いや、そうだねって……」

「いま軍団を戻したら、せっかく奪うばったこのロクサスを放ほう棄きするようなものだ。ロキシーヌに差し出すようなものだ。それでは、ここまで来た意味がない」

「……ここを放棄しない代わりにアル＝アラを放棄するんですか？」

　と言うザネッティの顔には少なからず非難の色が現れていた。

「いや、アル＝アラも放棄しないよ、もちろん」

「……あ、はぁ、そうです……か。いえ、しかし……」

　ザネッティは首を捻ひねりつつ仲間の顔を見み渡わたしたが、明快に応えられる者はいなかった。

　誰だれもが皆みんな、ザネッティと同様、サイファカールが何を考えているのか、何を狙ねらっているのか、よくわかっていなかった。

　サイファカールの直臣たちも事情は同じだったが、フレイヤやステラステラ、リ・イン、ネムネモ、シュラトゥなどは、皇子の狙いはわからなくても皇子が手を打っていないはずがないと信じているので、アル＝アラ側の幹部ほど困ってはいなかった。

「しかしサイファカール様よ、蛮族が動き出すという不測の事態なのじゃから、なんらかの手を打たんわけにはいかんのでは？」

　とリリィが訊きいてきた。

　さすがの彼女も、少しばかり焦あせりの色を浮うかべているように思える。

「大だい丈じよう夫ぶ。これは不測の事態じゃないから」

「……は？」

「そして、もう手は打ってある。だから、そんなに慌あわてる必要はないんだ」

「な、なんですじゃと!?」

「ほら、アル＝アラは空じゃないだろ？　防衛のために二個軍団が入ったじゃないか」

「あ！」

　サイファカールの言葉に、リリィは目を見開いた。

　彼女だけではない。ザネッティやヨーコ、シュメイルなども驚おどろきを色いろ濃こく顔に浮かべ、そのことを思い出していた。

（そうじゃった。ドゥールドォール将軍が軍団を率いてアル＝アラに進しん駐ちゆうしてきたんじゃった。じゃが……）

　リリィは疑わしそうな表情を隠かくそうともせずに訊いてきた。

「まさかサイファカール様、蛮族の侵しん攻こうを食い止めるためにドゥールドォール将軍が戦ってくれると仰おつしやるのかや？」

「たぶん。いや、将軍の性格を考えれば確実と言ってもいいんじゃないかな」

「じゃが、二個軍団一万だけでなんとかなるじゃろうか。アル＝アラに籠こもれば街を陥おとされることはないじゃろうが、街を包囲せずに素す通どおりされたら、帝てい国こく領内に侵しん入にゆうを許してしまうことになりますがの？　そうなれば、我らの背後も脅かされますぞ」

「将軍の性格からすると、籠ろう城じようは選ばないだろうね。蛮族の領内への侵入を断固阻そ止しするという戦術に出ると思うな」

「い、いや、それでは……勝てないのでは？」

「たぶん勝てないだろうね。でも、それでいいんだ」

　サイファカールはにこやかな笑えみを浮かべたまま、余よ裕ゆうのある態度で部下たちの顔を見回した。

「たしかに一か八かの賭かけに近いけど、序じよ盤ばん戦はある程度の危険は覚かく悟ごしないとね。元々、僕たちは拠よって立つ基盤が弱いんだから。でも、この危機を乗り切れば、東辺境州とアンブロウ州を確保し、ドゥールドォール将軍を麾き下かに組み入れ、一気に勢力を拡大させることができる。そうなれば、他の有力者たちと同じ舞台に上がれるようになるよ」

　全員が呆あつ気けに取られた顔でサイファカールを見つめた。
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　さて、こうしてサイファカールはロクサスの街の奪だつ取しゆに成功した。

　しかも、ほとんど血を流さないで。

　このことが後に、彼に意外な影えい響きようを与あたえるのだが、それはさておき。




　サイファカールはようやく帝国の後こう継けい者しや争いという大舞ぶ台たいへ進み出るための資格を手に入れたに過ぎない。

　すでに彼以外の群ぐん雄ゆうは、その野望達成のために動き出している。

　この時点では、サイファカールはまだ舞台中央には立てていないのである。

　やがて舞台の上では、生き残りを懸かけた群雄同士の衝しよう突とつが始まることになる。

　果たしてサイファカールは、如い何かにしてその戦いに名乗りを上げ、勝ち抜いていくのだろうか。
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　サイファカールの帝国再統一という覇は業ぎようを振ふり返るときには、つねに幾いくつかの謎なぞがつきまとっていた。

　例えば、ドゥールドォール将軍がなんの抵てい抗こうも受けずにアル＝アラに入城し、後にサイファカールがあっさり彼からアル＝アラを返された事実などが、その最たるものだった。

　この一連の動きをどう理解すればいいのか、当時の史家のあいだでも評価が割れたほどである。

　だが、ステラステラの残した著述が発見されるに及およんで、ようやく事の真相が明らかになった。

　ドゥールドォール将軍はアル＝アラを奪うばったのではなく、サイファカール皇子の要よう請せいで入城していたのだということが彼女の著述によって明らかになったのである。

　できすぎた話だからステラステラの捏ねつ造ぞうではないか、という批評もあった。

　捏造ではないにせよ、かなり誇こ張ちようされているのではないか、という指し摘てきもあった。

　だが、ステラステラの著述の精細な研究が進むにつれ、彼女の記述はそうとうに正確であることが判明した。

　従って現在では、ドゥールドォール将軍のアル＝アラ入城は、サイファカールの要請に応こたえたものという評価で固まっている。




　同様に、サイファカールの統一事業に関かかわる謎の幾つかは、ステラステラの著述によって解消することとなった。であるから、ロムニア帝国初代皇こう帝ていロムニエゥス一世の死からサイファカール皇子による再統一までの歴史を語る場合、ステラステラの著述に負うところが大きい。

　ということを、ここでお断りしておこう。




　さて、後継者争いという大舞台の袖そでに顔を覗のぞかせたサイファカールは、ほどなく舞台の中央に進み出ていくことになる。

　けれど、その前にサイファカールには片付けなければならない難題があった。

　それは、アル＝アラに入れたドゥールドォール将軍にどう対処するのかということと、帝国領に侵入しようという動きを見せる騎き馬ば民族にどう対処しようというのかという二点である。

　この難題を解決しない限り、サイファカールは舞台の中央まで進めない。

　ところが彼は、奇き想そう天外な方法で二つの難題を一挙に解決してしまった。

　これが行き当たりばったりの窮きゆう余よの一策ではなく、当初からの構想に基もとづく解決だったという事実がサイファカールの非ひ凡ぼんさをよく現している。




　次巻では、サイファカールの解決策がどれほど非凡で秀しゆう逸いつなものだったのかを再確かく認にんし、彼が舞台上に綺き羅ら星ぼしの如ごとく居並ぶ主役級たちのあいだに割って入っていく様さまを堪たん能のうするとしよう。







　あとがき




　本作には様々な元ネタがあります。

　まずタイトルですが、言うまでもなくエドワード・ギボンの「ローマ帝てい国こく衰すい亡ぼう史し」です。最初に読んだのは大学生の頃ころで、もう大昔。

　過去の歴史家がさらに過去の歴史を振ふり返るという構造は光みつ瀬せ龍りゆうの「宇宙年代記シリーズ」に倣ならいました。ただし「宇宙年代記シリーズ」では遥はるか未来の記述者が過去を（その過去は、読者からすれば未来である）振り返るという体てい裁さいを取っていますが。

　サイファカールの帝てい都と脱だつ出しゆつの件くだりは「日本書紀」からです。大おお海人あまの皇み子こが吉よし野のへ脱出するエピソードが元ネタです。

　サイファカールのキャラ作りで言うと、人誑たらしの側面は秀ひで吉よしが、部下の資質やら特とく徴ちようやらを的確に把は握あくし、適材を適所に置くという側面は信のぶ長ながが念頭にあったりします。というふうに、様々な要素がごった煮にになって出来上がっているのは、まぁいつものことです。

　キャラ数が多いのもいつものこと。二巻では、さらに新キャラが続々と登場しました。サイファカールの競争相手になる群ぐん雄ゆうも何人か顔を出しましたが、とりわけ作者のお気に入りなのはチチェリアーナ様。

　そんな本作ですが、一巻は発売直後に重版がかかってくれたので、どうやら三巻で終しゆう了りようというケースは避さけられたっぽいです。これも読者の皆みなさんの応おう援えんのおかげ。ありがとうございます。エレクトさわるさんが描えがく魅み力りよく的なキャラ絵がこの後も増えていくわけで、作者としても楽しみです。三巻は来年の春～夏……かな？




　それはさておき、札さつ幌ぽろに移住して三年が経たちました。もう三年というべきか、まだ三年というべきか、感覚的には微び妙みようなとこなんですが、とにかくあっという間でしたね。札幌生活はとても楽しいです。越こしてきてよかった。

　あ、今月（一月）に「落ちてきた龍王ナーガと滅ほろびゆく魔ま女じよの国５」（ＭＦ文庫Ｊ）が、そして来月（二月）に「ものぐさ寝ね猫ねこの怠たい惰だな探たん偵てい帖ちよう」（ファミ通文庫）が発売になる予定。そちらもよろしくです。




　二〇一三年一一月吉きち日じつ


舞阪＠温泉に行きたい洸こう　拝
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